
宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第56集

しん　　や　しき

下屋虫濯跡
東九州自動車道建設（西都～清武間）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅶ

2002

宮崎県埋蔵文化財センター



序

宮崎県教育委員会では、東九州自動車道西都～清武間建設予定地にかかる埋蔵文化財の発掘調査

を平成7年度から10年度にかけて実施してまいりました。本書は、東九州自動車道建設に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書であります。

本書に掲載した下屋敷遺跡は平成8年度から平成9年度にかけて発掘調査を行ったものです。調

査によって、旧石器時代と縄文時代早期にかけての時期の遺構・遺物を確認することができました。

これらの遺構・遣物は、今後、当地域の歴史を解明する上で貴重な資料となるでしょう。ここに

報告する内容が、学術資料としてだけではなく、学校教育や生涯学習の場などで活用され、また、

埋蔵文化財保護に対する理解の一助になることを期待しています。

最後になりましたが、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関・地元の方々、並びにご指導

・ご助言を賜った先生方に対して、厚くお礼申し上げます。

平成14年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　　矢　野　剛



例 Fコ

1　本書は、東九州自動車道（西都～清武間）建設に伴い、宮崎県教育委員会が実施した佐土原町

所在の下屋敷遺跡の発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、日本道路公団の依頼により宮崎県教育委員会が調査主体となり、宮崎県埋蔵文化

財センターが実施した。

3　現地での実測等の記録は、吉牟田浩一他が行なった。

4　本書で使用した写真については、吉牟田浩一が撮影した。空中写真については（株）スカイサ

ーベイに委託した。

5　自然科学分析は、（株）古環境研究所に委託した。一部石器実測を株式会社アジア航測に委託

した。

6　土層断面及び土器の色調については、「新版標準土色帖」に拠った。

7　石材同定は、松田清孝が行なった。

8　本書に使用した位置図は、国土地理院発行の2万5千分の1図をもとに、また、遺跡周辺地

形図等は、日本道路公団宮崎工事事務所から提供の1000分の1図をもとに作成した。

9　整理作業は、埋蔵文化財センターで行ない、図面の作成、遣物実測、トレースは整理作業員の

協力を得て、吉牟田が行ない、戊亥浩志が補助した。

10本書に使用した記号は以下の通りである。

SC－土坑　　SI　　　集石遺構・礫群

11本書に使用した方位は、主に磁北（M．N）であり、位置図などの一部は、座標北（G．N）

である。また、レへつレは海抜絶対高である。

12出土遣物・その他諸記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。

13本遺跡は、当初下屋敷第1遺跡と下屋敷第2遺跡であったが統合し、下屋敷遺跡として本報告

を行っている。

14本書の執筆は、第I章第1．2．3節を長津宗重と山田洋一郎、第Ⅱ章、第Ⅳ章、を吉牟田浩一

が行い、編集を山田洋一郎が行った。

15次の方に調査・整理・報告書作成の御指導・御協力をいただいた。記して謝意を表したい。

（順不動・敬称略）

橘昌信（別府大学）宮田栄二（鹿児島県教育委員会）吉留秀敏（福岡市教育委員会）

藤野次史（広島大学）小畑弘己（熊本大学）鈴木忠司（京都文化博物館）杉原敏之（福岡県立

九州歴史資料館）松本茂・藤木聡（宮崎県埋蔵文化財センター）



凡　　　　例

ナイフ形石器類の分類

I二側線加工ナイフ

Ⅱ一側線加工ナイフ

Ⅲ部分加工ナイフ

Ⅳその他のナイフ

Ⅴ台形石器

Ⅵ剥片尖頭器

Ⅶ三稜尖頭器

Ⅷ欠損品

I～Ⅶに分類

不能のもの

A切出形ナイ　フ

B二側線加工ナイフ

A縦長剥片素材

B横長剥片素材

C横　剥　ぎ

上ノ原・下屋敷・長薗原遺跡　2000．2．1

（D狸谷型

②狸谷型以外

①厚みがある・基部を尖らせる傾向がある・鋸歯線状のブランテイング
②比較的厚みがない通常のブランテイング・基部が丸みを帯びるが極端に

尖ることはない

③基部が極端に丸みを帯びる・通常にブランテイングを施す

（D基部調整がないもの

②少しだけ基部調整があるもの

瀬戸内系の可能性もある・背面に底面を残す

A先端加工

B基部加工

A部分加工　　基部加工（片側）未製品の可能性あり

B部分加工　　基部＋先端加工末製品の可能性あり

C部分加工　　ナイフの先端を再加工　基部＋先端に加工

Dその他　　　二側線＋下線の三線加工

A刃部が軸に垂直

B刃部が軸に斜交する

A基部両サイド挟り

B基部片面挟り

Cその他

A紡　錐　形

B菱　　　形

C棲　　　小

Aナ　イ　フ

B剥片尖頭器

C三稜尖頭器

D不　　　明

①基部両サイド挟りのみ

②基部両サイド挟り＋先端加工

③基部両サイド挟り＋一側線加工

一側線加工が施されている

①　一面加工

②　二面加工

②’局二面加工
③　三面加工

③’局三両加工

②’局二面加工

④　周縁加工

④’周縁加工＋一部裏面加工

角錐状で黒曜石製

（彰先端

②中間（三稜尖頭器を含む可能性）

③基部（三稜尖頭器を含む可能性）



石器石材分類表（流紋岩系）
宍戸章氏作成に加筆　1990．9．20

分

類

肉眼的手法 による特色

実体顕微 鏡に よる特色 備　　 考色
表 面の模 様

手 ざわ り
そ の他

表面 割 れ口 表面 割れ 口

流

紋

山石

a

褐灰 新鮮部黒 汚れた感じの斑点 風化の度合 なめらか 割れ口の断口に 表面は一見砂岩様に見え 祖母系とみられる無
7．5Y R 6／1 7．5Y R 2／1 状～雲状～縞 によるがな は鋭 さがありフ るが黒や白の鉱物やガラ 斑品流紋岩ホルンフ

割 れ 口　も
風 化 が 進

み表 面 と
同 じ色 の

場 合 が 多

い

めらかなも

のが多い

イツシヤーが多

めに入る

フィッシャーが
珪質に見える場

合あ り

スの粒を含んでいる ェルス化 （熱変成）を

受けている

表面の風化の度合い

で流紋岩a～gのなか

で最も白っぽい

鏡下では堆積岩のよ
うに見えることもあ

るが黒や 白の鉱物や
ガラスを含んでいる

鈍い黄橙 新 鮮 部 黒 濃淡の雲状の模様 ややざらつ ややざらつ 鏡下で微妙な凹凸風化褐
10 Y R 6／4

～7／4

褐 があることがある く く 色の風化鉱物が多い
黒の鉱物やガラスが少量

見られる

橙褐 灰白部 （7．5yr8／2 なめらかな なめらか 円礫表面は褐色 円礫表面はガスが抜けた

7．5Y R 6／4 ）が雲状に見 られ ものが多い （7 ．5 Y R 5／6 ～ ような小穴が見 られる場
～5／4 ることあり 5／7）に風化 合もある

褐灰 新鮮部黒 濃淡（褐灰～灰白） なめらか なめらか 粗粒子 （白～キ 左の粗粒子は鏡下では堆
10 Y R 6／1

～4／1

（ホル ンフ

ェルス様）

縞～白斑状 ラキ ラ）が見 え

るものあり

積岩の粒子の‾ような見か

け

流

暗 赤 褐 ～ 明褐灰色部が雲状 河床円礫の なめらか アメ色がかった石基 流紋岩a の一部 と類
極暗赤褐 ～縞状をなす もの 場合表面は やや緻密 似、ホルンフェルス化

紋 5Y R 3／2～ あり黒褐色斑点状 きわめてな 品洞状斑あり の程度の差
山石
b

2．5Y R 2／2 （ミミズ状）の模様 めらか まだ ら模様で茶色系

墜

流
褐 灰 ～黒 割 れ た 面 明褐色斑点を持つ 円礫表面は 流紋岩b に 流紋岩a～gの中 品洞状斑があるものが多

い

流紋岩b と同一岩体
褐 に艶 が な ものもあ り暗青灰 なめらか 比べるとや で最 も粗粒に見 の別部分か？冷却速

紋 10 Y R 4／1 い（シル ト 色 （5P B 4／1）が雲 やざらつ き える粗粒子 （自 度の違い？）
山石
C

～．3／1 岩類似） 状に混ざった色の
部分あり

あり ～キ ラキラ）が
見えるものあり

茶色系統で表面が粗

い

流
懸

石
d

灰

7．5Y R 4／1

～10Y 4／1

割 れ た面

に珪 質 の
白 っ ぽ い
部 分 が見

える

片状岩石 （片理？） なめらか なめらか？ 白黒のゴマシオ状ガラス

質石基

サンプル数が少ない

流
整

石
e

暗 オ リー 表面と同じ 濃淡 （オ リー ブ灰 なめらか なめらか 撤密でち りめん 珪質でチャー トに似てい

る
小さい黒色や 白色、透 明

の鉱物 ・ガラス粒を少量
含む

珪質貢岩に似る
ブ灰 色が多い ～暗オ リーブ灰） じわ状断口

2．5～5G Y
4／1～3／1

割れた面に

珪質の白っ

ぽい部分が
見える

縞状 珪質でフィッシ

ャーが多い
フィッシャーは
白っぽいものが

多い

流
整

石
f

暗灰 割 れ た 面 灰 白色部が雲状を 円礫表面は ややざらつ 一見頁岩に似る 白色円形斑 （特に品洞様）流紋岩Cと類似するが
N 3／0 に艶 が な

い

なすものがある
汚れた感じの濃淡

（黒白）模様がある
場合がある
黄褐色の汚れ付着

きわめてな
めらか

く がある 色が黒に近い
頁岩のホルンフェル

スが まざれている可
能性あり

まだ ら模様で黒色系
昼

流

紋

山石

g

暗灰 新 鮮 な 面 雲状に灰白色部を 円礫表面は なめらか 雲状の灰 白色風 白色円形斑 （特に品洞様）無斑品安山岩 とすべ
N 3／0 は黒い 持つものあり

表面に艶がなく黄
褐　～　赤 褐 色 （

5Y R 5／8～4／8）の
汚れ状あり
（黄鉄鉱の風化物）

きわめてな

めらか
爪形穴

化が目立つ があるものが多い黒色の

ガラス質石基に白っぽい
風化部が混ざり全体とし

て暗灰色鉱物粒やその風
化物が見られる

きものかも？

雲状の灰白色部 に特
徴づけられる

最も黒っぽい

黒N 2／0 真 っ 黒 に 表面に艶がなく黄 円礫表面は なめらか 最 も貢岩 に似る 黒色のガラス質石基の中
見える 褐　～　赤 褐 色 （きわめてな が黒色緻密 に白色の鉱物粒が見られ

5Y R 5／8～4／8）の
汚れ状あり

（黄鉄鉱の風化物）

めらか 断面 は曲面で稜
も曲線

る
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第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

東九州自動車道延岡～清武間は平成元年2月に基本計画がなされ、平成3年12月には西都～清

武間は整備計画路線となった。西都～清武間は、平成5年11月に建設大臣から日本道路公団へ施

工命令が出され、公団では平成6年度から事業に着手している。その間、県教育委員会では、平

成3年度に西都～清武間の遺跡詳細分布調査を行い、それに基づき埋蔵文化財の保護について関

係機関と協議した結果、工事施工によって影響を受ける部分について工事着手前に発掘調査を実施

することとなった。調査は、平成7年度については文化課で行ったが、平成8年度は埋蔵文化財

センターの総合博物館からの分離・独立に伴って、埋蔵文化財センターで行っている。

佐土原町大字西上那珂字下屋敷の工事区内には、舌状台地上に広がる下屋敷第1遺跡・下屋敷第2

遺跡がある。本調査に先立って平成8年6月4日から28日の間の8日間にかけて確認調査を行っ

た。調査は県道より北側を北区とし、県道と町道に挟まれた部分を中央区に分けて行った。その結

果北区のTlのⅨ層（旧石器包含層）から剥片3点出土した。中央区のトレンチでも剥片や土器

片などが出土し、旧石器時代～縄文時代の包含層の残存が確認されたことから本調査を実施するこ

ととなった。本調査は、平成8年度に町道以南の区域（A区）を調査対象域（約3，017d）とし

て設定し、平成9年1月7日に着手し同年3月28日に終了した。また、平成9年度は、残りのB

区～D区（8，640Iが）を中心に、平成9年4月1日に着手し平成10年2月18日に終了した。

第2節　調査の組織

下屋敷遺跡の調査組織は次のとおりである。

調査主体　宮崎県教育委員会

教育長

文化課長

埋蔵文化財係長

主査（調整担当）

主査（調整担当）

宮崎県埋蔵文化財センター

田原直康（平成8年度）

岩切重厚（平成9年度）

笹山竹義（平成10年度～平成12年度）

岩切正憲（平成13年度）

江崎富治（平成8年度）

仲田俊彦（平成9年度～平成11年度）

黒岩正博（平成12年度・平成13年度）

面高哲郎（平成8年度）

北郷泰道（平成9年度～平成11年度）

石川悦雄（平成12年度・平成13年度）

永友良典（平成8年度）

柳田宏一（平成9年度）
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所長

副参事

副所長

調査第一課長

調査第一係長

調査第二係長

総務係長

主任主事

主事（調整担当）

主査（調整担当）

藤本健一（平成8年度・平成9年度）‘

田中　守（平成10年度・平成11年度）

矢野　剛（平成12年度・平成13年度）

木幡文夫（平成8年度）

岩永哲夫（平成8年度・平成9年度・平成12年度・平成13年度）

江口京子（平成11年度）

菊地茂仁（平成12年度・平成13年度）

面高哲郎（平成12年度・平成13年度）

岩永哲夫（平成8年度兼務）

面高哲郎（平成9年度～平成11年度・平成12年度兼務）

谷口武範（平成13年度）

長津宗重（平成12年度・平成13年度）

亀井維子（平成12年度・平成13年度）

上野広宣（平成12年度・平成13年度）

飯田博之（平成8年度）

菅付和樹（平成9年度～平成11年度）

主査（整理作業担当）　　倉永英季（平成12年度）

主任主事（整理作業担当）小山　博（平成13年度）

主査（調査・報告書担当）吉牟田浩一（平成8年度～平成11年度）

主査（調査担当）　　　　目高裕司（平成8年度）

主事（調査担当）　　　　大坪博子（平成8年度）

第3節　遺跡の位置と環境

1遺跡の位置

下屋敷遺跡は、西都市に隣接する佐土原町の北西部に位置し、東西に伸びる標高85m～90m

の台地上にある。調査地の北側は緩やかに傾斜し、湧水のある小さな谷を挟んで上ノ原遺跡に接す

る。また、南側は急崖を形成しその下に新宮川が流れており、梅ケ島遺跡に接する。さらに、同じ

台地の1km東方には船野遺跡がある。

2　歴史的環境

佐土原町は地形上、船野台地・一ツ瀬低地・佐土原丘陵・年亥居原台地・広瀬海岸低地・鹿野田

上田島丘陵に分かれ、遺跡は点在する。遺跡の発掘調査は短期間の小規模な緊急調査に限られてい

たが、近年の開発や東九州自動車道（西都～清武間）建設に伴う発掘調査によって面的な調査が行

われ、各時代のことが次々と明らかにされている。

旧石器時代

町内においては従来、船野型細石核で有名な船野遺跡（大字西上那珂）が知られていた。船野遺

跡は標高84m～87mの台地に立地し、細石器を伴わない小型のナイフ形石器とスクレイパーか
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らなる第一文化層、黒曜石製の細石器に流紋岩製の細石器が伴い、ナイフ形石器・台形様石器・尖頭

器からなる第二文化層、そして流紋岩製の細石器と小型のナイフ形石器が主体となる文化層に変化

した。ナイフ形石器文化から細石器文化へ移行する過度期に遺跡は形成されたと考えられている。

東九州自動車道建設に伴って船野台地では当遺跡以外にも、長薗原遺跡・上ノ迫遺跡・上ノ原遺

跡（大字西上那珂）、都於群・仲間原台地の別府原遺跡（西都市大字鹿野田）などで調査されている。

長薗原遺跡では小林軽石層（5層）下でブロックが7基検出され、Ⅵ層からナイフ形石器・剥片等、

Ⅶ層からナイフ形石器・剥片尖頭器・三稜尖頭器・剥片等が出土している。特にナイフ形石器・台

形石器・スクレイパー等が出土したブロックには、剥片・石核等が共伴しているので石器製作の場

が想定される。上ノ原遺跡では小林軽石層（Ⅶ層）下位のⅧ層で礫群6基、Ⅶ層上面で陥し穴状

遺構7基、土坑74基検出され、陥し穴状遺構5基の床面には逆茂木痕と推定される小穴も検出さ

れた。別府原遺跡では、AT層（刃層）下位のⅩ～刃層上面で礫群5基が検出され、石核・剥片等

が出土している。小林軽石風成二次堆積層（Ⅵb層）下位のⅦ層では礫群14基、配石遺構1基、

ブロック7基が検出され、ナイフ形石器・台形様石器・三稜尖頭器・スクレイパー・石核・剥片・

台石等が出土している。Ⅵa層では陥し穴状遺構18基、土坑4基、礫群1基、配石遺構2基等が

検出され細石核（船野型・野岳型）・細石刃等が出土している。Ⅹ～刃層がナイフ形石器文化期Iに、

Ⅶ層がナイフ形石器文化期Ⅱに、Ⅵa層が細石器文化期に比定されている。以上のように別府原

遺跡では、AT層下位の文化層が確認され、他の遺跡でも小林軽石層の上下で文化層が確認される

など、後期旧石器時代の遺跡の様相が明らかになりつつある。

縄文時代

草創期は県内でも最近調査例が増え、隠山遺跡（大字上田島）では爪形文を口緑部近くの隆帯文

に施した土器が出土している。早期になると県内では遺跡の数が増大するが、町内でも同様である。

別府原遺跡では竪穴状遺構15基、集石遺構58基、炉穴約300基、土坑約40基、配石遺構19基

などが検出され、貝殻状痕文土器・打製石鉄・打製石斧・磨製石斧・磨石等が出土している。また、

石器組成では打製石鉱や局部磨製石斧が主体を占めている。特に炉穴の数の多さ、多種にわたる遺

構が検出されたことから早期の集落の様相を知る上では重要である。

約6．400年前の鬼界カルデラの火山活動によるアカホヤ火山灰が降った後、県内の遺跡は激減

し中期も希薄であり、後期になってようやく県内全域的に遺跡が増加し、大規模な環状集落も出現

する。しかし町内においては前期から後期の良好な遺跡の調査例がないため集落の様相を述べるこ

とはできない。晩期になると隠山遺跡では未貴通の孔列文土器が出土している。

弥生時代

県内の前期の遺跡は数少なく、後期に遺跡の数が増大するが町内でも後期になってようやく遺跡

が見られる。特に下那珂遺跡（大字下那珂字城ケ峰）は複雑に蛇行しながら東流する石崎川左岸の

標高54mの丘陵上に位置し、昭和42年の調査によって貝塚・土坑1基・方形の竪穴住居1軒が

検出され後期後半の土器とともに石包丁・石皿・磨石・磨製石鉄・鉄鉱・軽石製浮子などが出土し

た。特に絵画・記号文土器の中の切篭鳥（龍）］の線刻が施された壷が有名である。なお平成11年・12

年の調査で後期後半の方形プランの拠点集落である竪穴住居が100軒以上検出された。特に竪穴
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住居から出土した前漠鏡であるき龍文鏡の破鏡はマツリの役割を終えた後、竪穴住居に廃棄された

と推定され、畿内地方や大分県の大野川上・中流域に見られるもので、県内では3例日で注目される。

また宮崎平野部では浮城遺跡（宮崎市吉村町）で中期後半～後期前半の水田は調査されたが、調査

範囲が狭かったため水田1枚の区画までは把握できなかったが、海岸低地に位置する伊賀給遺跡

（大字下那珂）では後期の小区画水田が検出され、弥生時代の水田の様相が一部明らかにされた。

古墳時代

町内には前方後円墳・円墳・横穴墓が分布しており、特に6～7世紀の横穴墓が年居原台地周

辺部、佐土原丘陵南端部、鹿野田・上田島丘陵周辺部に分布している。その中でも土器田横穴墓群

が数量的には調査されている。特に装飾横穴墓で有名な土器田東1号横穴墓は玄室の奥壁に馬2・

魚（鳥・イルカ）2・人物2などを、奥・左・右壁にも5～7段の連続三角文を線刻し、6世紀中頃

～7世紀前半に比定されるが、形象と三角文は時期差の可能性がある。東九州自動車道で調査さ

れた平田迫1号横穴墓（大字上田島）は丘陵の楕円状の高まりの裾に立地し、7世紀前半に造営さ

れている。以上のように6～7世紀の後期から終末期の時期については明らかになりつつあるあ

るが、前方後円墳・円墳が主体である前期・中期の時期については不明であり、造墓集団である集落

についても未解明である。

古代

佐土原丘陵の周縁に位置する下村窯跡群（大字東上那珂）は、8世紀後半～9世紀後半の10基

の瓦陶兼業窯跡が調査され、ここで生産された瓦や須恵器が日向国衛・国分寺に供給されているこ

とから、粘土という原料に立地して政治的に設置されたと推定される。このことは須恵器・瓦の蛍

光Ⅹ線分析からも裏付けられている。平田迫遺跡は畝幅約30cm、畝間幅約50cm、深さ約10

cmの畠跡が検出され、植物珪酸体分析の結果、稲が検出され、陸稲の可能性がある。畠跡からは

古代の土師器・須恵器が出土しており、放射性炭素年代測定から9世紀後半の時期に比定されてい

る。また石帯や凸面縄目叩きの瓦も出土して注目された。梅ケ島遺跡（大字西上那珂）では新宮川

の自然堤防と思われる微高地から低地へ下る傾斜を利用した区画の小さい棚田状の水田が検出され

た。報告書によると、平安時代から中世の水田である。以上のように、古代の生産の様相は明らかに

なりつつあるが、集落の様相は不明である。
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第Ⅱ章　調査の成果

第1節　調査区の設定と調査の概要（第1図～第2図）

下屋敷遺跡は、西都市都於郡に隣接し、宮崎郡佐土原町大字西上那珂字下屋敷外に所在する。当

地は一ツ瀬川によって開けた沖積平野の右岸後背にあたり、その支流である下村川と新宮川によっ

て開析された谷が複雑に入り込む。本遺跡はそれらの谷に挟まれた舌状の台地に立地する。標高は

85m～90mを測る。調査地の北綾部は緩やかに北側に向かって傾斜し、小さな谷を挟んで上ノ

原遺跡に接する。その谷には湧水点があり遺跡の西側から北側にまわり、さらに東側にも別の小さ

な谷が入る。また、本遺跡の南側は急崖となり、その下に新宮川により形成された谷底低地が、西

側の奥まで入り込んでいる。この谷には中世の水田跡が確認された梅ケ島遺跡が所在する。調査に

先立ち、平成8年6月に確認調査を行った。その結果、文化層が3両見つかったので、全域を調査

対象とした。調査は平成9年1月7日から平成9年3月28日まで（A区）、平成9年4月1日か

ら平成10年2月18日（A区～E区）までの2ヶ年にかけて行われ、約11，600I元を発掘調査した。

発掘調査に入る時点では、調査地の現状は畑地として利用されていた。発掘調査は、用地買収等

の関係から中央を走る県道を境に南側をA区、B区、C区、北側をD区、E区として設定しA区か

ら調査を始めた。全調査区を国土座標軸に従って、南北方向を1～24、東西方向をA～Kとして

10mXlOmのグリッドを設定した。

以下に各調査区の概要を説明する。

A区の調査では、表土を重機で除去したところⅧ層（AT層）が調査区の南側に広がっていた。

また、場所によっては、同一面でⅢ層、Ⅳ層、Ⅴ層、Ⅷ層が露出していた。A区の旧地形は、南か

ら北に向かって傾斜していることが確認できた。

調査の方法としては、まず先行トレンチを設定してⅤ層上面まで掘り下げた。その後Ⅱ層からⅤ層

上面までは調査区全体を作業員の芋掘りで精査した。また、Ⅴ層以下の調査については、各グリッ

ドごとに0．5mXlOmの十字トレンチを設定してⅦ層上面まで掘り下げて遣物・遺構の確認を行

った。

調査の結果、Ⅴ層面から陥し穴状遺構2基を検出した。遣物としては、Ⅵ層から旧石器時代の剥片、

Ⅳ層面から縄文早期の石鉄、使用痕剥片、貝殻腹緑による刺突文土器や貝殻条痕文土器等が出土した。

しかし、調査面積の割に遺物・遺構の検出量が少なかったので平板実測等を行い発掘調査を終了した。

B区の調査では、表土を重機で除去したところ、Ⅱ層、Ⅲ層及びⅣ層が露出していた。Ⅱ層（ア

カホヤ火山灰）は調査区の北東部に一部しか残存しておらず、また調査区の南端はⅤ層面が露出し

ていた。

調査の方法としては、Ⅱ層面を手堀りで除去した後、2m間隔でトレンチを設定してⅤ層上面ま
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で掘り下げ、遣物が出土したところは範囲を広げて掘り下げた。また、トレンチの一部はⅤ層を掘

り抜きⅥ層上面まで掘り下げて遺構・遣物の確認を行った。調査の結果、遺構ではⅤ層面で土坑1

基を検出した。遣物としてはⅣ層面で局部磨製石斧1点、石鉄2点、剥片尖頭器1点、スクレイ

パー1点、剥片等が出土したが、A区と同様、面積の割に遣物・遺構の検出量が少ないため、平

板実測等を行い発掘調査を終了した。

C区の調査は、まず平成8年度・9年度に2度の確認調査を行った。平成9年度の確認調査では、

約2mX5mのトレンチを14箇所設定して調査を行った。その結果、Ⅴ層上面までは遣物の出土

量が非常に少なかった。また、C区の現況は平坦な畑地であるが、トレンチ内のⅤ層（小林軽石を

含む黒色土）が東側に行くほど深くなることが確認された。このことから、C区の東側には南北に

走る谷が存在することが予想された。以上のような状況から、C区の調査範囲を確定し、旧石器時

代の遺構・遺物の検出に主眼を置いて調査を行った。

調査の方法としては、まずⅤ層までは重機で掘り下げた。Ⅵ層上面で精査後、地形に合わせて東

西方向に2m幅のトレンチを2m間隔で設定した。そして、層ごとに掘り下げを行い、遣物が出土

したトレンチの周辺を広げた。その後、Ⅶ層下面まで掘り下げ遺構・遺物の確認を行った。調査の

最終段階で調査区の周囲に確認トレンチを設定したところ、東側の壁面近くで礫群を検出した。そ

こで礫群の広がりを見るために調査区の東側の壁をさらに広げて遺構・遺物の確認を行なった。そ

の結果、礫群は確認できなかったが、Ⅴ層を哩土とする土坑1基と剥片等類を検出した。

C区はⅧ層（AT層）がほとんど堆積していないものの、ほぼ基本層序に近い堆積が見られた。

しかし、Ⅸ層の黒褐色土は非常に硬く堆積も厚いために、掘り下げには困難を極めた。最終的には

刃層（アワオコシ層）上面まで掘り下げて遺構・遣物の確認を行い調査を終了した。

調査の結果、遺構としては後期旧石器時代の礫群3基、細石器文化期の土坑2基、時期不明の土

坑1基を検出した。また、遺物としてはⅥ層、Ⅶ層面でスクレイパー、ナイフ形石器、三稜尖頭器、

剥片尖頭器、二次加工剥片、使用痕剥片、敲石、石核等が出土した。また、Ⅵ層及びⅦ層面で石器

が集中して出土した部分があり、ブロックの存在が確認された。

D区は、試掘調査の結果、Ⅵ層～Ⅶ層面に後期旧石器時代、Ⅳb層面に細石器文化期、Ⅳa層面

縄文時代早期の3つの文化層が確認された。しかし、D区東側はⅧ層（イワオコシスコリア層）上

面まで削平を受けており、D区北緑は谷に向かって傾斜し地層も大きく乱れていた。また、遺構や

遺物等の出土がなかったのでD区東側及び北緑部分は調査範囲から除外した。D区は基本層序中で

Ⅷ層、Ⅸ層、Ⅹ層が欠如していた。また、D区の中央部分ではⅧ層～Ⅷ層まで欠如している部分も

見られる等層序が乱れていた。さらに、A区、B区、C区と同様にゴボウ耕作のためのトレンチヤ

ーが、Ⅶ層上面の深さまで碁盤の臼状に走り削平を受けていた。

調査では、まず重機で表土を除去すると西側中央部が盛り上がり、東側及び南北側に向かって緩

やかに落ちていた。また、D区の南西部には第Ⅱ層（アカホヤ火山灰層）が残存していた。しかし、

Ⅴ層面まで精査したが、急傾斜で遣物等もほとんど出土しなかったので幅2mのトレンチを2mご

とに設定し、遺構・遺物が検出された部分を拡張する方法をとった。そして、第Ⅴ層上面まで層ご

とに手鍬で掘り下げた。
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D区は試掘の結果から、調査範囲が広いということ、文化層が3枚あるということが確認された。

このような状況から、D区の調査は地形に合わせて南北方向に幅2mのトレンチを2m間隔で設定

した。そして、遺構・遺物を検出した周辺部をさらに堀り広げていくことにした。調査はⅤ層上面

まで人力で掘り下げてコンター図を作成した。特にⅣb層の細石器を検出した周辺部は、ねじり鎌

等を使いⅥ層上面まで丁寧に掘り下げた。その後、先行トレンチを掘り下げたところⅦ層面で礫群

を検出した。そこで、Ⅵ層から下の層については、トレンチ法ではなく全面を手堀で丁寧に掘り下

げた。南側半分のⅧ層上面まで調査を終了した後、北側半分の調査を行った。北側の調査は、南側

の調査の成果を活かしてⅥ層から下の全面を層ごとに人力で掘り下げた。最終的に、D区全体をⅧ

層上面まで掘り下げて遣物・遺構の確認を行い調査を終了した。

調査の結果、旧石器時代の遺構としてⅦ層面で礫群を検出した。また、遺物としてはスクレイパー、

ナイフ形石器、三稜尖頭器、剥片尖頭器、石核、二次加工剥片、使用痕剥片、磨石、敲石、剥片等

が出土した。細石器文化期の遺構としては、4基以上の土坑が切り合った状態で検出された。遺物

としては、黒曜石製の細石核や細石刃、そしてナイフ形石器、剥片等が出土した。

縄文早期の遺構としては、集石遺構3基、陥し穴状遺構1基を検出した。遣物としては、土器片、

石鉱、石核、剥片等が出土した。また、D区でもⅥ層～Ⅶ層面で後期旧石器時代、Ⅳb層面で細石

器文化期の石器が集中して出土するブロックの存在が確認された。

E区は県道の迂回路建設に伴う拡張部分であり、D区の調査終了後に調査を行った。重機を使っ

て表土を除すると、E区の地形は中央北側部分が遺跡の中で一番標高が高く、南側に向かって急激

に傾斜し、さらに東側になだらかに傾斜していた。一方、調査対象区外であったが、AT層（二次

堆積）の確認のために地権者の許可を得てE区北側の畑地に幅50cmのトレンチを設定した。す

ると、Ⅷ層の水成層らしき跡が確認された。旧地形はその部分を中心に南側のE区と東側のD区に

向かって傾斜しながらⅨ層が広がっていた。

E区の調査においては、Ⅸ層の露出している部分を2m間隔でトレンチを設定してⅧ層上面まで

人力で掘り下げたが、遺構の確認はできなかった。また、調査区でⅨ層の露出していない南側は、

全面を人力で掘り下げてⅤ層上面でコンター図を作成した。その後、順次Ⅷ層上面まで掘り下げて

遺構・遣物の確認を行い調査を終了した。

調査の結果、ナイフ形石器や使用痕剥片等を検出したが、急斜面の地形ということもあってか全

体的に遺物の量は少なかった。

第2節　層序（第3図～第6図）

本遺跡では、第Ⅴ層の小林軽石を含む層を中心に13枚の土層を確認した。

本遺跡では、調査区によって層厚の差違が見られたり、層の堆積がほとんど見られない地点もあ

った。また、C区やD区ではⅦ層～Ⅷ層の間の堆積に乱れが見られ地点間での文化層の対比を困難

にしている。このような状況から、石器等の時期認定には注意を要するが、出土石器の形状からⅧ

層（AT層）よりも上位のものと考えられる。さらに、本遺跡では調査区全体にわたってゴボウ耕
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作のためのトレンチヤーによる授乱を受けていた。場所によっては、第Ⅶ層面の深さまで裸乱を受

けている地点もあった。本遺跡の基本層序は次の通りである。以下に各層ごとに説明をしていく。

I層：表土（耕作土）

きわめてしまりがなく、フカフカとした状態の土層である。

Ⅱ層：黄褐色火山灰

いわゆるアカホヤ火山灰層である。ガラス質の小白粒を含み粘性が弱いざらざらした感触の細

粒である。

Ⅲ層：黒褐色土（10YR3／1）

ややしまりがなく、さらさらとした感触でやや粘性のあるシル上質土層。上部位に橙色の軽石

小粒を含む上部位に橙色の軽石小粒を含む全体に径1mm以下の白色鉱物粒を含む。縄文時代早期

の遣物包含層である。

Ⅳa層：暗褐色土～黒褐色土（10YR2／3）

硬質で粘性が弱く、径1mm以下の白色鉱物粒を含む。褐色土がまだら状に混入する。縄文時

代早期の遺物包含層である。

Ⅳb層：褐色土～暗褐色土（10YR3／4）

硬質の黒褐色土をブロック状に含みまだら模様を呈する。粘性が弱くやや硬質である。細石器

文化の包含層である。

Ⅴ層：小林軽石を含む黒褐色土～暗褐色土（10YR3／3）

非常に硬くざらざらした砂質で粘りがない。小林軽石層を径2～3cmのブロック状に含む。橙

色軽石、白色粒、青色岩片を全体に含む

Ⅵ層：暗褐色土（10YR3／4）

ややしまりがなく粘性を帯びた極細粒の層。やや硬い暗褐色土をブロック状に含みまだら模様

を呈する。後期旧石器時代の遣物包含層である。

Ⅶ層：にぷい黄褐色土（10YR4／3）

粘性のあるやや柔らかい土層。少量の赤橙色軽石を含む。後期旧石器時代の遣物包含層である。

Ⅷ層：黄橙色軽石層（10YR7／8）

いわゆる姶良・Tn火山灰（AT）層である。本遺跡内ではA区の南端とD区の一部にわずか

にすじ状に見られるだけで、ほとんど層として堆積が見られない。

Ⅸ層：黒褐色土（10YR3／1）

いわゆるブラックバンド層である。非常に硬く粘質のないざらざらした極粗粒層で、白色の鉱

物粒を層全体に多く含む。本遺跡ではC区全体と、E区に近いD区西側の一部で見られた。

Ⅹ層：赤褐色土（5YR4／8）

刃層の漸移層である。やや柔らかく粘性を帯びている。径1～3mmの赤褐色スコリア粒と青灰

色岩片を多く含む。

刃層：極暗褐色スコリア層
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いわゆるアワオコシスコリア層である。非常に硬くざらざらした極粗粒で、径2～3mmの赤褐

色スコリア粒と青灰色岩片が密集している。

Ⅲ層：明褐色土

非常に硬い細粒で、やや粘質を帯びてざらざらした感触である。径1～2mmの赤褐色粒、径

5mmの青灰色岩片を多量に含む。

Ⅷ層：赤褐色軽石（5YR4／8）

いわゆるイワオコシスコリア層である。非常に硬い極粗粒でざらざらしており、径1cm以上の

赤橙色軽石と径1mmの白色鉱物粒を多量に含む。

第3節　旧石器時代の遺構と遺物

本遺跡では後期旧石器時代の2つの石器文化層が確認された。各石器文化の遺構・遺物について

は下記の通りである。

1　後期旧石器時代第I石器文化期の遺構と遣物

後期旧石器時代第I石器文化期は、姶良・Tn火山灰降灰後～小林軽石を含む黒色土の降灰まで

の時期である。基本層序では第Ⅶ層～第Ⅵ層にあたる。第I石器文化期の遺構としては礫群44基、

石器ブロック24基を検出した。

（1）遺構

1　礫群（SI）（第8図～第19図）

礫群は、C区で3基、D区で41基の合計44基の礫群を検出した。礫群の分布はC区においては、

北部東側の傾斜地と、その西側の傾斜地から平坦地に変わる所に見られた。また、D区では中央部

から東部にかけてのやや平坦な地形のところに見られる。特に、I5、I6、J5、J6グリッド

付近には集中しており、さらに東側へ広がる可能性が予想される。礫群の分布はブロックの分布と

近似しており、ブロックの範囲内に位置しているものも数基見られる。しかし、礫群のほとんどが

ブロックの周辺部に位置しており、レベル的にもブロックよりも下位に見られる。

これらの礫群はほとんどをⅦ層面で検出した。ところが、SIlとSI2の周辺には、Ⅶ層～Ⅸ

層の堆積が見られず、Ⅹ層直上で検出した。しかし、この2基の礫群は、他の礫群と離れた位置で

検出された。しかも、傾斜面で、Ⅶ層～Ⅸ層の堆積が傾斜の途中までしか見られなかった。この礫

群が検出された周囲の土層の状況及びⅦ層面で多数の礫群が確認されたこと等から2基の礫群の検

出面は他の礫群と同様、Ⅶ層面に相当すると考えられる。以下、各遺構ごとに説明を行う。

SIl（第8図）

C区のJ14グリッドで検出された。礫群の規模は、210cmX145cmの範囲で傾斜に沿ってや

や広がりを見せるが、比較的まとまって分布している。礫群は10cm～20cm以上の大きな円礫
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8個と5cm～15cm程度の角礫104個で構成されている。礫の石材は砂岩で、ほとんどの礫で

赤化現象が認められる。また、脂肪酸らしきものが付着している礫が10個見られた。礫群の下部

には掘り込み等は確認されなかった。

SI2（第8図）

C区のJ14グリッドで、SIlの北側に隣接して検出された。礫群の規模は、102cmX45cm

の範囲である。礫群は斜面に沿ってやや細長く広がるが、比較的まとまって分布している。礫群は

20cm以上の大きな円礫2個と5cm～15cm程度の角礫24個で構成されている。礫の石材は砂

岩であり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。また、脂肪酸らしきものが付着している礫が2

個見られた。礫群の下部には掘り込み等は確認されなかった。

SI3（第9図）

C区のH14グリッドで検出された。礫群の規模は、ごく小規模で55cmX33cmの範囲にあり、

比較的集中して分布している。礫は4cm～12cm程度の比較的小さなものが多く、角礫16個、

円礫1個で構成されている。礫群内には遺物や炭化物等は見られなかった。礫のほとんどが火を受

けて赤化現象が見られる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI4（第9図）

D区G9グリッドの中央やや北東部で検出された。礫群の規模は、70cmX39cmの範囲に比較

的集中して分布している。礫は、5cm～10cm程度の大きさの角礫である。石材は砂岩であり、

ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI5（第9図）

H8グリッドからH9グリッドにまたがって検出された。礫群の規模は、75cmX70cmの範囲に

あり、やや散漫な分布である。構成礫は、円礫も2、3個見られるがほとんどが角礫である。また、

どの礫も火熱を受けて赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI6（第9図）

D区H8グリッドで検出された。礫群の規模は、59cmX44cmの範囲で大きさが5cm～12cm

程度の円礫と角礫が弧を描くように分布している。礫群内に遣物や炭化物等は見られなかった。礫

のほとんどが火熱を受けて赤化現象が見られる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI7（第9図）

H8グリッド中央やや北東部で検出された。礫群の規模は、100cmX85cmの範囲に礫が疎ら

に広がる。礫の大きさは、6cm～10cm程度で円礫がやや多く見られる。構成する礫の石材は砂

岩であり、ほとんどが火熱を受けて赤変している。礫群の中に遺物や炭化物は見られなかった。ま

た、礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI8（第10図）

H7の東部、I7に隣接する位置で検出された。礫群の規模は、211cmX173cmの範囲に、弧

を描くようにややまとまって分布している。礫は5cm～12cm程度の大きさで、円礫と角礫が混

在しているが、比較的円礫が多く見られる。流紋岩製の剥片が1点検出されたが、炭化物等は見

られなかった。礫の石材は砂岩であり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り
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込み等は確認されなかった。

SI9（第10図）

J7グリッドで検出された。礫群の規模は211cmX120cmを計る。磯は全体的に疎らな分布で

あるが、一部に集中する部分が見られる。礫の大きさは5cm～15cm程度で、円礫よりも角礫が

多く見られる。礫の石材は砂岩であり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。また、礫群の下部

に掘り込み等は確認されなかった。

SIlO（第11図）

J6グリッドの中央部やや東よりの位置で検出された。礫群の規模は、95cmX85cmの範囲に

比較的集中して分布している。礫の大きさは、5cm～12cm程度で、石材は砂岩である。ほとん

どの礫で赤化現象が認められるが、炭化物は見られなかった。礫群の下部に掘り込み等は確認され

なかった。

SIll（第11図）

I6グリッドの北西部の角で検出された。礫群の規模は、102cmX36cmの範囲で礫が比較的

密に分布している。特に円礫の大きいものが3個あり、他は角礫である。石材は砂岩である。礫

の一部に黒変している部分が見られる。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り

込み等は確認されなかった。

SI41（第11図）

I6グリッドでSIllに隣接して検出された。礫群の規模は、67cmX40cmの範囲で、7cm

～22cm程度の礫が集中して分布している。ほとんどが角礫であるが、特に20cm前後の大きい

ものが3個見られる。石材は砂岩である。礫の一部に黒変している部分が見られる。ほとんどの礫

で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI12（第11図）

H6グリッドの中央部北寄りの位置で検出された。礫群の規模は、119cmX81cmの範囲に比

較的集中して分布している。礫は、3cm～18cm程度の大きさの角礫と円礫が混在している。礫

の石材は砂岩であり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認され

なかった。

SI13（第12図）

I6グリッドで検出された。礫群は、132cmX90cmの範囲に分布している。26cmX32cmの

範囲に拳大の円礫が一部集中しているが、礫の大きさはSI42に比べるとやや小さい。礫の石材

は砂岩で、ほとんどの礫が火熱を受けて赤色化している。礫群の下部に掘り込み等は確認されなか

った。

SI42（第12図）

I6グリッドの南東部で検出された。礫群は、135cmX86cmの範囲に分布している。特に55cm

X45cmの範囲には12cm超の大きな円礫を中心に大人の拳大程度の円礫と角礫が集中している。

礫の石材は砂岩であり、ほとんどの礫が火熱を受けて赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込

み等は確認されなかった。
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SI14（第12図）

I6グリッドの中央部に位置する。礫群の規模は、160cmXllOcmの範囲に5cm～30cm程

度の大きさの角礫が一部に集中して分布している。礫の石材は砂岩であり、ほとんどの礫で赤化現

象が認められる。炭化物は検出されなかった。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI15（第12図）

I6グリッドの北東部、SI39のすぐ南に位置する。礫群の規模は、61cmX41cmの範囲に

やや集中して分布している。礫の大きさは、5cm～10cm程度で、ほとんどが角礫である。礫の

石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認され

なかった。

SI16（第13図）

J6グリッドの南東部の壁の近くで検出された。礫群の規模は85cmX81cmの範囲に集中して

分布している。礫の大きさは5cm～12cm程度で、円礫と角礫が混在している。礫の石材は砂岩

である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI17（第13図）

J6グリッドの北部でJ5グリッドに隣接して検出された。礫群の規模は、96cmX65cmを計り、

一部が集中して分布している。礫の大きさは5cm～12cm程度でほとんどが角礫である。礫の石

材は砂岩であり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなか

った。

SI18（第13図）

I6グリッドで検出された。礫群の規模は、167cmX62cmを計り、一部が28cmX25cmの範

囲に集中して分布している。礫の大きさは5cm～15cm程度で大部分が角礫である。特に集中部

の礫は大きいものが多い。礫の石材は砂岩であり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の

下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI43（第13図）

I6グリッドで第18礫群のすぐ南側で検出された。礫群の規模は、41cmX25cmで集中して

分布している。礫の大きさは5cm～15cm程度であが、全体的に大きなものが多い。集中部には

大きい円礫が2個見られるが、他は角磯である。礫の石材は砂岩であり、ほとんどの礫に赤化現象

が認められる。また、一部の礫には黒色の脂質のようなものが付着していた。礫群の下部に掘り込

み等は確認されなかった。

SI19（第14図）

J7グリッド中央部のやや南よりで壁に隣接して検出された。礫群の規模は143cmX137cmの

範囲に広がるが、集中している部分も見られる。礫は、5cm～10cm程度の大きさの角礫が多い。

礫の石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認

されなかった。

SI20（第14図）

J5グリッドの南端でJ6グリッドに隣接して検出された。礫群の規模は、107cmX31cmの
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範囲にややまとまって分布している。礫の大きさは5cm～15cm程度である。礫の集中部には大

きな円礫、周囲には比較的小さな角礫が見られる。礫の石材は砂岩であり、ほとんどの礫で赤化現

象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI21（第14図）

J4グリッド南東部K4グリッドに近いところで検出した。礫群の規模は、31cmX30cmの範

囲に6cm～12cm程度の円礫が重なり合うように分布している。下部にやや大きめの礫が2個見

られる。礫の石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められるが、炭化物は見られない。

礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI22（第14図）

I5グリッド北東部に位置する。礫群の規模は、116cmX81cmの範囲に角礫が集中して分布

している。礫の大きさは6cm～20cmの程度であり、石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現

象が認められる。一部の礫に黒い付着物が見られる。磯群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI23（第15図）

J5グリッドで検出した。礫群の規模は81cmX37cmの範囲に10cm前後の大きさの礫が疎ら

に広がる。これはSI24、SI2の廃棄礫とも考えられる。石材は砂岩であるが、4個以外はす

べて角礫で構成されている。また、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部には掘り込

み等は確認されなかった。

SI24（第15図）

J5グリッドの南西部で、第23礫群のすぐ西に位置する。礫群の規模は、86cmX60cmであ

るが、特に60cmX45cmの範囲に集中している。礫の大きさは、5cm～12cm程度である。石

材は砂岩であるが、6個以外は角礫で構成されている。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫

群の下部には掘り込み等は確認されなかった。

SI25（第15図）

J5グリッド南西部付近で、第23礫群のすぐ西に位置する。礫群の規模は169cmX121cmの

範囲に広がるが、特に60cmX32cmの範囲に集中している。礫の大きさは、5cm～12cm程度

である。石材は砂岩中心であり、角礫が多い。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部

に掘り込み等は確認されなかった。

SI26（第16図）

J5グリッド北東部で検出された。礫群の規模は、77cmX70cmの範囲に約10cm前後の大き

さの角礫がやや疎らに広がる。礫の石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫

群の下部には掘り込みは確認されなかった。

SI27（第16図）

J4グリッドとK4グリッドの中央にまたがる位置で検出された。礫群の規模は、136cmX85cm

の範囲である。礫の大きさは5cm～27cm程度の角礫である。特に西側には20cm超の礫が集中

しており、東側には比較的小さな礫が弧を描くように分布している。石材は砂岩であるが、流紋岩

製の剥片が2点混入していた。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は
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確認されなかった。

SI28（第16図）

J4グリッドの北東部で検出された。礫群の規模は、72cmX65cmの範囲にやや疎らに分布し

ているが、集中している部分も見られる。礫は5cm～15cm程度の角礫である。特に中心部に

は大きな礫が集中している。石材は砂岩であるが、流紋岩製の剥片2点が混入していた。ほとんど

の礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI29（第16図）

I4グリッドの北西部の角で検出された。礫群の規模は、127cmX70cmを計り、5cm～10cm

程度の角礫がやや疎らに分布する。礫の石材は砂岩であるが、流紋岩製の剥片が5点混入していた。

ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI30（第16図）

H4グリッドでH3グリッドに隣接するところで検出された。礫群の規模は、87cmX82cmで

疎らに分布している。礫群は5cm～12cm程度の大きさの円礫で構成されている。赤化現象は1

個の礫を除いてほとんど認められない。礫群の下部には掘り込み等は確認されなかった。

SI31（第17図）

H4グリッドの中央部やや西側で検出された。礫群の規模は、83cmX74cmの範囲にやや疎ら

に分布している。礫の大きさは、4cm～10cm程度で円礫と角礫が混在している。礫の石材は砂

岩であり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI32（第17図）

H4グリッド北西部の角で、G4グリッドに隣接して検出された。礫群の規模は、65cmX32cm

の範囲にややまとまって分布している。礫の大きさは、5cm～12cm程度である。礫の石材は砂

岩であり、中心部に少数の円礫が見られる。また、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の

下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI33（第17図）

G4グリッドの北北東で検出された。礫群の規模は60cmX52cmの範囲に、ややまとまって分

布している。礫の大きさは、2cm～14cm程度で円礫と角礫が混在している。礫の石材は砂岩で

あり、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI34（第17図）

K3グリッド南西部西で検出された。礫群の規模は、50cmX43cmの範囲にややまとまって分

布している。礫の大きさは、5cm～15cm程度で、7個の角礫によって構成されている。石材は

砂岩であるが、ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI36（第17図）

I5グリッドの北東部で検出された。礫群の規模は、125cmX71cmの範囲であるが、特に49cm

X39cmの範囲に集中して分布している。中心部には円礫が多く周辺部は角礫が多く見られる。礫

の大きさは5cm～15cm程度で石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群

の下部に掘り込み等は確認されなかった。
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SI37（第17図）

K3グリッドの南南東、K2グリッドに隣接して検出された。磯群の規模は、49cmX25cmの

範囲で、やや集中して分布している。礫群は8個の礫によって構成されているが、円礫と角礫が

混在している。礫の大きさは4cm～20cm程度で、石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象

が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI35（第18図）

J5グリッドに隣接したI5グリッドの東部で検出された。礫群の規模は、114cmX60cmの

範囲にあり、一部集中しているところも見られるが全体的にまばらな分布である。礫群の大きさは、

5cm～20cm程度で円礫と角礫が混在している。石材は砂岩で、ほとんどが火熱を受けて赤色化

している。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI44（第18図）

I5グリッドでSI35南東部に隣接して検出された。礫群の規模は、175cmX88cmの範囲に

一部集中して分布している。また、南東部のまばらな部分は弧を描くように分布している。中央部

は50cmX60cmの範囲で集中している。構成礫は5cm～15cm程度の大きさで円礫と角礫が混

在している。石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み

等は確認されなかった。

SI38（第19図）

K4グリッドで検出された。礫群の規模は、37cmX34cmの範囲に集中して分布している。9

個の円礫と角礫によって構成されている。礫の大きさは、6cm～15cm程度である。礫の石材は

砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI39（第19図）

I6グリッド北西部の角、SIllのやや南側に位置する。礫群の規模は、64cmX43cmの範

囲に集中して分布している。礫の大きさは、5cm～10cm程度で、角礫が多い。礫の石材は砂

岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認められる。また、礫のいくつかには黒変した部分も見ら

れた。礫群の下部に掘り込み等は確認されなかった。

SI40（第19図）

J6グリッドで検出された。礫群の規模は192cmX133cmの範囲に5cm～18cm程度の角礫

を中心に比較的まとまって分布している。礫の石材は砂岩である。ほとんどの礫で赤化現象が認め

られるム　礫群の下部には掘り込み等は確認されなかった。

（2）石器組成と分布の構成（第20図～第21図）

第I石器文化層に属する石器は、総数2134点出土した。（第1表）その組成は、ナイフ形石器

86点（4％）、三稜尖頭器29点（1％）、剥片尖頭器7点（0，3％）、スクレイパー13点（0，6％）、

磨石・敲石・台石8点（0，3％）、二次加工のある剥片23点（1％）、使用痕のある剥片27点（1，2

％）、石核51点（2％）、剥片・砕片1892点（89％）である。特にナイフ形石器が多く出土している。

石材はほとんどが流紋岩である。

－15－



ブロック

石器の分布は、C区やD区西端のなだらかな傾斜面にも見られるが、主として、D区の南東部、

及び中央部から東部にかけてのやや平坦な地形の部分（I5グリッド～I6グリッド）に集中し

ている。これらの石器は、平面的な分布状況から、ブロック1～22に分離できる。（第20図）特に、

D区中央部から東部にかけてはブロックが馬蹄形状に分布している。

ブロック内で出土した遣物は、全て石器関係の資料であり、その総数は、1，324点である。（第1

表）その内訳は、ナイフ形石器48点、台形石器1点、剥片尖頭器5点、三稜尖頭器18点、掻器2

点、削器1点、二次加工のある剥片10点、使用痕のある剥片13点、磨石1点、敲石1点、石核23

点、剥片・砕片1，200点である。石材は、流紋岩fが最も多く、ついでホルンフェルス、流紋岩b

流紋岩g、流紋岩a、黒曜石等が多く見られ、砂岩や、貢岩は数が少ない。

本遺跡で得られた接合資料の総数は170例でその総数は660点を数える。その内ブロック内で得

られた資料は110例で、接合数は404点である。以下、各ブロックごとに説明を加える。

第1ブロック（第22図）

H9～HlOグリッドに位置する。長径5m、短径5m程の範囲に64点が出土する。石器組成は、

ナイフ形石器7点（IB①類3点、ⅡA類2点、ⅧA①類1点、ⅧA③類1点）三稜尖頭器2点（

ⅦA①類1点、ⅦC類1点）、剥片51点、砕片4点である。石材はホルンフェルスと流紋岩fが

多い。接合資料は5例（9、41、106、111、118）見られ、接合数は13点である。また、その内

の2例はブロック7との接合である。資料111は剥片7点とスクレイパー1点の合計8点が接合

している。（第88図）他は剥片同士の接合資料である。

第2ブロック（第23図）

HlO～IlOグリッドに位置する。長径6．5m、短径2．5m程の範囲に24点が出土する。石器

組成はナイフ形石器3点（IB（丑類3点）、三稜尖頭器5点（ⅦA②類1点、ⅦA②’類1点、Ⅶ

A③’類1点、ⅦA④’類1点、ⅦB類1点）、剥片11点、砕片5点である。石材は流紋岩Cと

流紋岩fが多い。接合資料は見られない。

第3ブロック（第24図）

I9～IlOグリッド付近に位置する。長径5．7m、短径3．5m程の範囲に42点が出土する。石

器組成は、ナイフ形石器5点（IB①類2点、IIA類2点、ⅡC類2点）、台形石器1点（Ⅴ類）、

三稜尖頭器1点（ⅦB類）、剥片30点、砕片4点である。利用石材は流紋岩fが多い。接合資料

は2例（97、168）見られ、接合数は5点である。

第4ブロック（第25図）

G9～GlOグリッド付近に位置する。長径8．0m、短径3．0m程の範囲に28点が出土する。石

器組成は、剥片尖頭器3点（ⅥA（丑類1点、ⅥB類1点、ⅥC類1点）、剥片21点、砕片4点で

ある。石材はホルンフェルス、流紋岩fの順に多い。接合資料は2例（24、66）見られ、接合数

は4点である。

第5ブロック（第26図）

－16－



I7～I8グリッド付近に位置する。長径3．5m、短径2．5m程の範囲に32点が出土する。石

器組成は、ナイフ形石器1点（ⅡB①類）、石核2点、剥片26点、砕片3点である。石材は流紋

岩fと流紋岩gが多い。接合資料は4例（37、116、129、138）見られ、接合数は9点である。

その内の3例はブロック6・7・13との接合である。資料37は剥片8点と石核1点の合計9点

が接合している。（第85図）資料129は剥片9点と石核1点の合計10点が接合している。（第82

図・第84図）資料138は剥片3点と石核1点の合計4点の接合である。（第99図）また、本ブ

ロック内にはSI19が所在する。

第6ブロック（第27図）

J7グリッド付近に位置する。長径1．4m、短径1．0m程の範囲に11点が出土する。石器組成は、

ナイフ形石器1点（ⅡB①類）、剥片10点である。石材は流紋岩C、流紋岩fの順に多い。接合

資料は2例（138、155）見られ、接合数は4点である。その内の1例はブロック5との接合である。

第7ブロック（第28図）

H6～H7グリッド付近に位置する。長径4．2m、短径3．8m程の範囲に64点が出土する。石

器組成は、二次加工のある剥片1点、剥片53点、砕片10点である。石材はホルンフェルスと流

紋岩fが多く流紋岩gも見られる。接合資料は8例（3、4、5、37、106、111、117、150

）見られ、接合数は14点である。その内の4例はブロック1・5・13・14との接合が見られる。

また、本ブロックにはSI8が隣接する。

第8ブロック（第29図）

G6～G7グリッド付近に位置する。長径6．0m、短径5．8m程の範囲に54点が出土する。石

器組成は、掻器1点、石核1点、使用痕のある剥片3点、剥片41点、砕片8点である。石材は流

紋岩aが多い。接合資料は7例（12、33、34、55、67、94、95）見られ、接合数は17点である。

その内の1例はブロック14との接合である。資料33は剥片14点と残核1点の合計15点の接合

である。（第75図・第77図・第83図）

第9ブロック（第30図）

H5～H6グリッド付近に位置する。長径5．5m，短径4．0m程の範囲に37点が出土する。石

器組成は、ナイフ形石器1点（ⅢA類）、使用痕のある剥片1点、石核1点、剥片30点、砕片4

点である。石材は流紋岩fと流紋岩bが多い。接合資料は5例（26，93，126，149，151）見

られ、接合数は6点である。その内の2例はブロック14・19との接合である。ブロック内にはS

I12が所在する。

第10ブロック（第31図）

J6グリッド付近に位置する。長径5．5m，短径3．7m程の範囲に85点が出土する。石器組成は、

ナイフ形石器1点（ⅧA③類）、三稜尖頭器4点（ⅦC類4点）、石核3点、剥片25点、砕片52

点である。石材はほとんどが黒曜石である。接合資料は2例（69，133）見られ、接合数は4点

である。その内の1例はブロック11との接合である。本ブロック内にはSIlOとSI16が所在

する。

第11ブロック（第32図）
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J6グリッド付近に位置する。長径3．6m，短径2．0m程の範囲に29点が出土する。石器組成

は、二次加工のある剥片1点、使用痕のある剥片1点、剥片13点、砕片15点である。石材は黒

曜石とチャートが多いが、流紋岩Cも見られる。接合資料は5例（16，68，69，75，79）見ら

れ、接合数は5点である。その内の4例はブロック10・12・13との接合である。資料16は剥片

9点と残核2点の接合である。（第80図）資料79は剥片8点と石核1点の合計9点の接合である。

（第86図）

第12ブロック（第33図）

J5～J6グリッド付近に位置する。長径2．1m，短径1．4m程の範囲に、剥片7点、砕片4点、

合計11点が出土する。石材は黒曜石とチャートが多い。接合資料は2例（75，79）見られ、接

合数は2点である。これらは共にブロック11との接合が見られ、同時期のブロックの可能性が考

えられる。ブロック内にSI17とSI20が所在する。

第13ブロック（第34図）

I5～I6グリッド付近に位置する。長径7．0m，短径6．4m程の範囲に243点が出土する。

石器組成は、ナイフ形石器9点（ⅡB（丑類9点）、削器1点、二次加工のある剥片4点、石核4点、

剥片190点、砕片36点である。石材は流紋岩f、ホルンフェルス、流紋岩b、流紋岩C、流紋岩a、

チャートの順に多い。接合資料は23例（14，15，16，28，29，32，39，43，63，77，83，87

，89，105，117，119，120，129，131，143，144，158，169）見られ、接合数は94点で

ある。その内の6例はブロック5・7・11・14・15との接合が見られる。資料15は剥片15点と

石核1点の合計16点の接合である。（第73図～第74図）資料32は剥片22点、二次加工のある

剥片1点及び石核1点の合計24点の接合である。（第67図～第69図・第71図）本ブロックの

西端にはSIll、SI15、SI39が所在する。

第14ブロック（第36図）

I5グリッド付近に位置する。長径3．5m，短径3．0m程の範囲に33点が出土する。石器組成は、

使用痕のある剥片1点、石核1点、剥片27点、砕片4点である。石材は流紋岩g、ホルンフェルス、

流紋岩f、流紋岩aの順に多い。接合資料は9例（7，55，99，101，102，117，143，151，

169）見られ、接合数は11点である。その内の5例はブロック7・8・9・13・14　との接合関

係が見られる。

第15ブロック（第37図）

G5～H5グリッド付近に位置する。長径4．7m，短径1．8m程の範囲に21点が出土する。石

器組成は、石核1点、剥片17点、砕片3点である。石材は流紋岩f、黒曜石、ホルンフェルスの

順に多い。接合資料は3例（74，108，131）見られ、接合数は6点である。その内の2例はブ

ロック13・16・17との接合関係が見られる。

第16ブロック（第38図）

G5グリッド付近に位置する。長径5．7m，短径4．5m程の範囲に55点が出土する。石器組成は、

ナイフ形石器5点（IA②類1点、IB②類2点、IB③類2点）、二次加工のある剥片1点、使

用痕のある剥片3点、石核1点、磨石1点、剥片37点、砕片7点である。石材は流紋岩fと流紋
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岩bが多い。接合資料は6例（84，85，108，130，135，145）見られ、接合数は10点である。

その内の3例はブロック15・16・17・19との接合関係が見られる。資料84は剥片7点の接合で

参る。（第92図）資料130は剥片4点の接合である。（第100図）

第17ブロック（第39図）

G5グリッド付近に位置する。長径3．5m，短径2．3m程の範囲に12点が出土する。石器組成は、

使用痕のある剥片1点、剥片10点、砕片1点である。石材は流紋岩b、流紋岩f、ホルンフェル

ス等である。接合資料は3例（84，108，130）見られ、接合数は3点である。その3例はブロ

ック15・16・19との接合が見られる。

第18ブロック（第40図）

J4～K4グリッド付近に位置する。長径5．7m，短径4．5m程の範囲に69点が出土する。石

器組成は、三稜尖頭器1点（ⅧC②類）、二次加工のある剥片1点、石核2点、敲石1点、剥片55点、

砕片9点である。石材は流紋岩f、流紋岩b、流紋岩g、流紋岩eの順に多い。接合資料は6例（64，

121，122，123，124，154）見られ、接合数は10点である。特に、資料124は68m離れた

ブロック外（D3グリッド）の剥片と接合している。ブロック内にSI27とSI28が所在する。

第19ブロック（第41図）

G4～H4グリッド付近に位置する。長径5．6m，短径4．2m程の範囲に51点が出土する。石

器組成は、ナイフ形石器6点（IB②類1点，ⅡB①類1点、ⅧA①類3点、ⅧA③類1点）、三

稜尖頭器2点（ⅦD類2点）、剥片41点、砕片2点である。石材は流紋岩gが多い。接合資料は

8例（25，26，44，103，128，130，153，157）見られ、接合数は19点である。その内の

2例はブロック9・16・17との接合が見られる。資料44は剥片6点、石錐1点、石核1点の合

計8点の接合である。ブロック内にSI31とSI32が所在する。

第20ブロック（第42図）

E3～E4グリッド付近に位置する。長径9．5m，短径7．5m程の範囲に136点が出土する。

石器組成は、掻器1点、二次加工のある剥片1点、石核6点、敲石1点、剥片109点、砕片18点

である。石材はホルンフェルスがほとんどである。接合資料は9例（19，22，48，50，51，

52，56，58，61）見られ、接合数は75点である。資料19は剥片13点、石核1点の合計14点

の接合である。（第79図～第80図）資料51は剥片10点、石核1点、合計11点の接合である。

（第81図）

第21ブロック（第43図）

G2～G3グリッド付近に位置する。長径4．9m，短径4．5m程の範囲に42点が出土する。石

器組成は、ナイフ形石器1点（ⅡB①類）、使用痕のある剥片2点、石核1点、剥片37点、砕片

1点である。接合資料は7例（30，46，82，136，137，159，160）見られ接合数は12点で

ある。利用石材はホルンフェルスが最も多く、ついで流紋岩f、流紋岩bの順に多い。

第22ブロック（第44図）

H13～H14グリッド付近に位置する。長径5．5m，短径3．5m程の範囲に47点が出土する。

石器組成は、ナイフ形石器5点（IB①類4点、ⅧA①類1点）、剥片尖頭器1点（ⅥA③類）三
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稜尖頭器3点（ⅦB類3点）、剥片20点、砕片18点である。接合資料は2例（92，166）見られ、

接合数は5点である。石材は、流紋岩a、ホルンフェルスが多い。本ブロック内にSI3が所在

する。

第23ブロック（第45図）

J14～J15～I15グリッド付近に位置する。長径14．4m，短径6．3m程の範囲に96点が

出土する。石器組成は、ナイフ形石器2点（IA（丑類1点、IA②類1点）、二次加工ある剥片1点、

石核1点、剥片80点、砕片12点である。接合資料は7例（23，57，62，109，112，115，

164）見られ接合数は63点である。特に、接合資料23は46点の石器から構成されており、接合

資料中最も多く接合している。石材は流紋岩a、ホルンフェルスの順に多い。本ブロックのすぐ北

隣にSIlが所在する。

第24ブロック（第46図）

J14～K14グリッド付近に位置する。長径8．4m，短径4．3m程の範囲に35点が出土する。

石器組成は、ナイフ形石器1点（IB（丑類）、使用痕のある剥片1点、石核1点、剥片30点、砕

片2点である。接合資料は6例（6，11，40，45，90，141）見られ、接合数は13点である。

石材は流紋岩fが多く、流紋岩g、流紋岩bも見られる。本ブロックの西側斜面に隣接してSIl

とSI2が所在する。

（3）接合資・料（第51図～第106図）

接合資料は合計で171例出土した。接合数は660点を数える。（第1表）その大半は、剥片の折

れ面どうLが接合するような2～3点の石器からなる事例である。ここでは、その内の28例を図

示した。以下、説明を行う。

接合資料23（第51図～第59　図）

J14～J15～I15グリッド付近で出土した。石材は流紋岩fである。残核2点と剥片44点、

合計46点の接合である。子供の頭大の円礫を縦方向に2つに分割し、さらに横方向に2つに分割

し、（接合資料1－（D、接合資料1－②）平坦面を作り出す。ここを打面としてそれぞれ剥片剥離

するものである。接合資料1－（彰の1、2、3は横方向の分割時に剥離したと考えられる。その後、

剥片剥離は5→6→7＋8→9－→10＋11→12→13→14→15→16→17→18→19－→20

→21→22の順で剥離される。最終的に23が残る。24、25は縦方向の分割時に剥離したものと

考えられる。接合資料1－②の剥片剥離は、26→27→28→29＋30→31→32→33＋34→

35→36→37－→38、39→40、41→42→43→44→45順で剥離され、最終的に46が残る

と考えられる。

接合資料58（第60　図～第66図）

E3～E4グリッド付近で出土した。石材はホルンフェルスである。石核（78）1点、スクレイ

パー（75）1点、剥片30点（うち残核2点）の合計32点の接合資料である。ブロック20から出

土している。大人の頭よりやや大きい円礫を縦方向に2つに分割し、平坦面を作り出す。ここを
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打面としてそれぞれ剥片剥離するものである。接合資料2－①は47→48＋49→50→51→52、

53→54、55→56、57→58の順に剥離されると考えられる。接合資料2－②は61＋62→63

－→64→65→66→67→68→69→58＋59→70→71→72→73－→74＋75→76→77の

順に剥離され、最終的に石核78が残ると考えられる。

接合資料32（第67　図～第69図・第71図）

石核1点、二次加工のある剥片（98）1点、剥片22点の合計24点の接合資料である。石材は

流紋岩gである。ブロック13から出土している。手のひらの大きさの扁平礫を分割し、剥片剥離

するものである。まず礫の一面を打撃して打面を作り出し、79を剥離する。その際80→81→

82→83がほぼ同時に剥離され、その後摂理面で84→85の順に剥離する。その後、86を剥離し

た際に　摂理面で2つに分割されたと考えられる。87はそのとき同時に剥離したと考えられる。そ

の後88、89→90の順に剥離され、91が残る。接合資料3－③は92→93→94→95→96→97

－→98（二次加工のある剥片）、99→100－→101→102の順に剥離する。

接合資料169（第70図・第72図・第76図）

ナイフ形石器1点、石錐1点、石核1点、剥片18点の合計21点からなる接合資料である。石

材は流紋岩aである。ブロック13、ブロック14から出土している。やや大きめの扁平礫を縦に

分割し、打面を作り出して剥片剥離するものである。103、104は本来同一剥片である。剥片剥離

の衝撃により二分されたものである。そして105→106の順で剥片剥離が行われた後、二分される。

一方は107、108、109の剥離の後、110を剥離しナイフ形石器に加工されている。その後、111

→112→113→114→115の順に剥離し最終的に石核（116）が残る。もう一方は、117→118

の順に剥離し118は石錐に加工されている。その後119→120→121→122→123の順に剥離さ

れたと考えられる。

接合資料15（第73図～第74図）

石核1点と剥片15点、合計16点の接合である。石材は流紋岩bである。ブロック13から出土

している。手の平よりやや大きめの扁平礫を打撃し平坦面を作り出す。ここを打面とし124→125

→126→127→128－→129の順に剥離しながら、新たな打面を作り出す。そこからさらに130→

131→132→133－→134→135→136→137→138の順に剥離し最終的に石核（139）が残る。

接合資料33（第75図・第77図・第84図）

石核1点、剥片14点の合計15点の接合資料である。石材は流紋岩aである。ブロック8から

出土している。子供の頭大の円礫を縦に分割し平坦面を作り出す。そこを打面として剥片剥離が

行われている。中心部の剥片が欠如しているために、剥片剥離の前後関係が明確ではないが、現

存している剥片は、140→141－→142→143→144－→145→146→147－→148→149→150

－→151→152→153の順に剥離し最終的に石核（154）が残ったと考えられる。

接合資料19（第78図～第79図）

石核1点と剥片13点、合計14点の接合である。石材はホルンフェルスである。ブロック20か

ら出土している。大人の頭大のやや扁平な礫の端部を打撃し、打面を作りながら左右交互に剥片

剥離を行っている。剥片剥離は155→156→157→158－→159→160－→161→162－→163→164
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→165→166→167　の順に行われ最終的に石核（168）が残ったと考えられる。

接合資料16（第80図）

残核1点と剥片10点、合計11点の接合である。石材は流紋岩Cである。ブロック11とブロッ

ク13から出土している。小型の不定形剥片を連続して剥離するものである。剥片剥離は169→170

－→171－→172、173→174＋175→176→177→178→179の順に行われたと考えられる。

接合資料51（第81図）

石核1点と剥片10点の合計11点の接合資料である。石材はホルンフェルスである。ブロック

20からの出土である。手の平大の扁平礫の端部を左右交互に打撃して小型の不定形剥片を連続し

て剥片剥離を行うものである。剥片剥離は180－→181→182→183→184－→186→187→188→

189の順に行われ最終的に石核（190）が残ったと考えられる。

接合資料129（第82図・第83図）

残核（剥片）1点と剥片9点の合計10点からなる接合資料である。石材は流紋岩bである。ブ

ロック5とブロック13から出土している。表皮の大部分を除去した礫から、末広がりの不定形剥

片を連続して剥離するものである。剥片剥離は191→192－→193→194－→195→196→197→

198→199の順に行われ、最終的に石核（200）が残ったと考えられる。

接合資料37（第85図）

石核1点、剥片8点の合計9点の接合資料である。石材は流紋岩gである。ブロック5とブロッ

ク7から出土している。一部に平滑面を持つ礫素材である。石の節理に沿って複雑に割れており、

規則性のある剥片剥離ではない。打撃により201～205と206～209に分割される。それぞれの

剥片剥離は201→202→203→204→205と206→207→208→209の順に行われたと考えら

れる。

接合資料79（第86図）

石核1点と剥片8点の合計9点の接合資料である。石材はチャートである。ブロック11とブロ

ック12から出土している。打面転移を頻繁に行いながら剥片剥離を行っている。剥片剥離は、210

→211→212→213→214→215→216→217の順に行われ最終的に石核（218）が残ったと

考えられる。

接合資料44（第87図・第90図）

石核1点、尖頭器1点、剥片6点の合計8点の接合資料である。石材は流紋岩gである。ブロ

ック19から出土している。大人の拳大の円礫を素材とするものである。剥片剥離は、219→220

→221→222→223→224→225→226の順に行われたと考えられる。225は尖頭器に加工され

ている。

接合資料111（第88図）

二次加工のある剥片1点と剥片7点の合計8点からなる接合資料である。石材は流紋岩fであ　る。

ブロック1とブロック7から出土している。小型の不定形剥片を連続して剥片剥離を行うも　ので

ある。剥片剥離は、227→228→229→230→231、232→233→234の順に行われたと考え

られるが、231と232は剥離の前後関係が明らかではない。231には二次加工が施されている。
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接合資料17（第89図・第91図）

石核1点と剥片7点、合計8点の接合である。石材は流紋岩fである。ブロック外から出土し

た資料である。石の節理に沿って割れており規則性のある剥片剥離ではない。剥片剥離は、235

→236→237→238→239－→240→241の順に行われ、最終的に石核（242）が残ったと考え

られる。

接合資料84（第92図）

剥片7点からなる接合資料である。石材は流紋岩fである。ブロック16とブロック17から出

土している。剥片剥離は打面を90度～180度入れ替えながら、243→244→245→246－→247

→248→249の順に行われたと考えられる。

接合資料134（第93図）

スクレイパー1点と二次加工のある剥片1点、剥片3点の合計5点からなる接合資料である。石

材は流紋岩bである。ブロック5、ブロック6から出土している。剥片剥離は、250、251→252

→253→254の順に行われたと考えられる。252はスクレイパーに加工され、254には二次加工が

施されている。

接合資料143（第94図）

石核1点、剥片4点の合計5点からなる接合資料である。石材は流紋岩bである。ブロック13、

ブロック14から出土している。小型の不定形剥片を連続して剥片剥離を行うものである。剥片剥

離は、255→256－→257－→258→259の順に行われたと考えられる。

接合資料83（第95図～第96図）

残核（剥片）1点と剥片4点の合計5点の接合資料である。石材は流紋岩fである。ブロック13

から出土している。小型の不定形剥片を連続して剥片剥離を行うものである。剥片剥離は260→

261→262→263→264の順に行われたと考えられる。

接合資料1（第97図）

石核1点と剥片3点、合計4点の接合である。石材は流紋岩bである。ブロック外から出土し

た資料である。剥片剥離は265→266→267の順に行われ、最終的に石核268が残ったと考えら

れる。

接合資料64（第98図）

石核1点と剥片3点の合計4点の接合資料である。石材は流紋岩eである。ブロック18から出

土している。剥片剥離は269→270→271の順に行われ、最終的に石核272が残ったと考えられ　る。

271の剥離時にはヒンジーフラクチャーが生じている。

接合資料138（第99図）

石核1点、剥片3点の合計4点からなる接合資料である。石材は流紋岩fである。ブロック5、

ブロック6から出土している。剥片剥離は石核調整と打面調整を行いながら、273→274→275

の順に行われ、最終的に石核276が残ったと考えられる。

接合資料130（第100図）

剥片4点からなる接合資料である。石材は流紋岩bである。ブロック16、ブロック17、ブ
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ロック19から出土している。同一打面から連続して剥片剥離を行っている。剥片剥離は277→278

→279→280の順に行われたと考えられる。

接合資料110（第101図）

石核1点と剥片2点の合計3点からなる接合資料である。石材は流紋岩fである。ブロック外

から出土している。小型の不定形剥片を連続して剥片剥離を行うものである。剥片剥離は281

→282→283の順に行われたと考えられる。

接合資料2（第102図）

剥片3点の接合である。石材は流紋岩Cである。ブロック外から出土した資料である。石核

から板状の剥片を作取し、284を剥離後に不定形の横長剥片（285→286）を連続的に剥離して

いる。横長剥片の剥離作業工程のわかる良好な資料である。

接合資料120（第103図）

二次加工のある剥片（288）1点と剥片（287）1点の合計2点からなる接合資料である。石材は

流紋岩fである。剥片剥離作業の順序は287→288である。ブロック13から出土している。288

には二次加工が施されている。

接合資料123（第104図～第105図）

石核（290）1点と剥片（289）1点の合計2点からなる接合資料である。石材は流紋岩bである。

ブロック18から出土している。

接合資料12（第106図）

剥片2点のみの接合である。石材は流紋岩fである。ブロック8から出土している。縦長剥片

2点を同一方向から剥離している。剥片剥離作業の順序は291→292である。

（4）出土遣物とその分布（第107図～第139図）

ナイフ形石器（第107図～第119図）

ナイフ形石器は、86点出土した。ナイフ形石器の分布は主に遺跡のD区とC区に広がる。（第107

図）石材は、流紋岩f29点、流紋岩b16点、流紋岩a3点、流紋岩C6点、流紋岩glO点、

チャート1点、ホルンフェルス19点、黒曜石1点、シルト1点である。その内の59点を図示した。

それらは、第I～Ⅴ類に分類され、さらにそれぞれが細分される。

第I類（293～323）

第I類は、石器の二側線に刃潰し加工が施されたものである。この類に属するものは、32点

出土し、その内の31点を図示してある。

I類A

I類Aは、石器の二側線に刃潰し加工を施して、刃部を斜めに作り出しており、切出型ナイ

フ形石器とされるものである。

I類A①293、294は、石器の刃部側の基部に、挟入状の刃潰し加工が施されており、狸谷

型ナイフ形石器とされるものである。
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I類A②

295～296は、A①以外の切出型ナイフ形石器である。

I類B①

297～316は、石器に厚みがあり、その二側線に鋸歯状の刃潰し加工が施されており、基部

が尖り気味のものである。313は長さに対して幅のサイズが小さい細身のナイフ形石器である。

稜上に微細な剥離を施し、左側面の加工は対向する剥離が敢取される。刃部は切り出し状を呈し

非常に鋭角である。裏面の基部も入念に加工を施す。

I類B②

317～321は、石器に比較的厚みがなく、その二側線に刃潰し加工が施されており、基部が丸

みを帯びるものである。

I類B③

322～323は、石器の二側線に刃潰し加工が施されており、基部が極端に丸みを帯びるもの

である。

第Ⅱ類（324～348）

Ⅱ類は、石器の一側線に刃潰し加工が施されたものである。この類に属するものは、30点出

土し、その内の25点を図示してある。

Ⅱ類A

324～329は、縦長剥片を素材とし、その一側線に刃潰し加工が施されているものである。

Ⅱ類B（丑

330～345は、横長剥片を素材とし、その一側線に刃潰し加工が施されており、基部調整が

ないものである。

Ⅱ類B②

346は、横長剥片を素材とし、その一側線に刃潰し加工が施されており、一部に基部調整があ

るものである。

Ⅱ類C

347～348は、瀬戸内系の横剥ぎ技法の影響のみられる剥片を用い、その背面に底面を残す

ものである。

Ⅲ類（349）

Ⅲ類は、石器の一部に、刃潰し加工が施されたものである。この類に属するものは1点のみ出

土した。

Ⅲ類A

349は、石器の先端部のみに、刃潰し加工が施されているものである。

台形石器（第120図）

台形石器は、2点出土した。石材は流紋岩fl点、流紋岩gl点である。それらはⅤ類に分類

され、さらにAとBに細分される。
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Ⅴ類A

350は、石器の二側線に刃潰し加工が施されており、刃部が石器の主軸に対して直交するもの

である。

Ⅴ類B

351は、石器の二側線に刃潰し加工が施されており、刃部が石器の主軸に対して斜交するもの

である。

剥片尖頭器（第121図～第122図）

剥片尖頭器は、7点出土した。石材はホルンフェルス2点、流紋岩b2点、流紋岩C2点、砂

岩1点である。素材は全て縦長剥片が用いられている。それらは、石器に施されている調整加工

の部位によってⅥ類AとⅥ類Bに分類され、さらに細分される。石器の分布は、主にC区南側に

集中する。（第108　図）

Ⅵ類A（352、353、355～358）

Ⅵ類Aは、石器の基部両側に挟りの調整加工が施されているものである。この類に属するもの

は、伊点出土し、全て図示してある。

Ⅵ類A（D

353、356～357は、石器の基部両側に挟りの調整加工が施されているものである。353は

先端部が欠損している。356は基部の両側緑に加工を施し、挟大部分を作出している。また、右

側線上端には2両の樋状剥離が施され、彫器として再加工された可能性がある。これは狸谷遺跡

第Ⅱ石器文化のナイフ形石器2類の29と類似する。357は基部に集中的に調整加工を施している。

また、右側線上端に桶状剥離状の痕跡が観察されるが、356に比べて彫器のような様相は薄い。

Ⅵ類A③

352、358は石器の基部両側に挟りの調整加工とその一側線に調整加工が施されている。352

は、石器の表面の基部両側に裏面側から挟りの調整加工が、右側緑の表面に裏面側から調整加工

が施されている。358は、石器の表面の基部両側に裏面側から挟りの調整加工が、表面の右側線

に裏側から調整加工が施されている。また、石器の表面の基部側に平坦剥離が施されている。

Ⅵ類B（354）

Ⅵ類Bは石器の基部片側に挟りの調整加工が施されているものである。この類に属するものは

、1点のみの出土である。354は、石器の基部片側に挟りの調整加工が、もう片側の基部から一

側線にかけての表面に裏側から調整加工が施されている。

Ⅵ類C（355）

Ⅵ類Cは、石器の表面の基部両側にわずかな調整加工が見られるものである。この類に属する

ものは1点出土した。355は、石器の表面の基部両側に裏面側から調整加工が施され、左側緑の

上部に表側からの調整加工が見られる。

石錐（359）

－26－



石錐は3点出土したが、2点は接合資料4と接合資料13で図示してある。359は自然画を多く

残した縦長剥片を用い、左側面全体と右側面の上部に調整加工が施されて先端部を作り出している。

石材は流紋岩aである。出土地点はC区南端のI9グリッドである。

角錐状石器（第123図～第125図）

角錐状石器は、33点出土した。石器の分布は、4点はC区からの出土であるが、その他のほと

んどはD区全体に広がる。石材は、ホルンフェルス11点、流紋岩flO点、流紋岩b5点、黒曜

石5点、流紋岩cl点である。その内の22点を図示している。それらは、石器の形状や加工によ

って、第I類、第Ⅱ類、第Ⅲ類に分類される。

第I類（360～371）

第I類は紡錘形の形状のものである。

第I類（D（360～364）は二面加工のものである。

360は横長剥片を素材としており、左右の側面に剥離が施される。基部は欠損している。稜上に

調整が観察される。361、362は縦長剥片を素材としており、稜上に加工が施される。363は縦長

剥片を素材とし、左右側面に剥離が施される。風化が著しい。364、は左右側面に入念に加工を施

しており、剥離は対向する。先端部は欠損している。

第I類②（365～366）は両側面と裏面の局部に加工が施されたものである。

366は365は縦長剥片を素材としており、右側面全体と左側面の半分に細かい加工が施され、

さらに裏面の先端部にも剥離が施される。先端部は欠損している。366は縦長剥片を素材としており、

左右側面と裏面の基部の局部に細かい剥離が施される。左側面の半分は剥離している。また、先端

部は欠損している。

第I類③（367～368）両側面と裏面の一部に加工が施されたものである。

367は縦長剥片を素材としており、左右両側面及び裏面の半分に対向して加工が施されている。

基部は欠損している。368は縦長剥片を素材としており、左右側面及び裏面の半分に加工が施され

ている。両側面は加工が裏側から施されており裏面の剥離は対向する。

第I類④（369～371）は周縁部と裏面の一部に加工が施されたものである。

369、370は、周縁部に裏面から細かい加工が施され、裏面の基部には対向して細かい加工が施

されている。369は縦長剥片を、370は横長剥片をそれぞれ素材としている。371は自然画を残し

た縦長剥片を素材としている。周縁部に裏面から加工が施され、裏面の基部から左半分にかけて細

かい加工が施されている。

第Ⅱ類（372～376）

第Ⅱ類は菱形の形状のものである。372は自然画を残した不定形の横長剥片を素材としている。

左側面の一辺が未調整であり、ナイフ形石器の可能性も考えられる。373は縦長剥片を素材として

いる。周縁部には裏面からやや粗い加工が施され、裏面の剥離は対向している。374は、自然画を

残す不定形の剥片を素材とし、周縁部に裏面から細かい加工が施されている。375は縦長剥片を素

材とし、左側面全体と右側面の一部に加工が施されている。また、裏面の一部にも加工が施される
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が、右側面の一部が未調整であり、ナイフ形石器の可能性も考えられる。376は縦長剥片を素材と

しており、右側面及び左側面の一部に加工が施されている。一辺が未調整のためナイフ形石器の可

能性も考えられる。先端部が欠損している。

第Ⅲ類（377～380）

第Ⅲ類は黒曜石製で倭小の形状のものである。377はやや切り出し状を呈する。両側緑は急角度

な調整加工が施される。378は黒曜石製の三稜尖頭器である。両側縁に急角度の調整加工が施され

るが、それほど細かくはない。横長剥片を素材としている。379は両側線に急角度の剥離が見られ、

上端部は欠損している。380は不定形な剥片を素材としている。両側線に急角度な調整加工を施す。

先端部は欠損している。377、378、379はナイフ形石器の可能性も考えられる。

第Ⅳ類（381）

第Ⅳ類はI～Ⅳ以外の形状のものである。381は薄手で不定形の縦長剥片を素材としている。左

右側面と表面の基部の部分に加工が施される。特に右側面の先半分には裏面からの細かい加工が見

られる。ナイフ形石器の可能性も考えられる。

スクレイパー（第126　図～第127図）

スクレイパーは13点出土した。その石器組成に占める割合は、0，8％である。石材ごとの内訳は、

流紋岩f7点、ホルンフェルス2点、流紋岩al点、流紋岩bl点、流紋岩el点、流紋岩gl点

である。（第1表）

石器の分布は、D区11点、C区2点である。スクレイパーは刃部の位置によって掻器と削器に

分類される。

掻器（第126　図382～385）

掻器は長軸上の端部に急角度調整で刃部を設けたもので、資料数は6点である。出土位置はD区

5点、C区1点である。資料はすべて図示したが、2点は接合資料の中で図示した。

382は厚みのある幅広の縦長剥片を素材とし、下端部に刃部調整が見られる。石材は流紋岩fで

ある。383は礫面を残す厚みのある横長剥片を素材とし、左側綾部及び下端部に刃部調整が見られる。

上部は欠損している。石材は流紋岩fである。384は、礫面を残す厚みのある幅広の縦長剥片を素

材とし、下端部に刃部調整が見られる。石材は流紋岩fである。385は、礫面を残す幅広の縦長剥

片を素材とし、下端部に刃部調整が見られる。また，右側線の上部にも表面から裏面への加工が見

られる。石材は流紋岩bである。

削器（第127図386～391）

削器は剥片の側線部に刃部を設けたもので、資料数は7点である。出土位置はD区6点、C区1

点である。資料はすべて図示したが、1点は接合資料の中で図示した。削器は、刃部の作出が一側

線のもの（第127　図386～390）と左右両側線のもの（第127　図391）が見られる。386は幅

広の縦長剥片を素材とし、右側線部に刃部調整が見られる。石材は流紋岩fである。387は礫面を
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残す横長剥片を素材とし、右側線部に裏面からの加工が施されている。石材は流紋岩fである。388

はホルンフェルス製の縦長剥片を素材とし、左側綾部に刃部調整が見られる。389は、礫面を残

す縦長剥片を素材とし、側線部に刃部調整が見られる。石材は流紋岩fである。390は流紋岩g製

の縦長剥片を素材とし、刃部調整が左側綾部に見られる。391は流紋岩e製の横長剥片を素材とし、

表面の両側線に刃部調整を施す。また、裏面の下端部にも加工が見られる。

二次加工のある剥片（第128　図～第129図392～402）

二次加工のある剥片は18点出土した。その石器組成に占める割合は0，08％である。（第1表）

資料は15点を図示したが、その内2点は接合資料の中で図示した。また、石材ごとの内訳は、流

紋岩f6点、流紋岩b3点、黒曜石3点、流紋岩g2点、流紋岩cl点である。出土位置はA区

1点、D区15点、C区1点である。二次加工のある剥片は、調整加工のある部位によって、第1

類～第4類に分類される。以下、類ごとに説明を加える。

第1類（392～397）

第1類は剥片の左側綾部に加工が施されているものである。100（Ⅶa710）は大型の縦長剥

片を使用し左側線下半部に二次加工を施している。湾曲が著しい。

第2類（398～400）

第2類は剥片の右側線部に加工が施されているものである。

第3類（401）

第3類は剥片の左右両側綾部に加工が施されているものである。

第4類（402）

第4類は剥片表面に加工が施されているものである。402は、上面及び裏面に自然画を残す不

定形の黒曜石を素材としている。剥片の表面に左側線及び上面部から二次加工を施す。右側面は

欠損面をなしている。

使用痕のある剥片（第130　図～第132図403～417）

これらの石器に利用された剥片は、その形状から不整形の縦に長い剥片（403～414）と不整形

の横に長い剥片（415～417）がある。使用痕の部位からは、剥片の両側線に見られるもの（404

～407）や一側線に見られるもの（408～414）、先端部に見られるもの（415～417）、一側線ま

たは両側線と先端部に見られるもの（403、405～407、410）とがある。また、石器表面に残さ

れた剥離痕は、同一方向，上下方向、直行するもの、上下左右方向、求心的な方向と様々である。

その他の剥片（418、419）

418は横長剥片素材のファーストフレイクである。瀬戸内技法の存在を示す資料である。418は

縦長剥片を素材とする素材剥片である。両側面の一部に裏側から加工が施されている。

礫器（第133図～第134図420～427）

420は尾鈴酸性岩類の磨石であり、平坦面の両面に磨面を持ち、側面に敲打痕を有する。421、
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422は砂岩製の敲石である。421の敲打痕は上端部にわずかに見られる。422の敲打痕は長軸の両

端部に見られ、一部には敲打に伴う剥離面がある。

石核（第135図～第139図428～446）

明確な細石刃剥離作業面は見られないが、全面に大小の剥離が施される。打面は単設打面を呈し

打面調整は加えられない。裏面はステップ状の剥離痕があるり、細石刃剥離の可能性もある。

440

単設打面を持ち、全周にわたって剥片剥離作業を行っている。細かな頭部調整も施される。

441

幅広の縦長剥片を石核全体から剥離している。1面における剥片剥離の方向はほぼ一致しており、

規則性が伺える。礫ないし分割礫を素材にしたものと考えられる。

442

礫ないし分割礫を素材としたもので、複剥離打面を持つ。頭部調整は比較的入念に行われているが、

ステップ状に力が加えられた痕跡も有り、目的とする剥片を剥離されなかった状況が想定される。

443

単設打面を持ち厚手の縦長剥片を素材とした石核である。表及び両側面に同一方向からの剥片剥

離が行われた痕跡がうかがえる。

444は石核の縁辺を打面にすることで打面転移を進めながら剥片剥離を行っている。礫ない

し分割礫を素材とする。

445

打面転移を行いながら、剥片剥離が進行している。石核の形状は比較的原形を保持しているよう

である。

446

分割礫を素材とした石核である。複剥離打面を呈し裏面の自然画残存部以外は剥片剥離作業が行

われている。

（5）第Ⅱ石器文化期の遺物（第140図）

第Ⅱ石器文化期はⅤ層（小林軽石を含む黒褐色土）降灰以後の旧石器文化期にあたり、遣物とし

ては、細石核14点、細石刃14点が出土した。石材は、すべて黒曜石である。これらの遣物が出

土したのは第Ⅳb層である。この層からは細石器以外にナイフ形石器9点、三稜尖頭器2点、二次

加工のある剥片3点、・使用痕のある剥片4点、・石核9点、尖頭状石器1点、調整剥片4点等が

出土している。この第Ⅱ文化期の遺物は、D区中央部から東部にかけての平坦な地形のところに分

布している。これらの遺物は、一部Ⅳa層にも混在するものの、主としてⅣb層から出土している。

しかし、本来無遺物層であるⅤ層は場所によってかなり薄い所もあり、そこではⅦ層以下の遣物と

接合する例もわずかながら見られた。
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ブロック

第1ブロック（第141図）

J6グリッド付近に位置する。長径5．8m，短径2．5m程の範囲に38点が出土する。石器組成は、

ナイフ形石器1点、剥片7点、砕片30点である。接合資料は1例（146）見られ、接合数は1点

である。石材はホルンフェルスと黒曜石である。（ナイフ形石器は、IA②類である。）

第2ブロック（第142図）

I6グリッド付近に位置する。長径2．0m，短径1．6m程の範囲に20点が出土する。石器組成は、

細石刃2点、石核1点、剥片9点、砕片8点である。接合資料は見られない。利用石材は黒曜石で

ある。

第3ブロック（第143図）

I5グリッド付近に位置する。長径3．1m，短径2．0m程の範囲に18点が出土する。石器組成は、

ナイフ形石器1点、剥片8点、砕片9点である。接合資料は1例（54）見られ、接合数は2点で

ある。石材はホルンフェルスと流紋岩gである。（ナイフ形石器はIB②類である。）

第4ブロック（第144図）

I5グリッド付近に位置する。長径4．4m，短径2．3m程の範囲に25点が出土する。石器組成

は、細石核2点、ナイフ形石器2点、使用痕のある剥片2点、、剥片14点、砕片5点である。接

合資料は1例（100）見られ、接合数は2点である。石材は黒曜石、流紋岩g、流紋岩fなどである。

（細石核は野岳・休場型細石核2点、ナイフ形石器はⅡB②類2点である。）

第5ブロック（第145図）

I5～I6グリッド付近に位置する。長径4．4m，短径2．0m程の範囲に26点が出土する。石

器組成は、二次加工のある剥片1点、剥片16点、砕片9点である。接合資料は1例（114）見られ、

接合数は2点である。石材は流紋岩fや黒曜石などである。

第6ブロック（第146図）

I5～I6グリッド付近に位置する。長径3．9m，短径2．5m程の範囲に24点が出土する。石

器組成は、ナイフ形石器1点、三稜尖頭器1点、剥片14点、砕片8点である。接合資料は見られ

ない。石材は流紋岩fや流紋岩g等が見られる（ナイフ形石器は、ⅡB①類、三稜尖頭器はⅧC③

類である。）

第7ブロック（第147図）

J6グリッド付近に位置する。長径2．8m，短径1．7m程の範囲に16点が出土する。石器組成は、
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剥片15点、砕片1点である。接合資料は3例見られ、接合数は3点である。石材はホルンフェルス、

流紋岩a、流紋岩g等が見られる。

第8ブロック（第148図）

I6グリッド付近に位置する。長径5．6m，短径3．8m程の範囲に41点が出土する。石器組成は、

細石刃7点、剥片12点、砕片22点である。接合資料は見られない。石材は黒曜石が多い。

第9ブロック（第149図）

I6～H6グリッド付近に位置する。長径4．9m，短径2．5m程の範囲に19点が出土する。石

器組成は、細石核5点、細石刃1点、石核1点、剥片10点、砕片3点である。接合資料は見られ

ない。利用石材はほとんどが黒曜石である。細石核は、船野型細石核1点，野岳・休場型細石核4

点である。

第10ブロック（第150図）

G6～F6グリッド付近に位置する。長径4．4m，短径4．3m程の範囲に18点が出土する。石

器組成は、細石刃1点、使用痕のある剥片1点、剥片15点、砕片1点である。接合資料は見られ

ない。利用石材は黒曜石が多い。

第11ブロック（第151図）

G2～G3グリッド付近に位置する。長径4．3m，短径3．5m程の範囲に16点が出土する。石

器組成は、ナイフ形石器1点、三稜尖頭器1点、剥片12点、砕片2点である。接合資料は1例（

81）見られ、接合点数は1点である。石材は流紋岩b、流紋岩f等が見られる。（ナイフ形石器は、

ⅧA③類、三稜尖頭器はⅦA④類である。）

第12ブロック（第147図）

I5～J5グリッド付近に位置する。長径2．4m，短径2．0m程の範囲に15点が出土する。石

器組成は、剥片9点、砕片6点である。接合資料は1例（142）見られ、接合数は1点である。石

材は流紋岩fが多い。

遣物

第Ⅱ石器文化期の遺物は、細石核14点、細石刃14点、ナイフ形石器9点、三稜尖頭器2点、

二次加工のある剥片3点、使用痕のある剥片4点、、石核9点、尖頭状石器1点、調整剥片4点等

が出土している。これらの石器類は、D区の中央部から東部にかけての比較的平坦な地形の部分及

び北部と西部の緩やかな傾斜部分に分布している。また、細石核と細石刃は、全て小型の黒曜石を

素材として用いている。細石核は打面調整や打面再生をせず、自然面を残したまま細石刃を剥出し

ているものが多い。また、側面調整を行っているものは5点見られる。細石核は14点出土し、そ
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の内の10点を図示した。出土した14点のうち4点は船野型細石核に分類される。図示したもの

では447～449がそれにあたる。残りの10点は野岳・休場型細石核に分類される。図示したも

のでは450～456がそれにあたる。以下、各遺物ごとに説明を行う。

細石核（第152図）

447は、ブロック外のG6グリッドから出土した。素材は自然面を残さない黒曜石製の分割礫で

ある。側面調整は左右両側面に見られる。剥離面打面で打面調整をせずに、両端から6枚及び5

枚の細石刃の剥出を行っている。石核調整を900．方向から行っている。また、調整は上下両端か

らも行っている。一旦、細石刃を剥出したがステップを起こしている。その後、再び剥出しようと

したが、途中で止めている様子がうかがえる。いわゆる船野型細石器に分類される。

448は、H6グリッドのブロック9から出土した。素材は自然画を残さない黒曜石製の分割礫で

ある。片面に側面調整を行っている。剥離面打面で打面調整は行わずに、6枚の細石刃の剥出を行

っている。また、側面端部だけではなく側面からも剥出作業を行っている。いわゆる船野型細石器

の範疇に分類されるものである。

449は、ブロック外のF6グリッドから出土した。素材は自然画を残さない黒曜石製の分割礫で

ある。両側面共に側面調整が加えられ、主要剥離面を打面として用い、長軸方向に打面調整を施し、

8枚の細石刃の剥出を行っている。いわゆる船野型細石器の範晴に分類されるものである。

450は、H6グリッドのブロック9から出土した。素材は黒曜石製で、自然画を残す小型の亜角

礫である。打面調整がわずかに見られ、4枚の細石刃の剥出を行っている。側面調整は見られない。

いわゆる野岳型細石核の範晴に分類されるものである。

451は、H6グリッドのブロック9から出土した。素材は黒曜石製で、自然画を残す小型の亜角

礫である。側面調整は見られない。自然画を打面として用い、打面調整の後5枚の細石刃の剥出を

行っている。さらに、打面転移を行い、自然面打面に打面調整を施した後、2枚の細石刃を剥出し

ている。小さい素材から、できる限り多くの細石刃を剥出しようとしていることが伺える。いわゆ

る野岳型細石核の範晴に分類されるものである。

452は、H6グリッドのブロック9から出土した。素材は自然画を残す黒曜石製の亜角礫である。

側面調整は見られない。打面再生のために、打面調整を行っているかどうかは不明である。6枚の

剥出作業を行っているが、打面再生後は細石刃の剥出は行われていない。いわゆる野岳型細石核の

範暗に分類されるものである。

453は、ブロック外のG7グリッドから出土した。素材は黒曜石製で、自然面を残す小型の亜角

礫である。側面調整は見られない。自然画打面で打面調整は行わずに、6枚の細石刃の剥出を行っ

ている。いわゆる野岳型細石核の範暗に分類されるものである。

454は、ブロック外のF6グリッドから出土した。素材は黒曜石で一部に自然面を残す分割礫で

ある。剥離面打面で、打面調整を行わずに7枚の細石刃の剥出を行っている。側面調整は片側の

み認められる。いわゆる野岳型細石核の範暗に分類されるものである。

455は、ブロック外のI5グリッドで出土した。素材は黒曜石製で、自然画を残す小型の亜角礫
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である。側面調整は見られない。自然面打面で打面調整は行われず、3枚の細石刃の剥出を行って

いる。いわゆる野岳型細石核の範暗に分類されるものである。

456は、I5グリッドのブロック4から出土した。素材は黒曜石製で、自然面を残す小型の亜角

礫である。側面調整は見られない。自然面打面で、わずかに打面調整が行われている。一方の端部

で10枚、他方の端部で1枚の合計11枚の細石刃を剥出している。いわゆる野岳型細石核の範暗

に分類されるものである。

細石刃（第153図457～470）

細石刃は、14点出土した。その石器組成に占める割合は、23％である。石材は全て黒曜石である。

その分布は、D区の中央部から東部にかけてのやや平坦地に多くみられる。特に、I6グリッドで

は9点の細石刃が集中して出土している。図化した14点のうち、頭部～先端部まで完全な状態で

出土した資料は、457、485、459、460の4点である。その他の資料は、頭部あるいは先端部を

欠失している。その内頭部の残る資料は、461、462、463の3点である。胴部の資料は464、465、

466、467、468、469、470の7点である。

ナイフ形石器（第154図471～479）

471は薄手の黒曜石を素材とする二側線加工のナイフ形石器である。IA②に分類される。472

と473はIB②に分類され、二側線加工のナイフ形石器である。比較的厚みのない素材を細かく

念入りに加工を施している。特に472は、ナイフ形石器の先端を再加工した可能性がある。474、

475、476、477、はⅡB（彰に分類される。478はVA類で刃部が軸に垂直な、いわゆる台形石器

である。479はI B②に分類される二側線加工のナイフ形石器である。

尖頭状石器（第154図480）

480は、両側緑に刃部を持つ尖頭状石器である。

二次加工のある剥片（第155図481～485）

481は表面周囲に粗い加工を施すが、裏面基部にやや念入りな調整を施す。石材は流紋岩gである。

三稜尖頭器の未製品の可能性も考えられる。483はホルンフェルス製の不定形の横長剥片を素材と

する。484は自然面を一部に残す黒曜石を素材としている。両側線に二次加工が見られる。485は

流紋岩f製の縦長剥片を使用。右側緑に二次加工が見られる。

使用痕のある剥片（第155図486）

486は流紋岩b製の縦長剥片を素材としている。左側面に使用痕が見られる。

石核（第156図487～491）

487はホルンフェルス製の扁平な円礫の側面を打面として、左右両方向に剥片剥離を繰り返すも
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のである。得られる剥片は寸詰まりの剥片である。488はほぼ全面に自然画が残存する。細石核の

整形加工段階のものと考えられる。489は流紋岩f490は黒曜石で491は明確な細石刃剥離作業

面は不明であり、細石核のブランクと考えられる。石材は黒曜石である。

第4節　縄文時代早期以降の遺構と遣物

縄文時代早期の遺構と遺物は、鬼界カルデラを起源とするアカホヤ火山灰層下のⅢ層黒褐色土層

及びⅣ層暗褐色土層の中より検出された。遺構としては、集石遺構3基、陥し穴状遺構2基検出さ

れた。これらの遺構は縄文時代早期の包含層であるⅢ層とⅣ層で検出された。SClの検出面はⅥ

層であるが、傾斜地のために土層の堆積状態は良好ではなかった。しかし、埋土がⅢ層であること

と底部付近で検出した炭化物の放射性炭素年代測定で9910±60年という結果を得たこと等から縄

文早期の遺構とした。

（1）遺構とその分布

集石遺構（SI）

集石遺構は3基が検出された。検出面はⅢ層2基（SIl、SI2）、Ⅳ層1基（SI3）である。

これらの遺構分布はD区南西部のⅡ層、Ⅲ層が残存する傾斜地から平坦地にかわる地形の部分であ

る。

SIl（第158図）

E5グリッドで検出された集石遺構で、検出面はⅢ層である。65cmX60cm、深さ約6cmの

円形の掘り込みを持つ。礫の分布は131cmXlOOcmを測るが、本体は83cmX76cmの範囲に集

中する。集石は133個の砂岩で構成され、5cm～15cm程度の大きさである。全体的に円礫が

多く見られた。遺物や炭化物は認められなかった。礫のほとんどに赤化現象が見られた。

SI2（第158図）

E5グリッドで検出された集石遺構で、検出面はⅢ層である。85cmX82cm、深さ約12cmの

円形の掘り込みを持っている。礫の分布は135cmX127cmを測るが、本体は99cmX97cmの範

囲に集中する。集石を構成する礫は5cm～15cm程度の大きさであるが、全体的に円礫が多く見

られた。遺物や炭化物は認められなかった。礫のほとんどに赤化現象が見られた。

SI3（第159図）

G6グリッドで検出された集石遺構で、検出面はⅣ層直上である。牛華耕作のトレンチヤーに

より、裡乱を受けている。掘り込みは約264cmX242cm、深さ約13cmの不整の楕円形を呈する。

集石は1485個の砂岩で構成されており、上面に円礫、下面には角礫が多く見られる。礫の大きさ
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は5cm～15cm程度でほとんどの礫で赤化現象が著しい。礫には黒いスス状のものが付着してい

るものも見られた。土坑の埋土はⅢ層を基本とした黒色土で2mm以下の白色粒を含み硬い。

この時期の遺構としては、土坑5基が検出された。そのうち2基は陥し穴状遺構2基、土坑3基

が検出された。

遺構

検出された遺構は、土坑7基である。その分布状況はA区2基、B区1基、C区2基、D区2

基である。SClとSC2は、底面に小穴を持つ陥し穴状遺構と考えられる土坑である。これらの

土坑は、A区の西端の谷に近いところで検出された。SC3は、C区の傾斜面で検出された。

（1）土坑（第160図～第161図）

SCl（第160図）

SClは底面に小穴を持つ陥し穴状遺構である。H22グリッドで検出された。この土坑は確認

トレンチを掘り下げ中に検出したものである。そのため土坑の上部を一部を削平している。検出面

はⅤ層上面である。土坑の平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸約140cm、短軸約105cm、

深さ約122cmを測る。小穴は土坑の中央部の北寄りに3個あり、径約7cm～9cm、深さ約7～

12cmである。中央上部は小林軽石の粒子が入り非常に硬い。下位になるにしたがって、粒子の量

が少なくなり徐々に粘性を帯びる。遺物や炭化物は検出されなかった。

SC2（第160図）

SC2は底面に小穴を持つ陥し穴状遺構である。H22グリッドで検出された。SClと同様、

確認トレンチを掘り下げ中に検出したものであり、上場の一部を削平している。検出面はⅤ層上面

である。平面形態は隅丸の長方形を呈する。規模は長軸約135cm、短軸約85cm、深さ約106cm

を測る。小穴は土坑の中央部の両端に2個あり、径約7cm～9cm、深さ約7cm～12cmである。

哩土は上部に小林軽石の粒子が入り非常に硬い。下位になるにしたがって、粒子の量が少なくなり

徐々に粘性を帯びる。遺物や炭化物は検出されなかった。

SC3（第160図）

SC3はJ18グリッドで検出された。長軸約132cm、短軸約85cm、深さ約85cmを測る土

坑である。検出面はⅤ層であるが、試掘溝により、削平を受けているため、本来の掘り込み面はさ

らに上層に位置するものと考えられる。平面形態は隅丸の長方形を呈する。哩土はⅤ層が中心であ

る。床面は平坦で、小穴は見られない。遺物や炭化物等は検出されなかった。

SC4（第160図）

SC4はJ14グリッド～J15グリッドで検出された。長軸約113cm、短軸約90cm、深さ
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約50cmを測る土坑である。検出面はⅤ層であり、平面形態は楕円形を呈する。埋土はⅤ層が中

心である。床面は平坦で、小穴は見られない。遣物や炭化物等は検出されなかった。

SC5（第160図）

SC5はG4グリッドで検出された。長軸約220cm、短軸約200cm、深さ約22cmを測る不

定形の土坑である。検出面はⅤ層面である。床面はわずかに窪みが見られるが、ほぼ平坦である。

小穴は見られない。遺物や炭化物等は検出されなかった。

SC6（第161図）

D区北端部の斜面で検出された陥し穴状遺構である。土坑の平面形は、約180cmX約132cm

の楕円形を呈し、深さ121cmを測る。土坑内には、小穴が11箇所確認された。その深さは、約

6cm～12cmである。土坑内に遣物は確認されなかったが、底部付近には炭化物が検出された。

SC7（第161図）

B区のB18、B19グリッドにまたがる位置のⅣ層面で検出された。土坑の平面形は、約144cm

X約93cmの角丸の長方形を呈し、深さ約97cmを測る。土坑内には小穴が2箇所確認されたが、

深さは、やや浅く約3cmと8cmを測る。遺物や炭化物等は検出されなかった。

（2）出土遺物とその分布

土器

本遺跡で出土した土器片は34点であるが、磨耗が著しく文様が識別できるものはわずかであっ

た。その内、縄文時代早期に属する土器は約12点である。部位ごとの内訳は口線部7点、胴部2点、

底部3点である。

口綾部

I類（第164図1～3）

I類は、薄い器壁で器形が円筒状であり、口線部内面に段を有する土器である。また、口唇部が

連続押圧により浅い波状になり、文様帯が広い特徴がある。

特に1は口線端部に貝殻腹線の横方向の連続押圧文を施文し、その下に貝殻腹線の横位の刺突文

1条を施文する。内壁は横ナデである。胎土は1．5mm以下の石英と2mm以下の褐色の石粒を多

量に含んでいる。器面の色調は内外面ともにぷい橙である。焼成は良好である。これは、既存の型

式名では、いわゆる「岩本式」に該当する。1～3は同一固体の可能性がある。

Ⅱ類（第164図4～6）

Ⅱ類は口線端部に連続刺突紋があり、その下には、貝殻腹緑によると思われる縦位2～3段の連

続刺突文が見られる。内壁については風化のためで不明であるが、丁寧なナデが見られた。これら

をⅡ類とした。これは既存の形式名では「中原式」といわれているものである。また、4～6は同
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一固体の可能性がある。

Ⅲ類（第164図7）

第Ⅲ類は縦方向の羽状の縄文が入るもので、内壁が丁寧な横ナデ土器である。7は胎土が2mm

以下の灰色の石粒を少量に含む。器面の色調はにぷい黄で、焼成は良好である。

胴部（第164図8～9）

8は外器面が比較的丁寧なナデ、内器面は丁寧なナデである。胎土は5mm以下の浅黄橙粒と2

mm以下の石英、長石、角閃石が混じる。器面の色調は内外面ともににぷい黄橙である。9の外器

面は横方向の浅い貝殻条痕文である。内器面は風化が著しく不明であるが、ススの付着痕が観察さ

れる。胎土は1mm以下の長石粒を含む。器面の色調は外面がにぷい黄橙で内面は橙である。焼

成は良好である。胎土の様子が（角閃石と思われる柱状の黒い鉱物や浅黄橙色の岩片又は、軽石粒

の入り方が）4～6に類似していることから同一固体の可能性があるが、どの口綾部に該当するの

かは不明である。

底部（第164図10～12）

10は内外器面ともにナデ仕上げである。胎土は1mm以下の灰色粒と長石を少量含む。色調は

外面がにぷい黄橙で、内面は灰黄褐色である。焼成は良好である。11の外器面は風化が著しいが、

上部は縦位の貝殻腹緑による刺突文で、下部はナデもしくは貝殻条痕文である。胎土は2mm以

下の灰色粒を少量含む。色調は内外面ともににぷい黄橙である。焼成は良好である。12は深鉢の

底部（上げ底）で底面内器面ともにナデ仕上げである。底面は接地面でやや磨耗が観察される。胎

土は1mm以下の黒色、灰白色の粒が少量見られる。色調は外器面が橙色で内器はにぷい黄橙色

である。焼成は良好である。10～12は1～9と同一個体の可能性があるが、どの底部に該当す

るかは不明である

石器

縄文時代早期に属する石器は約140点がⅢ層及びⅣ層から出土した。その内訳は石器24点、石

核1点剥片・砕片115点である。石器の器種ごとの内訳は石鉄17点、石斧3点、敲石1点、掻器

1点、使用痕のある剥片1点、石匙1点である。

石材ごとの内訳は流紋岩90点、黒曜石26点、チャート20点、ホルンフェルス3点、砂岩1点、

石鉄では黒曜石6点、チャート5点、流紋岩a2点、流紋岩d2点、流紋岩el点、流紋岩fl点

である。

石鉄（第165図1～15）

石鉄は，17点出土した。石材ごとの内訳は、黒曜石6点、チャート5点、流紋岩el点、流紋

岩a2点、流紋岩d2点、流紋岩fl点である。石鉄の分布は、D区が9点と最も多く、次いで

A区5点、B区2点、C区1点となる。

石鉄の矢先としての機能を考え、尖頭部と、矢柄との装着部である基部に着目し、以下のように

分類した

形状が正三角形のもの（I類）、二等辺三角形のもの（Ⅱ類）、異形族（Ⅲ類）、その他・未製品

等（Ⅳ類）の4類に大別した。また、I類、Ⅱ類についてはその基部の形態により平基（I a類、
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Ⅱa類）、浅い凹基（Ib類、IIb類）、Ⅴ字形凹基（ⅡC類）、U字形凹基（Ⅱd類）と細分した。

なお、本遺跡ではI a類、Ⅱa類に属するものは見られなかった。以下、各分類に従って説明を加

える。

I b類（21）

全体形が正三角形を呈し、基部に浅い挟りが見られるタイプである。側線はやや膨らみ丸みを帯

びている。D区Ⅳa層で出土した。石材は桑ノ木津留産の黒曜石である。

Ib③類（⑪）

Ⅱb②類（1）

Ⅱb③類（2、3、4）

ⅡC（彰類（5）

ⅡC②類（6）

Ⅱd（丑類（7）

Ⅱd②類（8、9）

Ⅲ（彰類（10）

Ⅲ　②類（11、12、13、14、）

Ⅳ　　類（15、G7）

5は先端部は鋭利さに欠け、脚部は縁辺が直線的に仕上がっている。浅い凹基を呈する。

12は下半部に最大幅を持ち、脚部は先端が尖る。Ⅴ字状に基部が作られ断面は裏面が平坦面を

成す。

13は表及び裏の縁辺を入念に加工する。浅い凹基を呈する。

2は全体の調整はかなり粗雑である。浅い凹基を呈し、先端部はわずかに欠損する。

14は浅い挟りを持つ凹基の石鉄である。右脚部先端が欠損している。

9は基部は挟りが深く脚部の先端はやや丸みを帯びる。風化が顕著である。

11は磨製石鉄で稜側線は鋸歯状を著しく呈しており、長さに対して幅の広い全体観をうかがわ

せる。両面には自然画の残存する部分は研磨が施される。先端及び右脚部先端は欠損している。

10は磨製石鉄で平基を呈し表及び裏の全線に調整加工を施す。また、表裏中央部には研磨痕が

残存する。大まかな整形後研磨を施した順序がうかがえる。

石斧（第166図～第167図16～18）

石斧は3点出土したが、石材はすべてホルンフェルスである。16、17は局部磨製石斧で胴部が

ほぼ平行な、いわゆる短冊形と呼ばれるものである。16はB区のⅣ層で出土した。側線部を剥離

し整形を施すが、磨滅している。刃部は研磨して作取されている。全体的に粗く、自然画が表及び

裏面に残存する。17は基部を欠失しているが、刃部に擦痕が観察される。18は形状が基部に向か

ってやや収束する、いわゆるバチ型と呼ばれるもので、刃部を欠失している。17、18は表採資料

である。

敲石（第167図19）

敲石は19の1点のみ出土した。石材は砂岩である。出土地点はB区のⅣ層で16の石斧が出土
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したすぐ近くである。19は棒状の敲石で、先端部から側面の一部にかけて敲打痕が見られる。また、

側面には擦痕が観察される。

掻器（第167図20）

20は不定形の剥片を素材とし、右側綾部及び下端部に刃部調整が見られる。石材はチャートで

ある。

使用痕のある剥片（第167図21）

21は使用痕のある剥片で1点出土した。出土地点はD区K3グリッドのⅣa層である。流紋

岩f製の縦長剥片を素材とする。右側面に刃こぼれ状の微細な使用痕が認められる。

石匙（第167　図22）

石匙はD区の表採による22の1点のみである。石材は黒曜石である。つまみを上に置いたとき、

直交するその下端の綾部がが刃部となるもの。いわゆる横形の石匙である。

石核（第167　図23）

23はL20グリッドの第Ⅲ層で出土した剥片素材の石核である。縁辺を打面転移させながら、

求心的に剥片剥離を行っている。石材はホルンフェルスである。

第5節　その他の時期の遺構と遣物

上記の3節～4節までの時期以外の遺構や遣物が見られた。その内容は、時期不明の土坑1基、

古墳時代の土器4点、中世の土器4点である。

遺構

土坑（SC）

SC8（第161図）

SC8はC区のI17グリッドのⅥ層面で検出した。土坑の平面形は、約105cmX約73cmの

不整形を呈し、深さ約97cmを測る。土坑内には、小穴は確認されなかった。土坑の埋土は細か

くサラサラしており、成分はⅡ層の二次堆積が50％で残りは多数の種類の土が混ざっていた。遺

物や炭化物等は検出されなかった。

遺物（第164図）

13と14はともに古墳時代の賓の口綾部である。13の器面調整は外器面が横ナデ、内器面の上

部は横ナデ、下部はパケ目仕上げである。器面の色調は内外面ともににぷい橙色である。焼成は良

好である。14の器面調整は外器面が斜め方向のパケ目の後、横ナデ仕上げである。また、横ナデ

の下に条症状の痕跡が見られる。内器面は横ナデ仕上げである。器面の色調は内外面ともに橙色で

ある。焼成は良好である。15、16はともに古墳時代の壷である。15の部位は壷の胴上半部付近で、

器面調整は、外器面上部が横パケ目の上を横ナデ仕上げし、下部は斜め方向のパケ目仕上げである。
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内器面の上部はナデ仕上げで下部は斜め方向のパケ目仕上げである。器面の色調は内外面ともにに

ぷい黄橙色である。焼成は良好である。16の部位は壷の肩部付近である。器面調整は外器面が非

常に細かな縦パケ目であるが、内器面はやや斜め方向からのパケ目である。器面の色調は外器面が

浅黄橙色で、内器面は灰色である。焼成は良好である。

17～20は中世の小皿又は杯である。17は小皿の口綾部である。器面調整は回転ナデ仕上げで

ある。色調は内外面ともににぷい橙色である。胎土は精良で、焼成は良好である。18は小皿の底

部である。器面調整は外器面がナデ、底部はへラ切り底で内器面は回転ナデ仕上げである。器面の

色調はにぷい橙色である。胎土は精良で、焼成は良好である。19は小皿の底部である。器面調整

は外器面が回転ナデ、底部はへラ切り底で内器面は回転ナデ仕上げである。器面の色調はにぷい橙

色である。胎土は精良で、焼成は良好である。20は土師器の小皿である。器面調整は外器面が回

転ナデとへラ切り底で内器面は回転ナデ仕上げである。胎土は1mm程度の輝石を少量含む。色

調は内外面ともににぷい黄橙色である。焼成は良好である。
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第Ⅲ章　下屋敷遺跡の自然科学分析

第1節　土層とテフラ

株式会社　古環境研究所

1．はじめに

佐土原町下屋敷遺跡の発掘調査では、遺跡の位置する台地上に形成されたいわゆる火山灰土の良

好な土層断面が認められた。そこで本遺跡において地質調査を行い土層の層序を記載するとともに、

テフラ検出分析および屈折率測定をあわせて行って示標テフラを検出同定し、土層の堆積年代に関

する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、中央区第1トレンチおよび

北区第2トレンチである。

2．土層の層序

（1）中央区第1トレンチ

中央区第1トレンチでは、台地上の火山灰土の堆積状況をとくによく観察することができた。

この地点では、下位より黄褐色土（層厚5cm以上）、赤橙色軽石混じり黄色軽石層（層厚11cm、

軽石の最大径25mm、石質岩片の最大径4mm）、褐色土（層厚10cm）、若干色調の暗い褐色土

（層厚15cm）、暗褐色土（層厚20cm）、黄橙色軽石混じり黒褐色土（層厚10cm、軽石の最大径

7mm）、若干色調の暗い褐色土（層厚9cm）、暗褐色土（層厚26cm）、黒色土（層厚16cm）、黄

橙色細粒火山灰層のブロック混じり黄褐色土（層厚10cm）、暗褐色土（層厚52cm）の連続が認

められる。（図1）

これらのうち、赤橙色軽石混じり黄色軽石層は、その層相から霧島イワオコシ軽石（Kr－Iw、

遠藤ほか、1962、町田・新井、1992）に同定される。また黒褐色土中に含まれる黄橙色軽石につ

いては、約1．4－1．6万年前に霧島火山から噴出した霧島小林軽石（Kr－Kb、伊田ほか、1956、

早田1996）に由来する可能性が考えられる。このテフラについては、さらに屈折率測定を行い、

同定精度の向上を図った（後述）。黄褐色土中にブロック状に含まれる黄橙色細粒火山灰層は、層

相から約6，300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978

）に同定される。発掘調査では、Kr－Iwの直上の褐色土から石器が検出されている。

（2）北区第2トレンチ

北区第2トレンチでは、下位より褐色粘質土（層厚30cm以上）、淘汰の良い黄色軽石層（層厚

18cm、軽石の最大径8mm、石質岩片の最大径2mm）、黄褐色土（層厚29cm）、褐色土（層厚

10cm）黄褐色土（層厚16cm）、赤橙色軽石混じり黄色軽石層（層厚9cm、軽石の最大径23mm、

石質岩片の最大径5mm）が認められた。（図2）これらの土層のうち、最上位のテフラ層は、層

相から、Kr－Iwに同定される。

3．テフラ検出分析

（1）分析試料と分析方法

石器が検出された土層付近の層準から示標テフラを検出同定するために、テフラ検出分析を行う
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ことになった。分析の対象となった試料は、中央区第1トレンチにおいてKr－Iwの上位でK

r－Kbに由来すると考えられる軽石の渡集層準の下位より、基本的に5cmごとに採取された土

壌試料のうち、5cmおきの5試料である。

分析の手順は、次の通りである。

1）試料10gを秤量。

2）超音波洗浄装置により泥分を除去。

3）80℃で恒温乾燥。

4）実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察。

（2）分析結果

テフラ検出分析の結果を表1に示す。試料番号9および3には透明なバブル型のガラスが、ま

た試料番号1には褐色のバブル型ガラスがごく少量認められた。形態や色調などから、透明バブ

ル型の火山ガラスは約2．4－2．5万年前に姶良カルデラから噴出した姶良Th火山灰（AT、町田・

新井、1976，1992）に由来するものと思われる。Kr－Iwの直上の層準に、不整合が存在してい

る可能性が考えられる。このように考えると、石器が検出された層位はATより上位にあると指摘

される。ただし、AT起源の火山ガラスの濃集の度合いは低く、石器包含層は再堆積性の土層中か

ら検出されたと思われる。したがって、今回検出された石器の製作年代がAT降灰以前に遡る可能

性も十分考えられる。

4．屈折率測定

（1）測定試料と測定方法

軽石が認められた中央区第1トレンチの試料番号0および北区第2トレンチの試料番号1（軽

石層）について、位相差法（新井、1972）によって屈折率測定を行い、従来知られている示標テ

フラとの同定を試みた。

（2）測定結果

屈折率の測定結果を表1に示す。中央区第1トレンチ試料番号1の軽石には、重鉱物として斜

方輝石のほか単斜輝石が認められた。斜方輝石の屈折率（γ）は、1．705－1．707である。このテ

フラはKr－Kbに由来すると考えてよい。また北区第2トレンチ試料番号1には、軽石の斑晶に

斜方輝石が認められた。斜方輝石の屈折率（γ）は、1．719－1．723である。このテフラは、層相

や重鉱物の組み合わせ、さらに斜方輝石の屈折率などから、姶良岩戸軽石（Nagaoka、1988）に

同定される。

5．小結

下屋敷遺跡の石器の層位と年代に関する資料を収集するために、地質調査とテフラ検出分析さら

に屈折率測定を行った。その結果、下位より姶良岩戸軽石（A－Iw）、霧島イワオコシ軽石（Kr－Iw

）姶良Th火山灰（AT、約2．4－2．5万前）起源と思われる火山ガラス、霧島小林軽石（Kr－Kb、

約1．4－1．6万年前）、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah、約6，300年前）を認めることができた。Kr

－Kbの下位より出土した石器については、ATより上位にある可能性が考えられた。

－43－



文献

新井房夫（1972）斜方輝石・角閃石によるテフラの同定－テフロクロノロジーの基礎的研究．第

四紀研究，11，p．254－269

伊田一善・本島公司・安国　昇（1956）宮崎県小林市付近の天然ガス調査報告．地調報告，168，

p1－44

町田　洋・新井房夫（1976）広域に分布するテフラー姶良Th火山灰の発見とその意義．科学，46

，p339－347．

町田　洋・新井房夫（1978）南九州鬼界カルデラから噴出した広域テフラー鬼界アカホヤ火山灰．

第四紀研究，17，p．243－263．

町田　洋・新井房夫（1992）火山灰アトラス．東京大学出版会，276p．

Nagaoka，　S．（1988）Thelate Quaternary tephralayers from the caldera

voIcanoesin and around kagoshima Bay，SOuthern Kyushu，Japan．Geog．Rept

．Tokyo Metropo1．Univ．23，P．49－122．

表1　下屋敷遺跡中央区第1トレンチのテフラ検出分析結果

試料　　軽石・スコリア　　　　　火山ガラス

量　色調　最大値　　　量　形態　色調

1

3

5

7

9

＋　　bw　　褐

＋　　bw　　透明

＋　　bw　　透明

＋＋＋＋：とくに多い、＋＋＋：多い、＋＋：中程度、

＋：少ない、：認められない、bw：バブル型

表2　下屋敷遺跡における屈折率測定結果

地点　　トレンチ　試料　重鉱物　　火山ガラス（n）　斜方輝石（γ）

中央区　　　1　　　　0　　0pX＞cpx　　　　　　　　　　　　　　705－1．707

北区　　　　　2　　　　1　　opx　　　　　　　　　　　　　　　　1．719－10723

opx：斜方輝石、CpX：単斜輝石、屈折率の測定は、位相差法（新井、1972）による。

ー44－



Kr－Kb

10　　Kr－Iw

［］軽石

＝ 細粒火山灰

随一Iw　巨ヨ黒色土

黒褐色土

暗褐色土

褐～黄褐色土

砂

図2　北区第2トレンチの土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号

図1　中央区第1トレンチの土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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第2節　放射性炭素年代測定

1．試料と方法

試料名　地点・層準　　　　　種類　　前処理・調整　　　　　測定法

No．1　D区北側SC－4底部　炭化物　酸－アルカリー酸洗浄　加速器質量

石墨調整　　　　　　　分析（AMS）法

2．測定結果

試料名　14C年代　　　613C　　補正14C年代　　暦年代　　　　　　測定No．
（年BP）　（％0）　　（年BP）　　　交点（l o）　　（Beta－）

N0．1　9930±60　　－26．6　　　9910＋60　　　　　BC9075　　　　114256

（BC9120～9055）

1）14C年代測定値

試料の14C／12C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前（BP）かを計算した値。14C

の半減期は5，568年を用いた。

2）∂13C測定値

試料の測定14C／12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C／12C）。この値は標準物質

（PDB）の同位体比からの千分偏差（％。）で表す。

3）補正14C年代値

∂13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C／12Cの測定値に補正値を加えた上で算

出した年代。

4）暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより算出した年代（西

暦）。補正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値を使用した。この補正は10，000年BP

より古い試料には適用できない。暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代補正曲線との交点

の暦年代値を意味する。1（7は補正14C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。
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第3節　焼石の熟ルミネッセンス年代測定

1．はじめに

C区とD区の集積遺構の石の熱ルミネッセンス（TL）年代測定を試みた。試料として、C区か

ら2個、D区から3個の石が提供されたが、それぞれ最もよく赤色化して焼けていると思われる1

個ずつについて測定を行った。

C区の石（試料Cとする）は外見上、石全体が赤色化していなかったので、ダイヤモンドカッ

ターで3分割して、焼け方の違いも見ることにした。赤色化の強い方から試料C－1、C－2、C－3

とする。なお、この石には赤色の付着物（何であるかは不明）があったので、赤色化が焼けたこと

によるのかどうかも検討課題とした。D区の石（試料Dとする）も全体が赤色化していなかった

ので、6個に分割して、その内の2個（D－1、D－2とする）を測定した。

2．試料処理

分割した石片のそれぞれを以下のような方法で試料処理をして石英粒子を抽出した。

1）石片を46～48％のHF水溶液に浸漬した。この時、重量比でそれぞれ93％および96％にな

った。

2）万力と鋼鉄製の粉砕容器で繰り返し粉砕して、60～200メッシュ（75－250〟m）の粒子を

得た。

3）フランツ型マグネティツクセパレーターにて、磁性鉱物と非磁性鉱物とに分離した。

4）20％HF水溶液にて、試料C－1、Cq2、C－3は40分、D－1、D－2は60分のエッチングを

行った。エッチング時間は、顕微鏡観察によって石英の含有量の多寡によって判断した。

3．測定

（1）蓄積線量の測定

1）等価線量

Harshaw－2000A型TL測定器で、波長350－570nmのルミネッセンスを窒素雰囲気で、昇温

速度10℃／秒、最高温度550℃で測定した。

2）試料C　について

試料C－1、C－2、C－3の3点ともに付加線量法により、30、60、90Gyの付加線量を吸収さ

せて測定を行った。各試料の生長曲線を図3、図4、図5に示す。

3）スプラリニアリティ補正

結果と考察の項で述べる理由によって、試料C－1についてのみ、スプラリニアリティ補正の測

定を行った。補正値は－12．1Gyである。
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4）試料Dについて

試料D－1、D－2ともに、15、30、45Gyの付加線量を吸収させて、測定を行った。図6は試料

D－1のグローカーブである。

（2）年間線量の測定

C区アワオコシ上でTLD素子による測定で、年間γ線量が0．22mGyであった。また、TLD

素子による石のβ線量測定では年間β線量は1．7mGyであった。したがって、年間線量＝0．22

＋1．7＝1．92mGyである。

4．結果と考察

（1）試料Cについて

試料C－1（図3）はN＋90Gyが飽和の傾向を示しているように思われる。すべての測定点を指

数関数で回帰することも可能であるが、相関がよくないので、N、N＋30Gy、N＋60Gyを直線回

帰した。等価線量は60．5Gyである。スプラリニアリティ補正値は　－12．1Gyであるから、蓄積

線量は48．4Gyである。試料C－2は指数関数で回帰をしたのでスプラリニア補正は不要である。

蓄積線量は58．1Gyである。試料C－3は直線回帰で95．6Gyの等価線量である。明らかに焼け方

が十分でないので、スプラリニアリティ補正は実施しなかった。試料の各部分について、TL年代

値を蓄積線量、年間線量とともに表に示す。

表に示した結果から、この石は全体が同じように加熱を受けたのではなく、赤色化が強いほど被

熱が大きいといえる。年代としては25，000年より若いという結論である。また、赤色化が強いほ

どTL年代が若いことから、赤色化は被熱によるものであると考えてよい。

（2）試料Dについて

図6をみれば明らかなように、試料D－1の付加線量を与えた試料のTL強度はナチュラル試料

のTL強度と比べてあまり大きな変化は見られない。45Gyを吸収させた試料のTL強度と比較す

ると、見かけ上の等価線量は200Gyを超える程度であり、TL年代に換算すれば10万年を超える。

試料D－2についても同様であった。したがって、この試料は部分的にしか加熱されなかったと考

えられる。

（奈良教育大学長友恒人）
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表1　C区試料のTL測定結果

試　 料 蓄積線量 （G y） 年 間線量 （m Gy） T L 年代 （年前）

C －1 4 8 ．4 1．9 2 2 5，00 0

C －2 58 ．1 1．9 2 3 0，00 0

C －3 ＞9 5．6 1．9 2 ＞5 0，0 00

－60　　－40　　－20　　　0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100

付加線量（Gy）

図3　試料C－1の生長曲線と等価線量

図4　試料C－2の生長曲線と等価線量
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図5　試料C－3の生長曲線と等価線量

－49－

100　　　　　　200　　　　　　300　　　　　　400

温度（℃）

図6　試料D－1のTLグローカーブ



第Ⅳ章　まとめ

旧石器時代

下屋敷遺跡では、後期旧石器時代後半期（AT降灰以後）、二時期にわたる石器群の存在が明ら

かとなった。第I石器文化期はAT降灰後まもなくの時期から、小林軽石降灰以前までの時間幅に

おける人類生活の痕跡をあらわしている。複数の石器集中部と礫群が検出され、接合資料も多数確

認されたことは大きな成果といえる。今後、この資料をもとにさらに詳細な剥片剥離技術の分析、

各種石器の特徴の把握をおこない、県内の他の遺跡のみならず、九州島内以遠の石器群との比較研

究を可能とする情報の整理・発信が望まれる。

そうした作業をおこなうためには、残された課題もまた大きい。今回、石器集中部をブロックと

認定する過程においては、肉眼的判断によるまとまりに加え、接合作業の結果なども加味してこれ

をおこなったが、窓意性の強いグルーピングにとどまった感は否めない。より、緻密な接合資料の

分析や、石材別分布の把握などを通して、意味あるブロック設定をおこなうことが要求される。ま

た、第I石器文化内における時期細分についても考慮せねばならない。というのも、今回認定した

各ブロック内に限っても、垂直分布の幅は20cm～30cm、ときには50cmを越えるレヴェル差をも

内包している例も見受けられる。石器の器種組成や、その技術・形態的様相から看取されるところ

でも、時期細分が必要とする印象が強い。

同様の課題は、第Ⅱ石器文化期においても指摘されるところである。第Ⅱ石器文化期は小林降灰

以後に展開した人類生活の痕跡との想定で設定されている。細石刃石器群を主体とするが、ナイフ

形石器、三稜尖頭器など、一見第I石器文化と共通する器種も検出されている。小林軽石層（第Ⅴ

層）の堆積は一般にクラックが著しく、部分的にはかなり不安定な様相を示す箇所が観察されるだ

けに、看過できない。おそらく、三稜尖頭器や大半のナイフ形石器は、細石刃石器群と時期差を持

つものと推定される。このことは、その分布が第I石器文化期の石器集中部と重複することからも

窺える。ただし、近年では共伴を認めない見解が大勢とはいえ、ナイフ形石器群から細石刃石器群

への移行の実態が明らかにされているわけではなく、第Ⅱ石器文化期に含めた全てのナイフ形石器

が第I石器文化期に属するものとの即断は控える。今後、ナイフ形石器の諸属性の分析や、他遺跡

における時期的に限定された石器群事例の検討を侯つよりはかない。

以上のような諸課題を抱えるものの、各石器群、個別のレヴェルにおいては、いくつかの興味深

い知見を得ることができた。そのひとつに、第I石器文化期に一定量認められた、横長剥片素材の

ナイフ形石器の一群の存在がある。九州東南部における瀬戸内系石器群の分布動向は、近年におい

てもあらためて注目されるところとなっているが（松藤・森川2001）、下屋敷遺跡の資料も、宮

崎平野部における当該石器群の様相を把握するうえで、重要な資料となりうる。347、348（Ⅱ類C）

などは、背面に剥片素材の石核の底面を取り込んでおり、［国府型ナイフ形石器Jの範暗に含められ

る。底面が観察されない資料においても、素材剥片の背面構成や剥片剥離軸の方向と、ブランテイ

ング部位などの諸特徴から、瀬戸内系石器群との親線性を類推させるナイフ形石器が複数観察され、

今後の検討を要する。
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剥片尖頭器（Ⅳ類）では、衝撃剥離痕と思しき樋状剥離痕が観察された資料が特筆される

（356，357）。類例は、熊本県狸谷遺跡などいくつかの遺跡にみられ（木崎1987）。また、その他の

資料においても、先端部を欠損する例が目立つことは、剥片尖頭器の機能・用途論的解明に向けて

の情報発信となりうる。

第Ⅱ石器文化期における細石刃石器群も特筆に価する。型式論的には船野型、野岳・休場型の他、

黒曜石の小礫の分割面を作業面に設定する以外には、石核調整も打面調整も施さず、細石刃剥離を

行使する一群がある。この一群には南九州型と仮設定されているタイプのもの（宮田1996）も含

む（452）。黒曜石を素材とする小形の船野型細石刃核の在り方も、流紋岩や貢岩を素材とする典型

的な船野型細石刃核と様相を異にしており、今後の編年的位置付けが望まれる。また、確認された

関係資料は全て黒曜石を素材とする点でも注目される。これらの黒曜石に関して、今回は原産地同

定などの分析を行ない得なかった。経験的・肉眼的判断では桑ノ木津留産や、原産地は確定されて

いないものの宮崎・鹿児島県域の細石刃石器群に通有な石材のほか、一部西北九州産と思しき黒曜

石（449）が認められたことは留意する必要がある。他遺跡の資料もあわせて、いずれ組織的な黒曜

石の原産地同定が実施されることが望ましい。以上の諸特徴から、下屋敷遺跡の細石刃石器群は、

総じて旧石器段階に該当する資料と結論される。

縄文時代早期

遺構としては、集石遺構3基と土坑7基が検出された。SC4、SC5を除いては、主として形態

上の特徴から、陥し穴と判断され、逆茂木痕を有するものもある。その分布は、各地区にまたがっ

て散在する状況を呈している。集石遺構は、顕著な掘り込みや配石・敷石を伴うものはなく、相互

に比較的近接した分布状況が確認された。

遣物としては、早期前半に収まる土器群と、石鉄、石斧などがみられる。

早期の遺物と遺構については、その分布上の関係について今後の検討を要しよう。遺構の機能差

を考慮すれば、集石遺構が機能した時期と陥し穴が機能した時期とでは若干の時間差を想定する必

要もある。これに、各種遺物がどのように関係してくるのかが問題となる。

その他の時代

古墳時代や中世に帰属する遣物の出土がみられたが、断片的な資料のため、具体的様相の把握に

は至らなかった。
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第1表　石器計測表（旧石器）

番 号 器 種 石 材 接 合 資 料 層 位 注記番号 グ」ツド長さ 。m 幅 。m 厚 み cm 重 さ g

1 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 7 2 J1 2 2 ．7 2 ．8 0．8 5 5 ．1

2 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅵ 9 7 8 J1 3 2 ．9 1．7 1．2 5 3 ．5

3 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅵ 9 7 0 J1 2 2 ．8 3 ．5 1．9 5 1 0 ．2

4 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 5 J 13 2 ．5 2．9 7 1 2 ．3

5 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 9 8 5 J 13 7 ．4 5 4 ．6 5 1 ．4 5 3 6 ．5

6 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 4 0 1 J 13 4 ．1 5 ．2 2 1．3 1 6 ．2

7 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 7 8 J 13 4 ．3 5 5 ．1 3 1 ．3 3 1 4 ．4

8 剥 片 流 紋岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 4 5 I1 3 4 ．6 8 2 ．2 1 1 ．3 3 8．8

9 剥 片 流 紋岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 19 J 13 5 ．3 3 ．4 5 2 ．3 2 19 ．6

1 0 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 1 J 1 3 2 ．8 3 2．6 1．3 5．9

1 1 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資料 2 3 Ⅶ 7 1 1 J 1 3 2 ．8 2 ．8 5 1．1 6．1

1 2 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 7 J 1 3 3 ．0 5 5 1．0 3 9．7

13 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 0 J 1 3 5 ．5 6 4 ．5 3 1 1 8 ．5

14 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 2 0 J 1 3 3 4 ．9 2 1．2 6 7 ．4

1 5 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 0 J 1 3 2 ．9 4 ．1 7 1．5 9 1 8．1

16 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ － 3 7 9 J 1 3 5 ．3 2 3．7 2 1．6 3 1 9．3

1 7 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅵ 9 84 J l S 7 4 ．8 5 1．5 5 3 9．3

18 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 1 J 1 3 6 ．4 5 4 ．5 9 1．3 24 ．3

1 9 剥 片 ． 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 2 3 J 1 3 4 ．8 5 3．9 2 1．2 5 1 9．6

2 0 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 1 4 J 1 3 1 ．8 5 2 ．9 1 5

2 1 剥 片 － 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 6 J1 3 2 ．8 5 4 ．8 5 1．5 9 1 8．1

2 2 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 3 J1 3 4 ．1 7 1．9 1．0 8 5 ．8

2 3 石 核 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 7 J 1 3 7 ．8 4 ．4 3．3 5 1 10

2 4 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 4 0 2 J1 3 6 ．6 6 ．8 2 ．5 9 6．3

2 5 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅵ 9 3 5 I1 3 3 ．9 1．9 1 5 ．2

2 6 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 1 5 J1 3 4 ．34 2．2 8 1．3 1．3．5

2 7 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 7 7 J1 3 4 ．6 3 ．3 1．4 5 1 5．8

2 8 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 2 1 J1 3 1 ．4 2 ．9 0．7 5 0 ．1以下

2 9 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 34 6 J1 3 2 ．6 2．5 5 1．3 9 5 ．6

3 0 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 2 J1 3 4 ．1 8 3 ．6 1．4 8 1 2．7

3 1 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 9 J1 3 7 ．3 5．3 8 2．4 5 7 3．2

3 2 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 4 J1 3 5 ．1 2 3 ．6 1．6 2 1

3 3 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 1 7 J1 3 ． 4 ．4 1．4 1．0 2 5．1

34 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 8 J 13 4 ．8 4 3．5 9 1．6 2 1 ．7

3 5 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 6 J 13 4 ．2 5．7 3 1．6 8 2 2 ．3

3 6 剥 片 流 紋 岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅵ 9 8 3 J 13 5 ．．8 3．3 2．0 5 2 6 ．9

3 7 剥 片 流 紋岩 f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 1 6 J 13 7 ．2 5 5．4 3 ．3 2 9 0 ．3

3 8 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 5 J 13 1 ．7 8 1 ．8 9 0 ．9 8 2．9

3 9 剥片 流 紋 岩f 接合 資料 2 3 Ⅶ 7 2 2 J 1 3 1 ．9 7 1．4 0 ．7 5 1．1

4 0 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 0 9 J 1 3 1 ．6 1．6 0．5 1．2

4 1 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 8 8 J 1 3 3 ．6 2 ．3 9 0 ．9 8 7．8

4 2 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資料 2 3 Ⅶ 3 8 9 J 1 3 7 ．4 3．9 2 ．19 5 2 ．2

4 3 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 4 0 0 J 1 3 5 ．8 5 2．6 1．3 5 14 ．7

4∠4 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 ‾ Ⅶ 7 2 1 J 1 3 4 ．5 2．3 1．5 2 10 ．3

4 5 剥 片 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 7 1 8 J 1 3 6 ．1 5 5．3 5 3．2 7 1．2

4 6 石核 流 紋 岩f 接 合 資 料 2 3 Ⅶ 3 9 4 J 1 3 4 ．4 6．3 2．9 8 8．1

4 7 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 6 1 E 2 3、．9 5 0．7 1 2．9

4 8 剥 片 ホル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 4 9 E 2 5 ．1 6 ．1 1．8 5 3 6

4 9 剥 片 ホ ル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 3 1 5 E 2 4 ．5 4 ．7 1 ．2 2 1．8

5 0 剥 片 ホ ル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 2 9 E 2 5 ．2 5 4 2 2 8 ．8

5 1 剥 片 ホ ル ン フェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 6 6 E 2 3 ．2 5 3 ．9 0 ．8 8 ．6

5 2 剥 片 ホル ン フェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 3 5 E 2 3 ．8 5 2 ．9 1．1 5 1 0．7

5 3 剥 片 ホル ン フェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 1 2 E 2 3 4 ．4 5 0 ．8 9 ．9

54 剥 片 ホル ン フェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 1 6．E 2 7．5 5 5．6 5 1．6 5 54 ．6

5 5 剥 片 ホル ンフェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 5 2 E 2 3 ．8 5 5 ．8 1．3 2 3．2

5 6 剥 片 ホル ンフェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 3 1 3 E 2 4 ．8 2．84 2 ．3 2 0．8

5 7 剥 片 ホル ンフェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 1 8 E 2 7 ．5 5．7 5 3 ．8 15 4 ．3

5 8 剥 片 ホル ンフェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 1 7 5 E 2 8 4 ．8 3 ．7 10 9．6

5 9 剥 片 ホル ンフェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 2 3 E 2 3 ．4 8 5．5 5 1．4 5 2 7 ．9

6 0 剥 片 ’ ホル ンフェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 6 8 E 2 4 ．5 3．4 1．4 1 2 ．7
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・6 1 剥片 ホル ンフ ェル ス 接 合 資料 5 8 Ⅶ 3 0 ．E 2 5 ．4 5 4 ．4 2 ．0 5 5 8 ．6

6．2 剥片 ホル ンフ ェル ス 接合 資料 5 8 Ⅵ 15 E 2 4 ．1 5 3．8 1．9 2 6 ．4

6 3 剥片 ホル ンフ ェル ス 接合 資料 5 8 Ⅶ 19 9 E 2 8．1 5．2 2 ．5 4 1 1 1．7

6 4 剥 片 ホル ンフ ェル ス 接 合資 料 5 8 Ⅶ 17 1 E 2 6 ．3 5 4 ．4 8 1．1 2 1．7

6 5 剥片 ホル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 6 2 E 2 3．8 2．4 5 1．8 9．6

6 6 剥 片 ホル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 19 E 2 9 ．6 3 6 ．2 5 4 ．7 2 3 9．5

6 7 剥 片 ホル ンフ ェル ス 接 合 資料 5 8 ・ Ⅶ 7 8 E 2 3．4 1．8 0 ．6 2．3

6 8 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 5 7 E 2 7．2 3．5 2．5 4 2 ．7

6 9 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 6 4 E 2 6．2 4 ．3 1．4 1 8 ．8

7 0 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 7 E 2 4 4 ．6 1．6 5 2 6 ．5

7 1 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 5 1 E 2 7．1 4 ．4 5 2 ．5 5 8 0 ．2

7 2 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 3 1 E 2 0．6 2．5 2 ．4 5 2 0 ．4

7 3 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 3 12 E 2 6．6 3 ．9 5 1．4 3 0 ．3

7 4 剥 片 ホル ンフ ェルス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 2 0 1 E 2 6 ．5 5 5．9 3．3 9 4 ．8

7 5 ス ク レイ パ ー ホル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 3 E 2 7．5 ・ 4 ．4 2．1 7 9 ．3

7 6 剥片 ホル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 2 7 4 E 2 4 ．0 5 3 ．・2 5 1 ．7 5 16 ．9

7 7 剥片 ホル ンフ ェル ス 接 合 資 料 5 8 Ⅶ 2 5 E 2 5 ．3 5 8 ．2 5 2．1 6 3 ．5

7 8 石 核 ホル ンフ ェル ス 接 合資 料 5 8 Ⅶ 2 E 2 8 8．4 5．7 3 2 8．6

7 9 剥片 流 紋岩 g 接 合資 料 3 2 Ⅳ ＿ 3 7 8 I4 6 ．7 5 2．8 2 ．2 5 3 1．5

8 0 剥片 流 紋岩 g 接 合資 料 3 2 Ⅳ 2 2 1 I3 2．3 2 ．6 5 0．7 1．8

8 1 剥片 流 紋岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 4 7 I4 1．9 3 3 ．18 0．7 3．1

8 2 剥片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅳ 5 4 5 J 3 0 ．9 5 2．3 0 ．7 5 1．2

8 3 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅳ 2 8 0 I4 2．1 1．9 0 ．6 2 1．8

8 4 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 9 2 I3 4 ．1 6 3．6 2 ．5 6 4 3 ．9

8 5 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 4 3 I4 4 ．2 6 3 ．7 5 2．2 3 8 ．9

・8 6 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 2 7 I4 4 ．4 9 2．4 2 ．1 6 2 1．4

8 7 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅳ 4 0 0 I3 1．8 2 2 ．8 9 2 6．3

8 8 ．使 用 痕 の あ る 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 2 6 I4 3 2 ．8 5 1．2 5 10 ．1

8 9 使 用 痕 の あ る 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 4 6 I4 2 ．8 5 2 ．15 0．9 2．8

9 0 使 用 痕 の あ る 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2‘ Ⅶ 14 4 I4 3 ．7 5 4 ．3 5 1．3 12 ．7

9 1 石核 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅶ 12 9 I4 6．9 6 ．7 7 3 ．3 2 1 0 8 ．9

9 2 剥 片 流 紋 岩g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 3 3 I4 4 ．1 3 ．1 5 2．7 1 5 ．6

9 3 剥片 流 紋岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅶ 13 2 I4 3．4 6 ．7 2 1．5 3 2 ．8

9 4 剥片 流 紋岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 2 8 7 I4 1．1 2．7 0 ．7 8 1．9

9 5 剥片 流 紋岩 g 接 合資 料 3 2 Ⅶ 4 0 I3 2．7 3 ．7 5 1．7 ° 1 3 ．7

9 6 剥片 流 紋岩 g 接 合 資料 3 2 Ⅵ 4 4 0 J4 5 ．6 7 4 ．9 5 2．3 4 2 ．4

9 7 剥 片 流紋 岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅳ 3 8 0 I3 2 ．0 5 1 ．8 5 0．7 1．9

9 8 二 次 加 工 の あ る剥 片 流 紋 岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅳ 3 4 9 I4 2．7 3．6 1 6．6

9 9 剥 片 流 紋 岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 3 5 1 I4 3 ．6 2 1．9 7 1．2 2 1．6

1 0 0 剥 片 流 紋 岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅵ 7 5 I4 3 ．3 5 4 2 2 0

1 0 1 剥 片 流 紋 岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅶ 2 4 5 I4 5 4 ．1 2 ．1 5 2 5 ．3

1 0 2 剥 片 流 紋 岩 g 接 合 資 料 3 2 Ⅶ 1 1 0 I4 3．2 7．2 3 ．8 6 5 ．1

1 0 3 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 9 1 I4 6．3 5 3．8 5 2 4 9 ．1

1 04 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅵ 3 8 9 I4 5．3 7 3．8 3 2．0 5 3 2 ．7

1 0 5 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 4 3 I3 5．7 3 ．2 1．4 2 2 ．3

1 0 6 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅵ 3 0 1 I4 3．7 2 5 ．1 1．6 1 7 ．9

1 0 7 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅳ 3 5 7 I4 4 ．6 2 ．7 1．2 5 1 4 ．1

1 0 8 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅵ 1 1 9 I3 3 ．6 2 ．1 0 ．8 5．1

1 0 9 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅳ 3 6 9 I4 2 ．3 ’ 1．1 0．6 5 1．4

1 1 0 ナイ フ形 石 器 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅵ 3 3 8 I4 2 ．6 1．7 5 0．8 5 2 ．3

1 1 1 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅳ 4 4 3 H 4 5．8 2 ．4 2 ．5 2 1．6

1 1 2 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅳ 3 9 5 I3 2．9 5 1．4 0 ．9 8 3．1

1 1 3 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 4 1 I3 2 ．6 5 4 ．9 5 1 ．5 5 1 1．4 ．

1 1 4 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅵ 1 1 7 I3 2 ．6 8 2 ．1 5 0．7 3．5

1 1 5 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 5 6 I4 3 ．8 3 3．1 1．15 9．2

1 1 6 石 核 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 9 8 I4 4 ．9 6 ．4 5 1．7 4 0 ．7

1 1 7 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 1 0 0 I4 4 ．5 5．5 1．8 3 4 ．7

1 1 8 石 錐 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅵ 2 9 9 I4 8．2 2．5 5 2 ．5 2 7 ．9

1 1 9 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 5 0 I4 4 ．5 5．1 2 ．1 3 6 ．1

1 2 0 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 1 0 3 I4 3 ．1 5 ．7 1．5 1 4 ．8

1 2 1 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅶ 1 0 1 I4 4 ．2 5 3．7 5 1．8 2 1 ．6

1 2 2 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 1 6 9 Ⅵ 2 9 8 I4 2．9 2 4 ．1 2 ．5 2 2 ．3

1 2 3 剥 片 流 紋 岩 b 接 合 資 料 16 9 Ⅶ 9 7 I4 6．1 5 3 ．7 2 ．7 4 0 ．3
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124 °剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 142 I4 6．5 4 ．5 2．6 54 ．4

125 剥片 、 流紋岩b 接合資料 15 Ⅵ 315 I4 4 ．15 6 ．35 2 ．25 57 ．8

126 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 7 1 I4 4 °．85 4 ．85 1．5 3 1．4

127 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 357 I2 3．55 6．6 2．2 40 ．8

128 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅵ 86 I4 3．1 3．1 1 ．15 12 ．4

129 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 146 I4 5 ．65 3．7 2 46 ．2

130 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 153 I4 5 ．8 1 3 ．85 2 ．13 34 ．5

131 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 239 I4 3 ．58 2．8 1．42 9．5

132 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 92 I4 2．9 2 ．15 1．3 5．4

133 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅳ 184 I3 2．6 2．2 0．9 3

134 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 143 I4 5．7 4 ．22 2 ．23 50 ．9

135 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 52 I4 3．9 4 ．4 1．2 1 13 ．7

136 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅳ 4 6 J3 3．7 2 ．0 5 1 6．9

137 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅵ 29 7 I4 4 ．3 5 3 ．15 1．3 5 14 ．8

138 剥片 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 12 1 I4 2．7 3 ．9 5 2．8 14 ．8

139 石核 流紋岩b 接合資料 15 Ⅶ 151 I4 5 ．3 6 3 ．8 2 ．8 55．9

140 剥片 流紋岩a 接合資料 33 Ⅶ 64 6 G 8 2 1．55 0 ．6 1 ．6

14 1 剥片 流紋岩a 接合資料 33 Ⅵ 2 67 G 4 7．2 5 ．2 2 ．3 77．8

142 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅳ 10 F4 2 ．1 3 ．3 0 ．95 4 ．7

143 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅶ 2 57 F 4 4 ．2 2 1．1 5
144 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅵ 2 69 G 5 3 ．8 5 3 ．5 1．25 9 ．3

145 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅵ 2 52 G 4 5 ．4 2 ．75 2 22．6

146 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅳ 4 12 I4 3 ．7 2 ．7 1．2 5 7 ．3

147 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅵ 2 51 G 4 7 ．8 4 ．2 2 ．5 63．6
148 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅶ 35 G 4 5．75 4 ．3 2 31．1

149 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅶ 34 G 4 4 ．4 5 5 ．2 1．35 2 6．5

150 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅵ 6 64 G 4 3 ．0 5 2 ．15 1．0 5 7

15 1 剥片 流紋岩a 接合資料 33 Ⅵ 6 62 G 4 4．4 2 ．65 1 ．3 8 ．7
152 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅵ 24 6 G 4 3．9 4 ．6 1 ．4 15．2

153 剥片 流紋岩a 接合資料33 Ⅳ 61 G 4 5 2 1．15 5 ．7

154 石核 流紋岩a 接合資料 33 Ⅶ 3 2 G 4 7．6 4 ．4 3 ．7 117 ．8

155 剥片 ホルンフェルス 接合資料 19 Ⅶ 19 1 E 2 2．2 4 ．58 0 ．7 5 ．2
156 剥片 ホルンフェルス 接合資料 19 Ⅶ 19 2 E 2 4 ．1 7 ．6 1 ．3 3 3

157 剥片 ホルンフェルス 接合資料 19 Ⅶ ・190 E 2 4 ．2 5 ．3 5 1 ．7 3 1

158 剥片 ホルンフェルス 接合資料 19 Ⅶ 76 E 2 4 ．1 4 ．4 1 ．4 20 ．2

159 剥片 ホルンフェルス 接合資料 19 Ⅶ 56 E 2 2 ．0 3 2 ．4 0 ．8 3

160 剥片 ホルンフェルス 接合資料 19 Ⅶ 20 6 E 2 9．2 5 ．8 5 3 ．6 145 ．3
16 1 剥片 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 18 2 E 2 3 ．8 5 3 ．3 1 ．3 9 ．6

162 剥片 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 196 E 2 4．5 4 ．9 1 ．5 3 6．7

163 剥片 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 73 E 2 3 ．8 2 ．6 0 ．8 6 ．2
164 剥片 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 39 E 2 4 ．1 3 ．85 1．3 17
165 破片 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 1 E 2 8 ．4 5 5．15 2 ．9 1 15 ．9

166 剥片 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 189 E 2 6．2 8 4 ．95 2 ．6 72．4

167 剥片 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 183 E 2 5 ．4 5．65 1．4 4 1 ．

168 石核 ホルンフェルス 接合資料19 Ⅶ 2 05 E 2 9．38 12 5．4 2 675 ．7
169 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅳ 3 67 I4 1．4 9 4 1．35 8 ．7
170 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅵ 4 04 I3 2．75 2 ．6 0 ．7 4 ．5

17 1 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅵ 4 02 I3 3．35 2 ．3 0．55 4 ．6

17 2 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅶ 126 I4 4 ．9 ‘4 ．65 21．5 36．6

17 3 剥片 ． 流紋岩C 接合資料16 Ⅶ 80 I4 2 ．5 3．85 1．29 13．4
174 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅵ 115 I3 5．14 2 ．1 1．75 15
17 5 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅳ 388 I3 3 ．6 2．39 0．98 7 ．8

17 6 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅶ 84 I3 6．0 5 4 ．1 1．8 30．5

17 7 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅵ 3 81 I4 3．65 4 ．6 0 ．9 12．7
17 8 剥片 流紋岩C 接合資料16 Ⅶ 106 I4 5 5 2．4 5 53．4
17 9 残核 流紋岩C 接合資料16 Ⅵ 383 I4 4 ．2 5 ．4 2二55 4 8．7

18 0 剥片 ホルンフェルス 接合資料5 1 Ⅶ 34 E 2 3．74 6．35 1．4 33．2

・T．18 1 剥片 ホルンフェルス 接合資料5 1 Ⅶ 204 E 2 3 ．6 3．25 0 ，9 8 ．2

18 2 剥片 ホルンフェルス 接合資料5 1 Ⅶ 4 3 E 2 5 ．1 5．15 1．7 4 6 ．1
18 3 剥片 1 ホルンフェルス 接合資料5 1 Ⅵ 578 D 2 2．96 5 ．5 1．1 14 ．7
184 剥片 ホルンフェルス 接合資料5 1 Ⅶ 318 E 2 2．4 5 5 ．6 0．85 7 ．3

18 5 剥片 ホルンフェルス 接合資料5 1 Ⅶ 20 E 2 5．25 7．25 1．6 4 7．8

18 6 剥片 ホルンフェルス 接合資料5 1 Ⅶ 67 E 2 2 ．3 2 0．85 2 ．9
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187 剥片 ホルンフェルス 接合資料51 Ⅶ 2 6 E 2 2 ．18 2．1 0 ．6 5 2 ．1
188 剥片 ホルンフェルス 接合資料51 Ⅶ 58 E 2 3．4 2．5 0．7 4 ．6
189 剥片 ホルンフェルス 接合資料51 Ⅶ 　 2 8 E 2 3 ．9 5 5．3 1．7 5 2 6．4
190 石核 ホルンフェルス 接合資料51 Ⅶ 77 E 2 6 ．2 5 11 3 ．19 233 ．2
19 1 剥片 流紋岩b 接合資料129 1Ⅶ 68 I4 3 ．8 7 6 2．8 44 ．2
192 剥片 流紋岩b 接合資料129 Ⅳ 62 3 I3 3 ．7 3 ．0 5 1．2 5 9
193 剥片 流紋岩b 接合資料129 Ⅵ 3 62 I4 3 ．75 4 ．1 1．2 10 ．9
194 剥片 流紋岩b 接合資料129 Ⅶ 118 I4 4 ．5 4 ．8 2 ．2 3 2
195 剥片 流紋岩b 接合資料129 － Ⅳ 24 7 I4 4 ．9 4 ．4 1．32 2 1．8
196 剥片 流紋岩b 接合資料129 Ⅶ 116 I4 5 ．7 3．55 1．2 5 2 1．4
197 剥片 流紋岩b 接合資料129 Ⅶ 10 3 I6 3 ．5 5．4 5 1．4 5 2 5．6
198 剥片 流紋岩b 接合資料129 Ⅶ 135 I4 4 ．4 4 2 ．15 32
199 剥片 流紋岩b 接合資料129 Ⅶ 75 I4 3 ．4 5 4．5 2 ．0 9 2 2．1
200 石核 流紋岩b 接合資料129 Ⅶ 12 7 I4 6 ．4 5 6 ．0 5 3．4 12 1
201 剥片 流紋岩g 接合資料37 Ⅶ 3 9 H 5 4 ．3 4 ．7 2．3 53．2
202 剥片 流紋岩g 接合資料37 Ⅶ 134 I5 3 ．4 5 3 ．6 5 1．6 5 13．4
203 剥片 流紋岩g 接合資料37 Ⅵ 5 57 J5 3 ．5 2 ．5 1．3 11
204 剥片 流紋岩g 接合資料37 Ⅶ 174 I5 3 ．8 3 ．3 1．8 15．4
205 剥片 流紋岩g 接合資料 37 Ⅶ 3 8 H 5 4 ．15 4 ．9 4 ．1 8 3．3
206 剥片 流紋岩g 接合資料 37 Ⅶ 4 9 H 5 4 ．4 5 2 1 ．7 14 ．1
207 剥片 流紋岩g 接合資料 37 Ⅶ 144 H 5 4 ．2 3 ．3 5 1．15 16．7
208 剥片 流紋岩g 接合資料 37 Ⅶ 9 7 I5 4 ．5 3 ．42 2．5 2 3．8
209 石核 流紋岩g 接合資料37 Ⅶ 64 H 7 4 ．4 7 ．6 5 3 ．5 5 126 ．2
210 剥片 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅳ 49 3 J3 1．4 2．6 0．9 2 ．1
211 剥片 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅳ 57 1 J3 2．6 2．8 1 4 ．8
212 ・剥片 チャー ト⑤ 接合資料79 Ⅳ 49 5 J3 1．4 1．9 0．5 1
213 剥片 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅵ 15 5 J4 3．6 2．4 1．2 8
214 剥片 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅳ 587 J3 1．9 1 0．5 0 ．7
215 剥片 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅳ 49 1 J3 1．4 1．9 5 0．5 0 ．9
216 剥片 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅳ 492 J3 1．55 1 ．3 0 ．55 0 ．9
217 剥片 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅵ 14 1 J4 2 ．55 1．385 0 ．7 5 3
218 石核 チャー ト⑤ 接合資料 79 Ⅵ 68 9 J3 2 ．6 4 ．3 2 ．7 5 2 9．3
219 剥片 流紋岩g 接合資料4 4 Ⅶ 4 14 H 2 ， 7．1 4 ．7 5 1．5 5 4 9．6
220 剥片 流紋岩g 接合資料44 Ⅶ 42 6 H 2 4 ．83 3 ．2 5 1．82 24 ．4
2 21 剥片 流紋岩g 接合資料44 Ⅶ 4 16 H 2 5．0 4 ．0 2．5 13 ．8
2 22 剥片 流紋岩g 接合資料44 Ⅶ 40 1 H 2 6 ．42 3．9 2．7 40 ．3
2 23 剥片 流紋岩g 接合資料4 4 Ⅵ 753 H 2 5 ．05 3 ．85 0．8 14 ．8
224 剥片 流紋岩g 接合資料4 4 Ⅵ 760 H 2 2．4 4 ．8 1．35 10 ．8
22 5 尖頭器 流紋岩g 接合資料44 Ⅶ 4 03 H 2 5 ．68 3 ．25 1 ．55 2 1．2
22 6 剥片 流紋岩g 接合資料44 Ⅶ 4 00 H 2 6．7 3 ．95 2．2 62
22 7 剥片 流紋岩f 接合資料 111 Ⅶ 243 H 7 2．9 5 ．45 3．55 35 ．3
22 8 剥片 流紋岩f 接合資料 111 Ⅵ 20 J5 3．7 3 ．85 1．8 14 ．9
‘22 9 剥片 流紋岩f 接合資料 111 Ⅳ 38 H 4 4 ．1 3 ．2 1．12 11 ．5
230 剥片 流紋岩f 接合資料 111 Ⅵ 511 H 5 4 ．75 4 ．4 5 1．35 26 ．6
23 1 スクレイパー 流紋岩f 接合資料 111 Ⅶ 51 H 5 4 ．52 3．08 2 ．5 27 ．1
232 剥片 流紋岩f 接合資料 111 Ⅶ ・ 153 H 5 3．85 5．05 2．15 34 ．5
233 剥片 流紋岩f 接合資料 111 Ⅶ 267 H 7 ．1．79 3 ．9 1．6 7．1

234 剥片 流紋岩f 接合資料 111 Ⅶ 4 19 H 7 3．28 4 ．07 2 ．4 23 ．4
23 5 剥片 流紋岩f 接合資料 17 Ⅶ 307 G 2 8 ．2 4 ．8 2 ．3 69 ．1
23 6 剥片 流紋岩f 接合資料 17 Ⅶ 585 F 2 4 ．85 3 ．8 1．65 17 ．7
23 7 剥片 流紋岩f 接合資料 17 Ⅶ 308 G 2 3．93 5 13 ．5 22 ．8
23 8 剥片 流紋岩f 接合資料 17 Ⅶ 305 G 2 5．8 5．05 2 44 ．2
23 9・剥片 流紋岩f 接合資料 17 Ⅶ 306 G 2 5．15 4 ．7 1．3 29 ．1
240 剥片 流紋岩f 接合資料 17 Ⅶ 321 G 2 6．12 4 ．8 2．8 55 ．8
24 1 剥片 流紋岩f 接合資料 17 Ⅵ 784 G 2 4 ．1 3 ．53 1 ．43 17 ．2
24 2 石核 流紋岩f 接合資料 17 Ⅶ 530 F 2 8．1 5．7 4 ．8 2 13．4
24 3 使用痕のある剥片 流紋岩f 接合資料84 Ⅶ 189 G 3 7 ．05 5 ．35 2．2 45 ．1
244 剥片 流紋岩f 接合資料84 Ⅵ 229 G 3 ．2 ．53 3．4 0 ．62 4 ．4
24 5 使用痕のある剥片 流紋岩f 接合資料84 Ⅶ 89 ＿G 3 6．6 5 2．65 54
24 6 剥片 流紋岩f 接合資料84 Ⅶ 8 G 3 4 ．7 4 ．4 7 1．4 3 22 ．4
24 7 剥片 流紋岩f 接合資料84 Ⅶ 191 G 3 5．28 2．32 0 ．8 5．6
24 8 剥片 流紋岩f 接合資料84 Ⅶ 93 G 3 5．24 3．57 1．12 8 ．9
24 9 剥片 流紋岩f l 接合資料84 Ⅶ 221 G 3 7．75 4 ．03 2．28 4 5．5
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250 剥片 流紋岩f 接合資料134 Ⅶ 43 7 I2 6 ．2 4 ．8 1 3 ．2 5 102 ．2

25 1 剥片 流紋岩f 接合資料134 一括 S I2 9－1 4 ．72 4 4 ．15 5 8．7

252 スクレイパー 流紋岩b 接合資料134 Ⅶ 3 58 I2 6 ．75 6．94 3 ．6 2 150
253 剥片 流紋岩b 接合資料134 Ⅶ 5 79 Il 2 ．0 5 2 ．9 5 0 ．7 5 4 ．2

254 スクレイパー 流紋岩b 接合資料134 Ⅶ 3 59 I2 8 ．2 5．6 5 3 ．7 2 133 ．9

255 剥片 流紋岩b 接合資料14 3 Ⅵ 4 31 I3 3 ．3 4 ．7 1．2 5 13．7
256 剥片 流紋岩b 接合資料143 Ⅳ 384 I3 3 ．5 4 ．4 5 1 ．7 17．1
257 剥片 流紋岩b 接合資料14 3 Ⅶ 4 50 Il 3 ．7 4 ．8 1．8 5 16．6

258 剥片 流紋岩b 接合資料143 Ⅵ・ 30 0 I4 2 ．15 3 ．9 0 ．9 5 5 ．2

259 r石核 流紋岩b 接合資料143 Ⅶ 57 I4 2 ．9 7 ．4 4 ．6 8 2．9
260 剥片 流紋岩f 接合資料83 Ⅶ 131 I4 3 ．8 4 ．0 8 1．4 5 2 1．6
26 1 剥片 流紋岩f 接合資料83 Ⅵ 3 82 I4 3 ．15 4 1 ．5 12．3

262 剥片 流紋岩f 接合資料83 Ⅶ 119 I4 4 ．3 5 ．2 2 ．3 2 6．8

263 剥片 流紋岩f 接合資料83 Ⅶ 90 I4 5．52 4 ．2 1．6 2 3．2

264 石核 流紋岩f 接合資料83 Ⅶ 137 I4 5．4 5 7 ．6 3．0 5 8 6．9

26 5 剥片 流紋岩b 接合資料1 Ⅶ 26 J5 7．25 4 ．8 2 ．5 62：8
26 6 剥片 流紋岩b 接合資料1 Ⅶ 131 J4 6．55 4 ．55 2．15 52．8

26 7 剥片 流紋岩b 接合資料1 Ⅶ 25 J5 3．23 3．4 5 13．2 13．2

2 68 石核 流紋岩b 接合資料1 Ⅵ 589 J4 7．4 5 5 ．9 1．4 253
2 69 剥片 流紋岩e 接合資料64 Ⅵ 771 K l 4 ．4 2 ．8 1．3 16．9

2 70 剥片 流紋岩e 接合資料64 Ⅶ 4 88 K l 4 ．7 4 1．9 21

2 71 剥片 流紋岩e 接合資料64 Ⅶ 354 J2 4 ．95 6．28 5 ．6 55．4
2 72 石核 流紋岩e 接合資料64 Ⅶ 4 92 K l 6 ．2 8 ．7 1．5 358 ．7

2 73 剥片 流紋岩f 接合資料 138 Ⅶ 172 I5 3 ．8 4 ．8 1．4 8 21．5

2 74 剥片 流紋岩f 接合資料138 Ⅵ． 628 J5 4 ．6 4 ．85 2．62 23．6

2 75 剥片 流紋岩f 接合資料138 Ⅶ ．138 I5 6．05 5．55 5．05 57．5
2 76 剥片 流紋岩f 接合資料138 Ⅶ 135 I5 6 7 ．1 1．6 199 ．5

2 77 剥片 流紋岩b 接合資料130 Ⅶ 4 77 G 2 7 ．5 4 ．2 1．5 64 ．6

2 78 剥片 流紋岩b 接合資料130 Ⅶ 201 G 3 5．4 3 2 ．5 2 10．8
2 79 剥片 流紋岩b 接合資料130 Ⅶ 192 G 3 6．4 5 5．85 1．2 4 7．8
280 剥片 流紋岩b 接合資料130 Ⅵ 218 G 3 5．35 3．05 0．65 19

28 1 剥片 流紋岩f 接合資料1 10 Ⅵ 94 9 Jll 1．8 2．22 0．85 1．°9

282 剥片 流紋岩f 接合資料1 10 Ⅵ 958 Jll 2．35 2 ．8 2 ．7 4 ．8

283 石核 流紋岩f 接合資料1 10 Ⅵ 950 Jll 2．35 3．85 2．75 24 ．6
284 剥片 流紋岩C 接合資料2° Ⅶ 4 27 H 2 9．82 6．4 2 1．8 140 ．8
28 5 剥片 流紋岩C 接合資料2 Ⅶ 4 29 H 2 3．38 7．02 3．15 ． 33．3

28 6 剥片 流紋岩C 接合資料2 Ⅶ 564 G 50 3．63 7：32 1．75 59．1

2 87 剥片 流紋岩f 接合資料120 Ⅶ 93 I4 5 ．9 3．4 2 1．6 31．3

2 88 スクレイパー 流紋岩f 接合資料120 Ⅶ 115 I4 4 ．2 4 ．1 1．35 24 ．2
2 89 剥片 流紋岩b 接合資料 123 Ⅵ 713 J2 4 ．8 3 ．9 5 ．2 18
2 90 石核 流紋岩b 接合資料 12 3 Ⅶ 350 J2 3 ．8 4 ．4 0．85 84 ．1

2 91 剥片 流紋岩f 接合資料 12 Ⅵ 254 G 4 5．95 2．05 1．25 4 ．9

2 92 剥片 流紋岩f 接合資料 12 ° Ⅶ 328 G 4 6．05 3．62 1．1 14
2 93 ナイフ形石器 流紋岩f 87 Ⅵ 779 F l 4 ．3 1．65 1．65 4 ．9

2 94 ナイフ形石器 流紋岩a Ⅶ 149 I4 4 ．1 1 ．95 1．1 4 ．2

2 95 ナイフ形石器 流紋岩f 69 Ⅶ 203 G 3 4 ．4 2．05 1．1 7

296 ナイフ形石器 流紋岩b 67 Ⅵ 973 J12 4 ．3 2 1．2 8

297 ナイフ形石器 流紋岩C 88 Ⅵ 603 I8 6 2 ．45 1．15 13 ．9
298 ナイフ形石器 ホルンフェルス 97 Ⅵ 637 I7 7．95 3 1．3 28 ．1

299 ナイフ形石器 流紋岩a 149 Ⅵ 803 H 8 7．85 2 ．95 1．18 26 ．5

300 ナイフ形石器 流紋岩b 66 Ⅵ 87 1 H 12 6．7 2 ．55 1．62 18

30 1 ナイフ形石器 流紋岩f 150 Ⅵ 533 H l l 7．5 2．7 1．55 23 ．8
302 ナイフ形石器 流紋岩b 98 Ⅶ 290 I8 5 ．15 3．2 1 ．45 15 ．9
303 ナイフ形石器 b－R hy Ⅵ 830＋83 1＋834 8．4 4 ．05 0 ．7 ’38 ．9

304 ナイフ形石器 流紋岩 C 86 Ⅵ 805 I8 6．7 2 ．15 0 ．9 12 ．1

305 ナイフ形石器 流紋岩f 107 Ⅶ 6 16 F 7 4 ．2 1 ．75 1 ．05 5．5

306 ナイフ形石器 流紋岩f 80 Ⅶ 580 Il 4 ．85 2 ．08 1．4 10
307 ナイフ形石器 チャー ト 68 Ⅶ 6 18 F 7 4 ．48 1 ．78 1．0 ・ 6
308 ナイフ形石器 ホルンフェルス 10 5 Ⅶ 440 Il 4 ．5 5 1 ．75 1．75 6．2

309 ナイフ形石器 流紋岩g 137 Ⅶ 462 G 2 5 ．7 5 2 ．05 1．3 13 ．2

310 ナイフ形石器 流紋岩f 6 5 Ⅶ 669 H 8 8．7 3．1 1．9 4 1
31 1 ナイフ形石器 ホルンフェルス 7 1 Ⅶ 662 H 8 7．2 1．9 5 1．55 17 ．5
312 ナイフ形石器 ホルンフェルス 14 5 Ⅶ 674 H 8 7 ．9 5 2 ．62 1．4 34 ．5
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3 13 ナ イ フ 形 石器 流 紋 岩 f 2 6 2 Ⅶ 8 3 7 H l l 10 ．9 2 ．2 1．5 2 7

3 14 ナ イ フ 形 石器 ホル ンフ ェル ス 9 0 Ⅶ 6 6 I6 8．2 2 ．1 0 ．6 2 1．4

3 1 5 ナ イ フ 形 石器 ホル ンフ ェルス 14 6 Ⅶ 6 5 6 H 8 8 ．0 5 2 ．7 5 1．1 2 1．3

3 1 6 ナ イ フ 形石 器 ホル ンフ ェルス 8 5 Ⅵ 6 9 9 J 1 2 7 ．0 5 2 ．0 3 1．7 1 7．1

r3 1 7 ナ イ フ 形石 器 流 紋 岩f 84 Ⅶ 2 0 7 G 3 5 1．9 5 0．6 8

3 1 8 ナ イ フ 形石 器 流 紋 岩b 1 0 6 Ⅶ 4 6 6 I3 6 ．3 5 2 ．3 8 0 ．8 5 18

3 1 9 ナ イ フ 形石 器 流 紋 岩f 7 0 Ⅶ 4 0 2 H 2 4 ．3 7 1．7 1．1 6

3 2 0 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩f 1 0 3 Ⅶ 1 3 G 3 5．7 2．2 1 9

3 2 1 ナ イ フ 形石 器 流 紋 岩a 1 3 6 Ⅶ 5 9 5 H 2 4．1 2 ‾．1 3 1．2 5 6．8

3 2 2 ナイ フ 形石 器 流 紋 岩b 9 6 Ⅵ 2 3 9 G 3 4 ．8 2 2 ．2 5 1．2 5 9．4

3 2 3 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩b 1 3 1 Ⅶ 6 5 H 7 4 ．2 5 1 ．7 1．4 6．3

3 2 4 ナイ フ形 石 器 流 紋岩 b 1 04 Ⅶ 2 10 G 3 4 ．1 2 ．0 5 1．7 5 4

3 2 5 ナイ フ形 石 器 流 紋岩 C　　 ノ Ⅵ 6 2 6 J6 4 ．4 5 2 1．12 12 ．1

3 2 6 ナイ フ形 石 器 流 紋岩 b 1 3 0 Ⅵ 6 1 5 I7 4 ．3 5 1．8 5 0．9 7．9

3 2 7 ナ イ フ形 石 器 流 紋岩 f 14 3 Ⅶ 6 6 5 H 8 5．7 3 1．4 2 1．1

．3 2 8 ナ イ フ形 石 器 ホル ンフェル ス Ⅶ 2 8 9 I8 8．8 3 ．4 5 1．5 3 2 ．3

3 2 9 ナ イ フ形 石 器 ホル ンフェル ス Ⅶ 2 5 6 H 7 6 ．5 5 3 ．15 1．5 2 5 ．8

3 3 0 ナ イ フ形 石 器 ホル ンフェル ス Ⅶ 4 4 8 I2 5．1 2．7 1．1 1 6 ．5

3 3 1 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 g 12 9 Ⅵ 3 2 9 I4 3．6 1 ．6 5 1．0 5 4 ．9

3 3 2 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 f 12 0 Ⅵ 3 0 3 I4 3 ．2 5 1．3 1．15 2．4

3 3 3 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 g 1 3 3 Ⅵ 3 6 7 I4 3．1 1．4 1 2．8

3 34 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 g 1 4 0 Ⅵ 3 7 8 I4 3 ．0 5 1．5 0 ．5 5 3

3 3 5 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 g 1 3 9 Ⅵ 3 3 1 I4 3 ．0 5 1 ．7 5 0 ．8 5 3．8

3 3 6 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 C 1 4 1 Ⅶ 5 6 7 G O 4 ．0 3 2 1．6 7．6

3 3 7 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 g 1 3 2 Ⅶ 1 4 1 I4 3．0 5 2．1 0 ．8 4 ．6

3 3 8 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 g 1 3 4 Ⅶ 9 6 I4 2．9 5 1．5 0．8 5 2 ．4

3 3 9 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 b 1 2 3 Ⅵ 6 3 0 J5 4 ．1 1．4 1．1 4 ．5

3 4 0 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 f 1 2 2 Ⅶ 3 7 H 5 4 ．3 2 1．2 5 1．2 3 ．8

3 4 1 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 b 1 2 1 Ⅶ 1 6 8 I5 5．3 2 1．8 0．9 5 8

3 4 2 ナ イ フ形 石 器 ホル ン フェル ス 1 3 5 Ⅵ 9 9 0 D 3 4 ．5 5 2．0 2 2 ．2 9 ．1

3 4 3 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 f 1 19 Ⅶ 4 7 3 G 2 3．4 2 1．5 5 0 ．9 3 ．8

3 4 4 ナ イ フ形 石 器 ホ ル ン フェル ス Ⅶ 4 46 Il 5．2 5 3 1．3 5 2 4 ．6

3 4 5 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 b Ⅶ 4 0 8 H 2 6．6 2 ．8 1．1 2 0 ．3

3 4 6 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 f 1 3 8 Ⅵ 24 2 G 3 4 ．5 1 ．9 5 0．7 9 7．1

3 4 7 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 C 1 2 6 Ⅵ 6 3 3 I8 4 ．9 5 1．4 8 0 ．9 6 ．7

3 4 8 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 C 1 2 5 Ⅵ 6 3 4 I8 4 ．2 2．7 5 1．5 8 0 4

3 4 9 ナ イ フ形 石 器 流 紋 岩 f 1 0 1 Ⅵ 4 7 2 H 4 4 ．9 2．9 5 1．3 1 8．6

3 5 0 ナ イ フ形 石器 流 紋 岩 f Ⅵ 6 1 7 I7 2 ．6 5 1．9 5 1 ．5 2 ．8

3 5 1 ナ イ フ 形 石器 流 紋 岩 g 9 9 Ⅵ 4 0 0 F 4 2 ．5 2 1 ．5 1．4 5 1 ．9

3 5 2 剥 片 尖頭 器 砂 岩 1 0 2 Ⅵ 8 3 5 H l l 5 ．7 2．9 1．1 2 1 8．4

3 5 3 剥片 尖頭 器 流 紋 岩b 9 5 Ⅶ 1 3 3 J 5 5 ．6 2 2 ．8 5 1．0 5 1 5．2

3 5 4 剥 片 尖 頭 器 ホル ンフ ェルス 1 2 7 Ⅶ 6 2 0 G 7 8．3 2．7 1．7 1 6．1

3 5 5 剥 片 尖 頭 器 流 紋 岩 C 1 2 8 Ⅶ 6 3 3 G 7 8 2．9 0．8 2 2．7

3 5 6 剥 片 尖 頭 器 流 紋岩 b 2 6 5 Ⅶ 6 5 1 H 7 8 4 1．7 5 4 6．7

3 5 7 剥 片 尖 頭 器 流 紋岩 C 2 6 6 Ⅶ 6 4 5 G 8 7．6 3．7 1．7 3 8 ．4

3 5 8 剥 片 尖 頭 器 ホル ンフ ェル ス 94 Ⅶ 6 7 7 H 8 8 ．4 5 3 ．9 5 1．3 5 0 ．3

3 5 9 石 錐 流 紋岩 a 8 9 Ⅶ 3 0 0 I7 8 ．0 5 3 ．6 2 1．7 4 1．6

3 6 0 三 稜 尖 頭 器 流 紋岩 f 14 7 Ⅶ 4 4 4 Il 3 ．5 6 1．6 1．2 6 ．1

3 6 1 三 稜 尖 頭 器 流 紋岩 b 7 5 Ⅵ 6 2 2 I7 6 ．3 5 2．7 0．7 2 2 ．4

3 6 2 三 稜 尖 頭 器 流 紋岩 b 74 Ⅶ 6 8 I6 7 ．0 5 2．7 1．4 8 2 7．4

3 6 3 三 稜 尖 頭 器 ホル ンフ ェル ス 7 9 Ⅶ 6 7 I6 9 1．9 1．6 5 2 6

3 6 4 三 稜 尖 頭 器 流 紋岩 b 2 64 Ⅵ 6 0 4 I8 8．5 2 ．12 1．6 5 2 0 ．7

3 6 5 三 稜 尖 頭 器 ホル ンフ ェル ス Ⅶ 4 6 1 G 2 5．6 1．5 1．4 10 ．3

3 6 6 三 稜 尖 頭 器 流 紋岩 f 8 1 Ⅶ 6 7 9 I8 6 ．1 5 1．8 5 1．7 12

・1 3 6 7 三 稜 尖 頭 器 ホル ンフ ェル ス 8 2 Ⅶ 6 8 0 I8 6 ．7 8 2．4 1．5 2 3

3 6 8 三 稜 尖 頭 器 ホル ンフ ェル ス 7 2 Ⅵ 8 2 7 H lO 7．9 2．6 1．8 3 1．3

3 6 9 三 稜 尖 頭 器 流 紋岩 f 7 6 Ⅶ 6 7 8 I8 5 ．8 5 2 ．0 5 1．7 13 ．7

3 7 0 三 稜 尖 頭 器 流紋 岩 b 7 7 Ⅵ 6 5 2 G 2 4 ．7 1 ．5 6 1 5．8

3 7 1 三 稜 尖 頭 器 流 紋岩 f Ⅵ 7 16 K 2 3．5 1．7 0 ．7 7．3

3 7 2 三 稜 尖 頭 器 流 紋 岩 C Ⅵ 5 7 0 I8 8．5 3 ．7 5 1．6 4 4 ．1

3 7 3 三 稜 尖 頭 器 ホル ンフェル ス 9 3 Ⅵ 8 3 2 H l l 7．9 3．4 1．4 3 5．8

3 74 三 稜 尖 頭 器 流 紋 岩 f 7 3 Ⅵ 8 6 1 H l l 5 ．5 5 2 ．5 1 ．9 3 1 5．4

3 7 5 三 稜 尖 頭 器 ホル ンフェル ス 9 1 Ⅶ 2 8 8 I8 ，6 2 ．3 8 1．4 14 ．2
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3 7 6 三 稜 尖 頭 器 ホル ンフ ェル ス 7 8 Ⅵ 8 8 1 H 1 2 7 ．3 5 3 ．3 2 1．6 5 4 0

3 7 7 三 稜 尖 頭 器 黒 曜 石② 2 5 4 Ⅵ 16 3 J4 2．6 1．2 5 0．7 1．9

3 7 8 三 稜 尖頭 器 黒曜 石（丑 2 5 2 Ⅵ 7 1 2 J2 2．7 1．2 1．2 5 2．4

3 7 9 三 稜 尖 頭 器 黒 曜 石② 2 5 5 Ⅵ 6 3 8 J4 2 ．5 5 1．3 0．8 1．8

3 8 0 三 稜 尖 頭 器 黒曜 石② 2 5 3 Ⅵ 17 7 J4 2．4 1．2 0．7 1．5

3 8 1 三 稜 尖 頭 器 流紋 岩f Ⅵ 7 5 1 G 2 3 ．6 5 2 ．1 5 ・ 0．6 4 ．4

3 8 2 ス ク レイ パ ー 流紋 岩f 2 3 Ⅵ 2 5 6 G 5 6．8 5 ．4 5 1．2 8 5．4

3 8 3 ス ク レイ パ ー 流紋 岩f 1 9 Ⅶ 3 4 4 I1 3 6 ．5 5 4 ．2 5 2．1 4 6．5

3 8 4 ス ク レイパ ー 流紋 岩f 2 0 Ⅶ 2 3 5 J 6 5．1 4 ．1 1．9 5 3 3 ．9

3 8 5 二 次 加 工 の あ る剥 片 流紋 岩a 2 1 Ⅶ 3 4 1 K 2 8 ．3 6 ．3 5 1 ．3 5 6．9

3 8 6 ス ク レイ パ ー 流紋 岩f 1 5 Ⅵ 2 4 3 G 4 8 ．4 4 ．8 5 2 ．4 8 5 5

3 8 7 ス ク レイ パ ー 流紋 岩f 1 3 Ⅵ 9 4 0 I13 5．2 5 3．4 1．4 5 2 3．9

3 8 8 ス ク レイ パ ー ホル ンフ ェルス Ⅶ 2 5 5 H 7 ．7 ．5 3 ．6 5 1．3 5 52 ．6

3 8 9 ス ク レイ パ ー 流紋 岩f 1 8 Ⅶ 6 1 0 H l 6．7 2 3 ．7 2 4 9．9

3 9 0 ス グ レイ パ ー 流紋 岩g 1 6 Ⅶ 3 3 H 5 5．2 5 3 ．8 ． 2 ．5 2 8．1

3 9 1 二 次 加 工 の あ る剥 片 珪質 頁岩 Ⅶ 1 0 9 H 3 4 ．8 2 ．8 0 ．7 1 0．3

3 9 2 二次 加 工 の あ る剥 片 ホ ル ン フェル ス 5 8 Ⅶ 7 1 0 J 1 3 ・ 1 3 ．6 5 5 ．3 2 ．4 1 3 7 ．6

3 9 3 二次 加 工 の あ る剥 片 黒 曜石② Ⅵ 2 7 2 F 4 3 ．8 2 ．4 1．1 1 3．5 －

3 9 4 二次 加 工 の あ る剥 片 流 紋岩f． Ⅶ 2 2 6 H 7 5．5 5 2 ．7 1．5 7 ．8

3 9 5 ス ク レイ パ ー 流 紋岩f 1 7 Ⅶ 2 8 2 F 2 5 ．3 3．3 5 3．6 2 1 8．6‘

3 9 6 ス ク レイ パ ー 流 紋岩f 8 3 Ⅶ 3 7 5 K 2 3．9 5 2．2 5 2 5 ．4

3 9 7 二 次加 工 のあ る 剥片 流 紋岩b 6 3 Ⅵ 24 4 G 4 6．6 5 4 ．1 1．9 4 3．6

3 9 8 二 次加 工 のあ る 剥片 流 紋岩 g Ⅵ 、 3 5 9 I4 3 ．8 2 ．4 0 ．7 6 ．8

3 9 9 二次 加 工 のあ る剥 片 流 紋岩b Ⅶ 6 9 6 J1 2 7．2 5 5．0 5 3．1 2 3 5．7

4 0 0 ス ク レイ パ ー 流 紋岩 g 1 0 0 Ⅵ 1 5 6 J4 4 ．9 2．0 5 1．3 8 9

4 0 1 二 次加 工 の あ る剥 片 黒 曜石① －1 Ⅵ 8 2 2 L 1 8 3 ．8 ・1．9 5 1．2 5 7 ．5

4 0 2 二次 加 工 の あ る剥 片 黒 曜石① －1 5 7 Ⅶ 3 3 6 J2 1．9 8 3．1 8 1．4 4

4 0 3 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩b 2 3 5 Ⅵ 4 8 2 I3 7．1 2 4 ．2 1．6 3 7．6

4 0 4 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩b 3 2 Ⅶ 6 9 2 J1 2 6．1 5 2 ．3 0 ．7 1 1．4

4 0 5 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩f 2 6 Ⅶ 3 G 4 6 4 ．5 1．6 2 1 8．1

4 0 6 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩f 4 2 Ⅶ 3 1 G 6 6 ．9 4 ．0 5 2．6 5 3 6

4 0 7 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩a 3 3 Ⅵ 4 7 7 H 3 8．1 3 2 ．7 1．6 5 2 1．4

4 0 8 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩f 3 8 Ⅵ 8 1 5 J1 8 4 ．3 2 ．5 0 ．5 6 ．8

4 0 9 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩f 3 1 Ⅶ 8 0 J4 9 ．9 4 ．6 2 1．3 5 3．7

4 10 使用 痕 の ある 剥片 ・ 流 紋岩a 5 0 Ⅶ 3 2 4 H 1 6 6．3 5 4 1．4 5 34 ．5

4 1 1 使用 痕 の ある 剥片 流 紋岩f 3 0 Ⅶ 2 2 0 G 3 7 ．1 4 ．6 5 1．3 4 1．7

4 1 2 使 用痕 の ある 剥片 流 紋岩f 5 3 Ⅵ 8 1 2 I2 2 5．4 3 ．2 0 ．7 1 1．1

4 1 3 使 用痕 の あ る剥片 流 紋岩 g 3 4 Ⅵ 9 8 7 D 3 5．5 3 ．7 0．7 5 1 5．6

4 14 使 用痕 の あ る剥 片 流 紋岩 f 5 5 Ⅵ J1 3 5．1 1．1 1．4 2 4 ．1

4 1 5 使 用 痕 の あ る剥 片 流 紋岩 f 4 1 Ⅶ 5 6 3 G O 5．3 5．9 1 2 ．0 4 5 ．3

4 1 6 使 用 痕 の あ る剥 片 貢 岩 2 4 Ⅶ 4 3 3 K l 3．2 6．1 2．1 5 1 5 ．6

4 1 7 使 用 痕 の あ る剥 片 流 紋 岩f 2 7 Ⅵ 2 3 0 G 3 2 ．9 4 4．9 5 0．8 5 1 4 ．2

4 1 8 使 用 痕 の あ る剥 片 砂 岩 5 8 Ⅵ 5 3 4 G 3 6 ．6 5 3．3 5 1．0 5 2 4 ．5

4 1 9 素 材 剥片 ホル ンフェル ス Ⅶ 6 3 8 G 7 8 ．4 5 5．7 1．5 5 7

4 2 0 磨 石 尾 鈴 山性 岩 9 Ⅶ 6 G 3 7 ．8 5 7 ．8 6 6．0 4 84 ．6

4 2 1 敲 石 砂 岩 2 Ⅶ 7 4 0 D 2 1 0．1 3 5．8 2 ．7 3 5 2．7

4 2 2 敲 石 尾 鈴酸 性 岩 6 Ⅶ 3 5 3 J2 1 9．3 5 7 4．5 2 1 0 6 3 ．7

4 2 3 敲 石 ホル ンフェル ス 4 Ⅶ 5 0 6 K l 7．6 5．7 4 ．7 2 74 ．2

4 2 4 敲 石 チ ャー ト 3 Ⅵ 9 0 5 Il l 5 ．8 5 4 ．5 5．6 1 7 1．2

4 2 5 敲 石 ホル ンフェル ス 7 Ⅶ 1 9 8 E 2 1 0 ．8 9 ．5 5 6．4 8 4 5．8

4 2 6 敲 石 砂 岩 1 Ⅶ 7 4 9 C 3 6 3．5 5 ．9 5 8 2 ．7

4 2 7 台 石 尾鈴 山性 岩 10 Ⅶ 5 8 7 G 2 2 1．6 1 7．1 5 5．2 3 0 0 0

4 2 8 石 核 ホル ンフ ェル ス Ⅶ 15 8 H 4 5．7 5．1 3．3 9 5 ．5

4 2 9 石 核 流紋 岩b Ⅶ 6 8 8 J 1 2 3．5 4 ．15 4 ．2 5 2 ．5

4 3 0 石 核 流紋 岩f Ⅶ 4 0 9 K l l 2．5 4 ．5 3．8 4 3 ．4

4 3 1 石 核 流紋 岩f Ⅵ 7 0 8 I4 3．7 4 ．3 3．8 6 2 ．8

4 3 2 石 核 流紋 岩f 1 1 1 Ⅵ 3 9 3 I3 3 ．1 5 3 ．7 5 ‘3 ．5 5 3 6 ．5

4 3 3 石 核 流紋 岩g Ⅶ 2 7 2 H 3 4 ．2 5 4 ．9 5．6 9 9 ．1

4 3 4 石 核 流紋 岩f Ⅵ 5 4 3 I5 3 ．6 4 ．1 4 ．0 4 8 ．8

4 3 5 石 核 流紋 岩f Ⅵ 6 8 0 J 3 3 ．7 5 3．9 2 ．7 5 5 5．7

4 3 6 石核 流紋 岩g

2 7 2

Ⅵ 4 7 8 H 3 3 ．3 4 ．7 5 3．5 7 3．6

4 3 7 石核 黒 曜石④ Ⅵ 1 3 J4 2 ．2 5 2 ．3 5 2 ．7 5 1 7．8

4 3 8 石核 流紋 岩f Ⅶ 2 8 3 F 2 5 ．2 7．4 5 5 ．2 1 8 1．4
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4 3 9 石核 流 紋 岩 f 1 1 2 Ⅵ 9 5 2 J l l 2．6 4 ．5 5 5．3 5 3 3．4

4 4 0 石核 流 紋 岩 f 24 6 Ⅵ 3 8 8 I4 3．4 3 ．1 5 3 ．1 3 3

4 4 1 石核 流 紋 岩 f 24 9 Ⅶ 1 3 7 I5 5．6 5 7．6 5 ．4 4 7 5 ．6

4 4 2 石核 流 紋 岩 f 24 3 Ⅶ 6 0 7 H l 5．5 5 7．4 2．5 1 3 9 ．4

4 4 3 石核 ．流 紋 岩 a 24 5 Ⅵ 6 6 7 J 2 2 ．5 2 ．4 5 5 ．3 5 2 2

4 4 4 石核 砂 岩 24 7 Ⅵ 74 4 J l 4 ・ 8 ．0 2 2 ．8 1 6 6 ．6

4 4 5 石核 流 紋 岩b 24 4 Ⅵ 7 3 6 J 2 4 ．7 5．4 5 4 ．2 5 1 0 7 ．5

4 4 6 石核 流 紋 岩 f 24 8 Ⅵ 1 6 6 J4 5 ．9 6 ．2 4 ．5 1 6 7 ．1

4 4 7 細 石核 黒 曜 石 ④ Ⅳ 5 7 G 4 2．3 5 ‘2 ．1 2 ．1 1 2．3

4 4 8 細 石核 黒 曜 石 ① Ⅳ 4 8 H 4 1．1 1．3 5 2．4 5 4 ．7

4 4 9 細 石核 黒 曜 石 ⑤ 2 6 7 rⅣ 3 1 F 4 1．3 1．3 2 ．8 3 ．3

4 5 0 細 石核 黒 曜 石 ③ 2 6 9 Ⅳ 5 0 H 4 1．5 1．7 2 ．9 5 ．8

4 5 1 細 石核 黒 曜 石 ③ Ⅳ 4 3 2 H 4 2 ．4 1．6 1．8 6 ．1

4 5 2 細 石核 黒 曜 石 Ⅳ 4 9 H 4 2 ．9 1．1 2 ．1 6 ．2

4 5 3 細 石核 黒 曜 石 ③ Ⅳ 9 2 G 5 2 ．1 1．4 5 2 ．3 5 4 ．2

4 54 細 石核 黒 曜 石 （彰 Ⅳ 1 °F 4 2．0 5 1．8 1 ．3 4 ．9

4 5 5 細 石核 黒 曜 石 ③ 2 6 8 Ⅳ 5 1 2 I3 1．9 5 1．5 5 1 ．5 5 ．9

4 5 6 細 石核 黒 曜 石 ③ Ⅳ 3 9 6 I3 1．6 2 ．3 2 8 ．4

4 5 7 細石 刃 黒 曜 石 1 5 6 Ⅳ 1 7 1 I4 1．3 1 0 ．8 0 ．1 6 0．1以下

4 5 8 細 石 刃 黒 曜 石 1 5 5 Ⅳ 14 5 I4 1．3 1 0．4 3 0．1 5 0．1以下

4 5 9 細 石刃 黒 曜 石 1 5 7 Ⅳ 6 F 4 1．3 0．4 6 0．1 7 0．1以下

4 6 0 細 石刃 黒 曜 石 1 5 1 Ⅳ 1 7 3 I4 1．1 0 ．5 0．1 3 0 ．1

4 6 1 細石 刃 黒 曜 石 1 5 4 Ⅳ 2 7 0 I4 1．5 9 0．7 5 0 ．2 5 0 ．2

4 6 2 細 石 刃 黒 曜 石 1 5 3 Ⅳ 3 3 H 4 1．3 1 0．7 5 0 ．1 0 ．1

4 6 3 細 石 刃 黒 曜 石 1 5 2 Ⅳ 5 1 0 J3 1．3 9 0．4 8 0 ．5 0 ．1

4 64 細 石 刃 黒 曜 石 1 5 9 Ⅳ 2 5 5 I4 1．3 5 0 ．5 5 0 ．2 5 0．1以下

4 6 5 細 石 刃 黒 曜 石 1 6 0 Ⅳ 1 6 0 I4 1．1 2 0 ．5 0 ．1 5 0．1以下

4 6 6 細 石 刃 黒 曜 石 1 6 3 Ⅳ 3 4 3 I4 0 ．9 8 0 ．7 2 0 ．1 0．1以下

4 6 7 細 石 刃 黒 曜 石 1 6 4 Ⅳ 1 2 F 4 1．0 6 0 ．5 9 0 ．2 7 0．1以下

4 6 8 細 石 刃 黒 曜 石 1 6 2 Ⅳ 4 3 3 H 4 0 ．9 7 0 ．4 1 0 ．2 3 0．1以下

4 6 9 細 石 刃 黒 曜 石 1 5 8 Ⅳ 1 5 8 I4 0 ．7 5 0．4 2 ．0 ．1 3 0．1以下

4 7 0 細 石 刃 黒 曜 石 1 6 1 Ⅳ 1 6 6 I4 0．7 5 0 ．3 0．1 7 0．1以下

4 7 1 ナ イ フ形 石 器 黒 曜 石 ② 3 2 1 Ⅳ 3 2 1 J4 2 ．4 1．4 1．3 1．4

4 7 2 ナ イ フ形 石器 流 紋 岩 f Ⅳ 5 2 2 I3 2．5 5 1．3 0 ．4 1．3

4 7 3 ナ イ フ形 石器 流 紋 岩 a Ⅳ 5 5 7 K 3 3 ．3 1．2 5 0 ．4 2 ．1

4 7 4 ナ イ フ形 石器 流 紋 岩 a 1 0 8 Ⅳ 2 5 I8 4 ．8 1 ．4 0 ．9 6 ．3

4 7 5 ナ イ フ形 石器 流 紋 岩 f 14 2 Ⅳ 3 9 9 I3 2 ．9 5 1．5 0 ．6 2 ．5

4 7 6 ナイ フ形 石器 流 紋 岩 a Ⅳ 2 2 8 I3 3 ．1 5 1．1 5 0 ．4 2

4 7 7 ・ナイ フ形 石器 流 紋 岩f 1 24 Ⅳ 3 7 3 I4 5 ．3 2 1．9 5 0 ．6 9 ．3

4 7 8 ナイ フ形 石器 流 紋 岩a Ⅳ 6 0 6 J2 1．9 1．4 0 ．6 1 ．3

4 7 9 三 稜 尖 頭器 流 紋 岩f 9 2 Ⅳ 6 4 3 G O 3 ．6 9 1．4 5 0 ．7 4

4 8 0 尖 頭 状 石器 貢岩 Ⅳ 3 2 H 4 5 ．8 5 3 1 ．0 2 7．3

4 8 1 ナイ フ形 石器 流 紋 岩g Ⅳ 4 2 B 16 4 ．7 2 1．4 10

4 8 2 尖頭 状 石器 頁岩 Ⅵ 3 5 1 H 4 3 ．6 2 1．9 7 1．2 7．7

4 8 3 二 次 加 工 の あ る剥 片 ホル ンフェル ス Ⅳ 2 0 4 I4 4 ．2 5 8．7 1．1 2 6．6

4 8 4 二 次 加 工 の あ る剥 片 黒 曜 石① －1 Ⅳ 6 0 7 K 2 3 1．7 1．0 4 ．2

4 8 5 二 次 加 工 の あ る剥 片 流 紋岩 f 6 1 Ⅳ 5 7 5 J3 4 ．8 2．3 1 8．1

4 8 6 使 用 痕 の あ る剥 片 流 紋岩 b 4 4 Ⅳ 2 3 7 I3 6．7 3 ．7 5 ・1．2 2 4 ．2

4 8 7 石 核 ホル ンフェル ス 14 Ⅳ 6 3 1 I2 16 ．1 9．2 3 ．7 5 4 1 9．9

4 8 8 石 核 黒 曜 石③ 2 7 1 Ⅳ 2 9 6 H 4 2．9 2．2 2．0 18 ．9

4 8 9 石 核 流 紋岩 f Ⅳ 5 9 2 J2 2．8 3 ．5 5 3．7 2 0 ．6

4 9 0 石 核 黒 曜 石④ Ⅳ 4 0 1 I3 1．6 3 ．3 5 2．4 6．9

4 9 1 石 核 黒 曜 石（丑 2 7 0 Ⅳ 14 0 I4 1．9 ，2．1 1．4 5 8．6
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第2表　縄文時代早期以降土器観察表

図番 号 注記番号 器　 種 部　 位
文様及び調整 色調

焼　 成 胎　 ± 備　 考
外面 内面 ’ 外面 内面

1 B 表土

深鉢 口緑部 口唇部に貝殻腹緑によ
る横方向の連続押圧文、
口緑上部に貝殻腹緑の
横位の刺突文一条、口緑
下に細かな条痕

横方向のナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 1．5 m m 以下の石英を多く含
む。2 m m 以下の褐色の石粒を
少量含む。

2 Ⅲ層一9

深鉢 口緑部 口唇部に貝殻による刻

み、口緑部に横方向の幅
4 m m 強で4 条の貝殻連
続刺突文。

横方向のナデで、条痕

がみられる。

にぷい橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以下の浅黄橙色の石粒、
0．5 m m 以下の金色に光る粒
を多く含む。

5、6 は同一個体と
考えられる。

3 Ⅲ層－10
深鉢 口緑部 口唇部にナデ、口緑部に

横方向幅4 ．5m m 程の貝
殻連続刺突文4 条

横方向のナデで、黒斑
がみられる。

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2m m 以下の浅黄橙色の粒を
多く含む。

4 Ⅳ層－17

深鉢 口緑部 口唇部に工具不明の連
続刺突文、口緑部に貝殻
腹緑によると思われる
縦位2 ～3段の連続刺突
文と穿孔、その下に丁寧
なナデ

風化のため不明、ナデ
か

にぷい黄橙 浅黄 良好 4m m 以下の白色、灰色、黒色
の粒で角閃石を含む。輝石、長
石、石英を含む。

1 、2 は同一個体
と考えられる。

5 Ⅳ層－14

深鉢 口緑部 ‘ 縦位の貝殻による連続

刺突文、ナデ

丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 6 ．5m m 以下の白色、褐色、灰
色の粒。2 ．5 m m 以下の輝石、

石英、長石を含み、角閃石を多
く含む

6

Ⅳ層－17

Ⅳ層－26

深鉢 口緑部 口唇部に工具不明の連
続刺突文、口緑部に貝殻
腹緑によると思われる
縦位2 ～3 段の連続刺突
文、その下に丁寧なナデ

丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 4 m m 以下の白色、灰色の粒。

輝石、長石、石英を含む。

2 、3 は同一個体の

可能性がある。

7 B 表土
口緑部 口唇部から口緑部にか

けて縦方向の羽状縄文

比較的丁寧な横ナデ にぷい黄橙 灰黄 良好 2 m m 以下の灰色の石粒を少
量含む。

8 Ⅲ層－12
深鉢
（円筒土器）

胴部 比較的丁寧な横ナデ 丁寧なナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 5 m m 以下の浅黄橙粒、2 m m

以下の石英、長石、角閃石が混
じる。

1～3 と同一個体の
可能性がある。

9 Ⅲ層－8

深鉢 胴部片 横方向の浅い貝殻条痕
文。

全体的に風化が著 し
く不明、一端にスス付
着痕がみられ、もう一
端にナデがみられる。

にぷい黄橙 橙 良好 1m m 以下の長石粒を含む。

10 Ⅳ層－15

深鉢 底部 縦位の貝殻腹緑による
刺突文、その下部にナデ
もしくは貝殻条があり、
どちらも風化が著しい。

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 2 m m 以下の灰色粒を少量含
む。

1 1 Ⅳ層－23 深鉢 底部 側緑にナデ、下部にミガ

キ
ナデ にぷい黄橙 灰黄橙 良好 1m m 以下の灰色粒。1m m 以

下の長石を少量含む。

12 C
深鉢 底部 ナデ、接地面でやや磨耗 ナデ 橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以下の黒色、灰白色の粒

が少量みられる。

13 Ⅳa 層－6 8
賓か 口緑部 口唇部から口緑部にか

けて横方向のナデ

横方向のナデ、その下
部に斜め方向のパケ

目。

にぷい橙 にぷい橙 良好 3 m m 以下の白色、褐色、灰色

の粒・長石を含む。

14 G 表土
饗 口緑部 口唇部か ら口緑部にか

けて斜め方向のパケ目
ののち、横方向のナデ

横方向のナデ 橙 橙 良好 3 ．5m m 以下の白、褐色、灰色
の粒を含む。

15 D 表土F ・3
・こ1ゴ．ヨ互 胴上半部付近 横パケ目ののち横方向

のナデ。その下部に斜め
方向のパケ目。

斜め方向のナデ。その
下部に斜め方向にパ
ケ目。

にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1m m 以下の灰色、褐色の粒を
含む。

16 Ⅲ層－5
・ことr！旺 肩部付近？ 非常に細かな縦パケ目

で、風化している。
やや斜め方向のパケ
目。

浅黄橙 灰 良好 3 m m 以下の赤褐色の石粒。

2 m m 以下の灰白の石粒を含
む。

17 C トレ 14
小皿か杯 口緑部 口唇部から口緑部にか

けて回転ナデ。
回転ナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 精良

1甲 B 表土
小皿 底部 側緑はナデ、下部はへラ

切り底。

回転ナデ にぷい橙 にぷい橙 良好 精良

19 C トレ 14
小皿 底部 側緑は回転ナデ、下部は

へラ切り底。

回転ナデ にぷい黄橙 1 にぷい黄橙 良好 精良

2 0 C トレ 14
土師小皿 底部 側緑は回転ナデ、下部は

ヘラ切り底。

回転ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 良好 1m m 程度の輝石を少し含む。
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第3表　縄文時代石器計測表

番　 号 器　　 種 石　　 材 長 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （c m ） 重 さ （g ）

1 石 嫉 黒 曜 石① 1．7 5 1．4 0．3 5 ． 0 ．4

2 石 鉄 流 紋 岩 d 1．8 1．3 0 ．4 0．4

3 石 鉄 黒 曜 石（彰 1．9 1．5 0 ．3 0．4

4 石 鉄 黒 曜 石⑥ 2 ．4 1．5 0 ．3 1

5 石 鉄 流 紋 岩 a 2．0 5 1．7 0 ．3 5 0．8

6 石 鉄 チ ャー ト 2 ．8 2．1 0．2 5 1．8

7 石 鉄 チ ャー ト 3 ．2 1．8 5 0．2 5 1．7

8 石 鉄 チ ャー ト 2 ．1 1．9 5 0 ．3 0．9

9 石 鉄 流 紋 岩 a 2 1．7 5 0 ．3 0．9

1 0 石 鉄 流 紋 岩 d 2 ．1 1．4 0 ．4 1

1 1 石 鉄 流 紋 岩 e 4 ．2 1 ．7 0．4 5 2．4

1 2 石 鉄 チ ャー ト 2 ．2 1．1 0．4 5 0．4

1 3 石 鉄 チ ャー ト 2 ．6 1．6 5 0 ．5 1

1 4 石 鉄 流 紋 岩f 2 ．6 1．5 0 ．2 1．4

1 5 石 鉄 黒 曜 石 2 ．1 1．5 0 ．4 0．6

1 6 局 部 磨 製 石 斧 ホ ル ン フェ ル ス 1 3 ．15 6．4 2．9 5 2 9 9 ．4

1 7 石 斧 ホ ル ン フェ ル ス 9．1 5 5．2 2 ．7 1 7 1 ．7

1 8 石 斧 ホ ル ン フェ ル ス 8．7 5 3．9 2 ．8 1 0 9 ．3

1 9 敲 石 砂 岩 8．8 5 2．3 2．6 2 7 5 ．6

2 0 ス ク レイ パ ー チ ャー ト 2 ．4 2．3 1 5．1

2 1 使 用 痕 剥 片 ホ ル ン フェ ル ス 4 ．3 3．3 0 ．9 9．9

2 2 石 匙 黒 曜 石⑤ 1 ．8 2．5 0 ．7 1．9

2 3 石 核 ホ ル ン フェ ル ス 6 ．8 7．3 1．3 9 0 ．4
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1下屋敷遺跡　2上ノ迫遺跡　3長薗原遺跡　4待居廻遺跡　5梅ケ島遺跡
6上ノ原遺跡　7別府原・西ケ迫遺跡　8船野遺跡第1地点　9商学原第1遺跡
10商学原第2遺跡11船野遺跡第2地点

第1図　遺跡分布図（1／25，000）
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第2図　周辺地形図及び地区配置図
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第7図　遺構分布図（礫群）
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－81～82－

第20図　第I石器文化期ブロック分布図



第21図　第I石器文化期遺物分布図
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二∴三

○土器

▲石嫉

■石斧

□敲石

☆スクレイパー

▽二次加工のある剥片

△使用痕のある剥片

●石核

第162図　縄文時代早期遺物分布図（土器・石器）
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二三

第163図　縄文時代早期遺物分布図（その他の石器）
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第164図　縄文以降土器実測図
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第165図　縄文石鍍実測図
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第166図　縄文石器実測図（1）
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第167図　縄文石器実測図（2）
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